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　──全国高等学校野球選手権大会　地区大会決勝戦　十時四十分。

　今日は、俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆにとって、非常に重要な日だ。

　なんせ、俺の通う高校──西にし木き蔦づた高校が甲子園に行けるかどうかが……今日、決まる。

　加えて俺個人としても、自らの上位互換で絶対に負けられない男、葉は月づき保やす雄お……通称『ホース』との勝負がある。

　そして、その勝負に勝つためには、野球部のエースであり親友大おお賀が太たい陽よう……通称『サンちゃん』の協力が必要不可欠だ。

　なので、大急ぎでサンちゃんとコンタクトを取る予定だったのだが、なぜか俺は……

「どーも！　焼鳥、いかがっすかぁ!?　メチャクチャ美う味まいんで、是非買って下さい！」

「うむ。良い声なのだ。我としても鼻が高いのだ」

　球場の外で、やけに偉そうな口調の女と一緒に、焼鳥の売り歩きをやってるんだよね……。

　いやね、これにはちゃんと事情があるのよ。

　ちょいと身体能力の高い怪物コスモスと化物ひまわりに追われてさ、とてもじゃないが逃げられそうになかったから、咄とつ嗟さに近くにあった屋台──『ゲンキな焼鳥屋』に走りこんで、「追われてるんです！　助けて下さい！」って頼んで、匿かくまってもらったのさ。

　そしたら、代償として店主のお兄さんから、「匿かくまってやったんだから、報酬として妹と一緒に売り歩きをしてこい」って問答無用で命令されたの。

　追われている人間に売り歩きを命ずるとか、ちょっとなに言ってるかよく分からなかった。

　……が、借りがある以上逆らえず。

　結果として俺は、お兄さんの妹である元もと木き智ち冬ふゆとこうして行動を共にしているわけだ。

「ふっ。本日は晴天なり。絶好の焼鳥日和なのだ」

　ウェーブのかかったロングヘアーにグラマラスなスタイル、女子にしては高めの一六五センチメートル程の身長という、偉そうな態度がよく似合う大人びた風貌の美人。

　最初は大学生ぐらいかと思っていたから、同い年と知った時はちょっとビックリした。

　元もと木きは美人なんだから、ちょっとその辺の男に声をかければ、焼鳥ぐらいガンガン売れそうなものなのだが……

「さぁ、声を出すのだ、如月きさらぎ雨あま露つゆよ。まだまだ焼鳥は沢山あるのだ」

　この女、命令をするばかりで、声出しは俺に任せっきりなのである。

　口調と声のボリュームの反比例ったらね。

　さっきから、俺にしか聞こえないようなちっせぇ声で話してんだわ、こいつ。

　俺は、セットで売る飲み物の入ったクーラーボックスを持ってんだから、焼鳥の入った箱を持ってる元もと木きがもっと声を出してくれよ……。

「なぁ、俺はあくまで手伝いだしさ、あんたももうちょっと声を……」

「我は指示を担当するのだ。さぁ、声を出すのだ」

　どうせそんなこったろうと思ったよ……。

「案ずることはない。我は指示を出すことに定評があるのだぞ？　さぁ、声を出すのだ」

　どこでだよ？　さっきから、『さぁ、声を出すのだ』しか、言ってねぇだろが。

「おねーたん！　やきとり、ちょーらい！」

　おや？　いたいけな少女が五〇〇円玉を掲げて、元もと木きに話しかけてきたぞ。

　パッと見、五歳児くらいなのだが、両親は……ああ、後ろから微ほほ笑えましく様子を見ているな。

　なるほど、プチはじめてのおつかいって感じなのだろう。

「む？　主は、我に声をかけたのか？」

「ぬしぃ？　われぇ？　えっとね……、やきとり、ちょーらい！」

　五歳児に、『主』や『我』は難しいよね。まぁ、いいや。向こうから来たなら好都合。

　さっさと元もと木きに焼鳥を売ってもら……って、こいつはなぜ、俺をジッと見つめている？

「如月きさらぎ雨あま露つゆよ、何をやっている？　早くこの幼女に焼鳥を販売するのだ」

　こっちの台詞せりふだ。俺に焼鳥の箱を差し出してどうする？

「あれぇ？　おねーたん、どーしたのぉ？」

「早くするのだ。お客様がお待ちなのだ。……はよ、はよはよ」

　まじ、なんなのこいつ？

「……わかったよ」

　我慢だ。我慢しろ……。お客さんの前で店員同士が揉もめるなんてご法はつ度とだし、うっかり騒ぎになってみろ。追跡者達たちに発見されかねん。

「ほら。焼鳥だぞ、偉いなお嬢ちゃん。ちゃんとお買い物ができて」

「えへへー！　ありあとー、おにーたん！」

　年相応の無む垢くな笑顔を向けてくれたので、なんだかちょっぴり癒いやされた。

　こう、まだ言葉がたどたどしい幼い子供の相手ってのは──

「バイバイ！　顔の造形に如何いかんともし難がたい欠陥を抱えたおにーたん！」

　なんでそこだけ、すっげぇ口達者なんだよ!?　どういう教育をしたらこう育つ!?

　くっそ！　なぜ、俺は五歳児に顔の造形を馬鹿にされにゃならんのだ！

「ふむ。如月きさらぎ雨あま露つゆよ、主は想像以上に良い働きをするのだな」

　俺は、この如何いかんともし難がたい怒りをてめぇにぶつけたい。

「あのよ……、この後も今みたいな調子だと、若干めんどくさいのだが……」

「何を言うのだ、如月きさらぎ雨あま露つゆ。主ならばやれる。自分を信じるのだ」

　その台詞せりふ、そっくりそのまま返してやりたい……。

　けど、この様子を見る限り、あの話はマジなんだろうなぁ～。

　そう。実は、俺は売り歩きをする前に、焼鳥屋の店主──元もと木きのお兄さんから、とある……元もと木きの大きな欠点を聞いていた。

　そして、その欠点を克服してほしいからと、一緒に売り歩きをする羽目になったわけだ。

「しかし、主の焼鳥を売る姿は中々頼もしいのだ。これならば、今後は我の盾として……」

「なんでもいいからさっさと焼鳥を売るぞ。俺は急いでるんだ」

「良い意気込みなのだ。ますます気に入ったのだ。特別に、主には我をアダ名で呼ぶことを許可しよう。我を、苗みよう字じの『木』と、名前の『冬』をくっつけて『柊ヒイラギ』と呼ぶのだ」

「そりゃ、どーも。俺はフルネームから『月』を抜いて、ジョーロって呼ばれてるよ」

「ふむ、ジョーロか。分かったのだ。ジョーロ、ジョーロ、ジョーロ。ククク……」

　この子、怖い。

　俺のアダ名を連呼しながら、ニヤニヤ笑ってるんですけど？

　つか、この子の名前とアダ名、俺の同級生でバイト先の店長の洋よう木き茅ち春はる……ツバキと似てるよな。あっちは、苗みよう字じの『木』と名前の『春』をくっつけて『椿ツバキ』だし。

「……なぜ、主は我をアダ名で呼ばん？」

　威圧的な口調はしているが、俺がアダ名を呼ばなかったのが切なかったのか、口調とはまるで正反対の寂しげな視線が飛んできた。

「別に深い意味は……わ！　いきなり傍に寄ってくんなよ！」

「よ、呼ばぬのか？　我はアダ名で呼んだのだ！　つまり、主も呼ぶべきなのだ！　それとも、我のアダ名を呼ぶのが嫌なのか!?　はよ！　……はよはよ！」

「うっせぇな！　分かったよ！　呼べばいいんだろ、呼べば！　よろしくな、ヒイラギ！」

「～～～っ！　や、やったのぉ～！　嬉うれしいのぉ～～！　……こほん。うむ！　これからもよろしくなのだ！　ジョーロ！」

　大人びた外見や偉そうな口調からは想像のつかない無む垢くな笑顔を披露するヒイラギは、そのまま嬉うれしそうにチョコチョコと俺の隣を歩き始めた。

　かなり機嫌がいいようで、鼻唄まで歌う始末だ。

「では、売り歩きへと向かうぞ、ジョーロ！　楽しい楽しい売り歩きの始まりなのだ！」

　無論、この後俺に待ち受けていたのは、楽しい売り歩きなどではまったくなかった。

　本当に、メチャクチャ大変だったよ……。

　全ては、このヒイラギという女に備わった、でかすぎる欠点が原因でな。

　どうにか、合間を縫ってサンちゃんに勝負の件は頼めたけど、もう二度とこいつと一緒に売り歩きをするのはごめんだと思ったね。

　……え？　その欠点が何かって？　……まぁ、あれだよ。

　このヒイラギという女は、とんでもない──
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　夏の残ざん滓しも消え去り、ほんのりと肌寒さを感じるようになってきた九月の最終週。

　なんだか、夏休みを二回経験したような錯覚はあるが、それはそれ。

　今は紛まがうことなき二学期で、時は放課後、現在地は西にし木き蔦づた高校図書室。

　そこで俺が何をしているかって？　決まっているだろ？

「何とぞ……、何とぞ……、寛大な処置を……」

　強制的に、床に正座をさせられているのさ。

「ジョーロ君、寛大な処置を望むのなら、それに見合った落とし前が必要だと思うの」

　川かわ端ばた康やす成なりの『死体紹介人』を片手に構え、プレッシャーを放つこの三つ編み眼鏡女は、西にし木き蔦づた高校図書委員、三さん色しよく院いん菫すみれ子こ……通称『パンジー』。見ての通り、大変ご立腹なご様子だ。

「ふしゅるるる……。わたし、すっごく怒ってるよ！　ジョーロ、ちゃんと説明して！」

『ふしゅるるる』と、日常生活であまり聞く機会のない唸うなり声ごえをあげながら、テニスラケットを俺の顔面へとロックオンしているのは、幼おさな馴な染じみである日向ひなた葵あおい……通称『ひまわり』。

　説明できるものなら、もうとっくにしていると言いたくて仕方がない。

「まぁまぁ、ひまわり。落ち着いて下さい。事情を聞こうが聞くまいが、ジョーロの罪が裁かれることは決まっているのですから」

　物理法則を無視し、ポニーテールを逆立てて俺を睨にらみつけるのは、新聞部の羽はね立たち桧ひ菜な……通称『あすなろ』。感情的になると津つ軽がる弁べんに変化するはずなのに、今回は至って冷静な態度で敬語なのが、逆に恐ろしさに拍車をかけている。

「うーん……、いくらジョーロ君の行動に問題があったとはいえ、あまりひどいことをするのは気が引けてしまうな。……そうだ！　三箇所ほど捻ねじる方向でどうだい？」

　優しそうに聞こえて、優しさを微み塵じんも感じない提案をするのは、生徒会長である秋あき野の桜さくら……通称『コスモス』。人体で捻ねじって問題のない箇所って、髪の毛以外どこかあったっけ？

「マジカル・ジョーロ♪　……ジョーロと言ったら、殺す♪」

「殺すと言ったら、ジョーロ♪」

「ジョーロと言ったら、燃やす♪」

「燃やすと言ったら、ジョーロ♪」

　おまけで、最近図書室の業務を手伝ってくれているカリスマ群の皆様も激怒、と。

　前々から気になっていたが、彼かの女じよ達たちは本当に俺と同年代なのだろうか？

　随分と懐なつかしいゲームをエンジョイされておられるように思えるが……。

「なぁ、みんな。ジョーロも反省してるしさ、ここは穏便にいこうぜ？　ほら、ピリピリしてたってつまらないだろ？　事故って面もあるわけだしさ！」

　そんな孤立無援な俺に、唯一救いの手を差し伸べてくれるのは、野球部のエースにして俺の最高の親友であるサンちゃんこと大おお賀が太たい陽ようだ。

　パンジー達たちと俺の間に立ち、両手を広げてかばってくれる姿のかっこよさったらね。

　やっぱり、ヒロインを助けるのは主人公の──

「サンちゃん、いくら事故だとしても、『業務上必要な注意を怠り、よって人を死傷させた者は、五年以下の懲役若もしくは禁きん錮こ又は百万円以下の罰金に処する。重大な過失により人を死傷させた者も、同様とする』と、日本の法律では決まっているのよ」

「刑法第二一一条第一項……だと！　ジョーロ……、すまねぇっ！」

　役目だけど、俺はそもそもヒロインじゃないから助からない、と。世知辛い世の中である。

　いつの間にか六法全書を持ったパンジーによって放たれた、業務上過失致死傷罪の前に無念のノックアウト。ガクッと、片膝を地面につけている。

　案外、我が親友は法律には詳しいようで、ちょっとビックリした。

「サンちゃんはあっち！　今は、わたし達たちがジョーロとお話してるの！」

「そうです！　サンちゃんは話が終わるまで、部室で筋トレでもしていて下さい！」

「…………はい、すみませんでした。部室で筋トレでもしてます……」

　唯一の味方が図書室から追放された。俺、涙目である。

　──とまぁ、こんな混沌カオスな状況になってしまったのには、もちろん原因がある。

　突如として図書室に現れた元もと木き智ち冬ふゆ……ヒイラギと呼ばれる少女。

　この女は、俺とは別の……パンジーのクラスにやってきた転校生なのだが、実は以前に少々面識があった──が、その事情は割愛だ。多分、ちょっと前にやってるし。

　でだ、ここから先は俺も知らなかった情報なのだが、なんとこのヒイラギは、俺のクラスメートであり、バイト先『ヨーキな串カツ屋』の店長でもある少女……ツバキこと洋よう木き茅ち春はると運命の串で貫かれたライバル関係だった。

　そんなライバル同士は、出会い頭から睨にらみ合あい『再び、我らの聖戦が始まるのだ！』、『君は、また無意味な血を流すのかな？』などと、ファンキーな言い争いを繰り広げ、世界観をガンガン破壊していった。

　正直ついていけなかったが、二人の問題だしまぁいいかと他ひ人と事ごとに構えていたのが運の尽き。

　勝負の内容が、『どちらが俺をアルバイトとして雇うか決める』だったのが原因か、なんとツバキとヒイラギは、『聖戦を始める儀式』と称して、二人揃そろって俺の唇にそれぞれ自分の手の甲を押し当ててきたのだ。つまり、キス……ということになる。

　んで、そのまま二人は俺おれ達たちのいる読書スペースから離れたところへ向かい、聖戦とやらを始めたわけだが、こっちはそれで『いってらっしゃい』というわけにはいかないのよ。

　なんせ、その現場をパンジー達たちにバッチリ目撃されちゃったんで。

　んで、当然ながら皆さんは大激怒。俺は、現在の有あり様さまってね。
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　しかし、驚いたよ……。今年の夏祭りにツバキから『焼鳥屋のライバルがいる』とは聞いていたが、まさかそれがヒイラギとはねぇ～。

　世の中ってのは、広いように見えて案外狭い時があるよな！　ほんっと、ビックリだ！

　けどさ、もっと驚きなのは……

「なぜ……、なぜなのだぁ～……。今度こそ勝てるはずだったのだぁ～……」

　マッハにターボで負けてるんだ。……そのライバルが。

　聖戦開始から、ちょっと目を離した隙に勝敗が決してたんですけど……。

「相手にならないかな」

「あうぅ～……。悔しいのだぁ～……」

　勝ち名乗りをあげるツバキと、ソースまみれになって地面にぶっ倒れるヒイラギ。

　聖戦編完結か、早かったな。

　まぁ、ソースまみれの件はさておき、順当な勝敗結果ではあるんだけどね。

　どうも聞く限りだと、ツバキとヒイラギはこれまでも何度か聖戦とやらで戦っているが、ヒイラギが勝てたことは一度もないらしいし。ちなみに、その敗北数は実に一五一回。

　あ、これも加えたら一五二回か。記録更新おめでとう。

　んで、そんな敗北続きのヒイラギが、ツバキに勝利するための起死回生の一手として考えた手段が、『如月きさらぎ雨あま露つゆを盾として、ツバキとの聖戦に挑む』だった。

　意味不明すぎて困ったが、詳細を聞いてみると、俺をヒイラギが働く『ゲンキな焼鳥屋』のアルバイトとして雇い、クレーム処理にあてようとしていたそうだ。

　恐らくそこまで準備を整えてから、ツバキの働く『ヨーキな串カツ屋』に対して、売上勝負でも挑むつもりだったのだろう。……が、ヒイラギのその企くわだては失敗。

　なんせ、俺はすでにツバキの店で働いているからな。

　そこでヒイラギは俺を自分の店で雇うために、聖戦を申し込んだわけだが……、そもそもツバキに勝てないから味方につけようとしているのに、味方につけるためにツバキに挑んでたら、手段と目的が盛大に入れ替わってるよね？

　で、本人はそれに気づかずに挑んで、見事に撃沈したわけですけど。

「じゃ、みんなのとこに戻るよ」

　地面にぶっ倒れてるヒイラギの制服をムンズとつかみ、ズルズルと引きずりながらこっちにやってくるツバキの圧倒的貫かん禄ろくったらね。かっこいいできる女とは、まさにこのことよ。

「はみゅぅ～……」

　対して、ライバルの貫かん禄ろくのなさがやばい。

　普通、後から出てきたライバルって上位互換とかじゃねぇの？　尋常じゃねぇ弱さだぞ。

「ジョーロ、お待たせ。今、色々と終わって……って、なんで君は正座をしてるのかな？」

「てめぇらの行動が、起因していると悟ってくれるとありがたい」

「あ、そういうことか」

　察しが早くて助かる。早く助けて。

「ツバキさん、どういうことか説明してもらえるかい？　なぜ、君きみ達たちはジョーロ君に……じ、自分の手の甲へ、キ……、キキキ……、キスをさせたんだい!?　それは今度、私がやってもらう予定だったのに！」

　おい、コスモス。後半に変な予定を組み込むんじゃねぇ。

「えっとね、ボクとこいつは今まで何かを賭けて、多くの聖戦をしてきたかな」

　なぜ、勝負のことをわざわざ『聖戦』と呼んでいるかは、……気にするだけ無粋か。

「それで、その時の決まりごとで、賭ける物に自分の手の甲を当てるっていうのがあるかな。今回は、ジョーロを賭けた聖戦だったから、ジョーロの唇に手の甲を当てたかな」

　ツバキって、普段は誰よりも落ち着いているのに、たまにぶっ飛んだ行動するから怖い。

「そういうことだったのね。納得はできないけど、理解はできたわ」

　まだ不機嫌な様子だが、パンジーや他の面々はツバキの説明で、分かってくれたらしい。

　理不尽な暴力に襲われずにすみそうで、ひと安心。

「ん。みんなを嫌な気持ちにさせちゃって……、ごめんなさい」

　ペコリと素直に謝罪をするツバキ。謝るべき時に謝れるのも、しっかり者たる所以ゆえんだよな。

「ほら、ヒイラギ。キミも謝って。それと、自己紹介」

「う、うぬぅ……」

　ツバキにうながされたことで、ムクリと立ち上がるヒイラギ。ソース臭がすごい。

　そして、そのままパンジー達たちのほうを見ると思いきや、ツバキを睨にらみつけ、

「なぜ、我がそんなことをせねばならぬのだ！　主の指図など──」

「聖戦に敗れし者は？」

「……ぐっ！　勝者のどんな命令にも従う……なのだ……」

「ん。よく分かってるね。じゃ、早く」

「微々たる僅差で勝ったくせに偉そうに……」

　確固たる大差で負けたくせに偉そうに……。

「わ、わた……我は、元もと木き智ち冬ふゆ、なの、だ。迷惑かけて……、ごめんなさい……なのだ……」

　プルプルと体を震わせながら、自己紹介と謝罪をする姿の情けなさったらね。

　これでライバルとか、よく言えたもんだ。

「本当に何も変わってないかな……。はぁ……、情けないかな……」

　ほんとそれな。

「ねぇ、元もと木きさん……、貴女あなた、転校してきた時と比べて……」

　パンジーは、何やらヒイラギの様子が気になるようで、僅かに眉をひそめている。

「む？　なんなのだ？」

「いえ、なんでもないわ」

「分かったのだ」

　対してパンジーに話しかけられたヒイラギは、グッと拳を握り締めて体を震わせている。

　この二人、同じクラスなんだけど……、今後大丈夫か？

　ま、いっか。ともあれ、許されたみたいだし、俺もそろそろ立ち上がって……

「ジョーロ君！　ここ！　ここが空いてるよ！」

　最近、うちの生徒会長の幼児化っぷりが深刻な気がしてならない。

　すげぇ無邪気な笑顔で、こっちこっちと手招きをしてるよ……。

　んじゃ、コスモスの隣に向かうとするか。

「補足すると、ヒイラギは、『ゲンキな焼鳥屋』ってお店で働いてるかな。昔から変な縁があって、ボクとはちょっとした知り合い。名前の『木』と『冬』をくっつけて『柊ヒイラギ』かな」

　ライバルっていうか、お姉ちゃんだよね。出来の悪い妹を持った。

「そっかぁ！　よろしくね、ヒイラギちゃん！　わたし、ひまわりだよ！」

「私は、この学校で生徒会長をやっている秋あき野の桜さくらだ！　よろしく、ヒイラギさん！」

「新聞部の羽はね立たち桧ひ菜なです！　ヒイラギ……でいいんですよね？　よろしくお願いします！」

「…………ふ、ふん！」

　うわ、こりゃひでぇ。

　ヒイラギの奴やつ、三人から自己紹介されたのに、返事もしねぇで明後日あさつての方向を見やがった。

　まぁ、そうなるか……。そうなるよな……。

　さっきのツバキの台詞せりふじゃないが……、本当に何も変わってねぇ……。

「えーっと……、ツバキさんとヒイラギさんは、以前から仲が良かったのかい？」

　ヒイラギの態度に困惑したコスモスが、ツバキへと声をかけた。

　多分、妙に重苦しいこの空気を、どうにかしたかったのだろう。

「コスモスさん、それは違うかな。ボクとヒイラギは、仲なんて良くないかな」

「え？　でも、今も紹介して……」

「ただの腐れ縁。ヒイラギなんて友とも達だちでも何でもないかな。ボク、ヒイラギ嫌いだし」

「あ。そ、そう、なんだね……」

　はい。空気がもっと重くなりましたよっとさ。

　厳しいけど優しいツバキが、ここまでハッキリ『嫌い』って言うのは相当だな……。

「うぅぅ……。ジョーロ君……。どうしよう……」

「分かりません」

　コスモスよ、涙目で俺の制服をつまんで引っ張っても、何も解決できんぞ。

　俺だって、この重苦しい空気は結構しんどいんだ。

「むぐぐっ！　やっぱり、納得いかないのだ！　ツバキ、もう一度聖戦なのだ！」

　空気が読めないって、しゅごい。

「はぁ。本当にキミは、毎度毎度どうして懲り…………あ、そうだ。いいこと思いついたかな」

　本当に、『いいこと』なんだよね、それ？

「ヒイラギ。ボク、いい加減キミに付き合うのうんざりだし、次で最後にしたいかな」

「ほほう……。背水の陣で、我に挑むということか？」

　確実に近づいてるね。……君の終わりが。

「だが、最後というのであれば、それに相応ふさわしいものでなければ我は納得しないのだ。適当にとってつけたような内容であれば、我は何度でも主の前に現れる！」

　さすが焼鳥屋の娘。炎と共に甦よみがえる不死鳥……フェニックスの如ごとき発言である。

「ん。もちろん、最後に相応ふさわしい最高の舞台で、最高の聖戦を繰り広げる予定かな。普通の聖戦だと、ボクが勝っちゃうからね。キミが勝てる最低条件を満たしたものにするつもりかな」

　普通の聖戦って何？

　俺、人生で聖戦と関わるの、これが初めてなんだけど？

「最低条件を満たしたもの？　ツバキよ……。随分と我を侮あなどってくれているようだな？」

　侮あなどってないね。適切極まりない処置だね。

「その程度で、我が主に勝てると思うな！　最後というのであれば、我が圧倒的に有利な条件の聖戦を所望するのだ！」

　所望すな。

「大丈夫。キミ次第で、勝てるチャンスは十分にあるかな」

「……ふむ。そこまで言うのであれば、譲歩してやるのだ」

　されてんのは、てめぇだよ。

「じゃあ、確認しないと。……あのさ、コスモスさん」

「私かい？　な、何かな、ツバキさん？」

「来週の土曜日に、……宿命に導かれし大いなる民、紅ぐ蓮れんと純白の戦士に分かれ、互いの力と技を競い合いし時……『全知全能オリンピアの宴うたげ』があるよね？」

　体育祭な。

　君きみ達たち、かっこいい言い回しをせずにはいられない病気にでもかかってるの？

「そ、そうだね。よっぽど悪天候にならない限りは、その予定だが……」

　コスモス、『全知全能オリンピアの宴うたげ』にはノータッチである。聖戦ワールドへの突入を避けた模様だ。

「じゃあ、そこでボクとヒイラギが、それぞれ屋台を出すことは可能かな？」

「え？　屋台かい？」

「ん。ボクの『ヨーキな串カツ屋』と、ヒイラギの『ゲンキな焼鳥屋』。その二つの屋台を、『全知全能オリンピアの宴うたげ』に出店させてほしいんだけど、ダメかな？」

　なるほど。体育祭で、串カツ屋と焼鳥屋の売上勝負をするつもりか。

　それならお互いの得意分野だし、ヒイラギにもワンチャン勝てる可能性はある……が、屋台を出すのは難しいのではないか？　色々と許可が必要で、そんな気軽にできることじゃ……

「それなら問題ないよ！　こんなこともあろうかと、念のためその辺りの許可は全てとっているからね！　ちょうど、どんな感じになるか確認したかったし、とても助かる提案だよ！」

「ありがと、コスモスさん。ボクも助かるかな」

　取ってるんかい！　さすが、スーパー生徒会長。ご都合主義には欠かせない存在である。

「ただ、屋台を出す場合は、この紙に参加者の名前、何を出品するか、調理手順と材料を書いてもらうことになるから、それはしっかりと守ってもらえるかい？」

「ん。分かったかな」

　準備の良すぎるコスモスが取り出した紙を、二枚受け取るツバキ。

　そのまま一枚をヒイラギへ向けて差し出している。

「はい、こっちはキミの分」

「ご苦労なのだ」

　なぜ、この女はここまで偉そうになれるのだろう？

「ヒイラギ、もう分かったよね？　ボクとキミの最後の聖戦が何かは……」

「随分と愚かな手段に出たな、ツバキよ……」

　真っ当な手段だよ。

　てめぇは、さっきから強キャラ感を出すのだけはうめぇな、おい。

「ん。『全知全能オリンピアの宴うたげ』でお互いに屋台を出す。そこで、沢山売ったほうが聖戦の勝者かな」

「クックック……。腕が鳴るのだ」

「ちなみに、屋台の手伝いに参加できるのは生徒だけね。ボク達たちの聖戦に、大人達たちが介入するのは無粋かな」

「愚問にして無論なのだ！」

　言い回しだけはかっこいいよね。言い回しだけは。

　ヒイラギよ。個人戦よりはまだチャンスがあるとは思うが、それでも圧倒的に不利な状況に変わりはないことに気づいているのか？　てめぇは、今日来たばかりの転校生なんだぞ。

「ならば、来週の土曜日！　『全知全能オリンピアの宴うたげ』で主と決着をつけるのだ！　今度こそ……、今度こそ我が勝ってみせるのだ！」

　どこからともなく取り出した串を、ビシッとツバキに向けて決めポーズをとるヒイラギ。

　もはや、敗北臭しか漂っていない。

「なら、ちゃんと本気できてね？　ボクも容赦しないで、全力でいかせてもらうから」

　ツバキさん、少しは手を抜いてあげようよ。多分それでも君が勝つからさ。

　大体、容赦しないで全力でって何を……ん？

　なんかツバキが、ニコニコとこっちを見ているが……、

「……ねぇ、ひまわり、コスモスさん、あすなろ、パンジー、ジョーロ。ボクの屋台を手伝ってくれないかな？」

　本当に容赦がねぇ！ 　こりゃ、マジでヒイラギを叩たたき潰つぶす気だな……。

「屋台！　面白そう！　わたし、やってみたい！」

「私も構わないよ！　むしろ、そういった経験は一度もないから、是非参加させてほしい！」

「もちろん私もですよぉ！　お任せ下さい！」

「ありがと、ひまわり、コスモスさん、あすなろ」

　あー、まずいな……。運動神経抜群のひまわり、頭ず脳のう明めい晰せきのコスモス、情報のエキスパートのあすなろ……。あっという間に三人のチートキャラが、ツバキ側についてしまった。

「私は、遠慮しておくわ。あまり知らない人と関わるのは好きじゃないもの」

「ん。残念だけど、分かったかな」

　パンジーは不参加か。ちょっと予想外……ではないか。

　屋台なんて不特定多数の人と関わることを、こいつが率先してやるとは思えない。

　よかったな、ヒイラギ。

　パンジーまでツバキ側についてたら、てめぇの勝ち目は完全に消滅してたぞ。

「じゃあ、あとはジョーロだけだけど……」

「わりぃ、俺もやめておくよ」

「えー！　ジョーロも一緒にやろーよ！　絶対、楽しいよ！」

「そうですよ！　私もジョーロと一緒がいいです！」

「ええ!?　ジョーロ君は、参加しないのかい!?　なら、私はいったい誰と串カツの食べさせ合いっこをすれば……。楽しみにしてたのに……」

　しょんぼりすな。

　なぜコスモスは、さっきからちょいちょい個人的な願望を混ぜてくるのだろう？

「いや、参加しねぇわけじゃねぇんだ」

　三人の質問に答えながら、俺はテクテクと移動。

　そして、ツバキだけをギロリと睨にらみながら、ふんぞり返るヒイラギの隣に立つと、

「俺は、こっちで参加するよ」

　四人を見つめて、真まっ直すぐにそう言った。

「おお！　ジョーロ！　主が味方になってくれて嬉うれしいのだ！」

　はしゃぐのはいいんだけど、あんまそばに来ないで。

　君、ソース臭がすごいから。

「どうしてボクじゃなくてヒイラギなのか、理由を教えてほしいかな」

　うっ！　なんか、ツバキに真まっ直すぐ見つめられながら聞かれると緊張するな……。

「ヒイラギはまだ転校してきたばっかで、知り合いがほとんどいねぇだろ？　だったら、前からちょっと知り合いだった俺ぐらいは、最低限こいつの手伝いをしたほうがいいと思ってな。それに、ちょうど世話になった恩返しもしたかったんだよ」

「ん。……それなら、納得かな」

　それなら……か。一応納得してくれたみたいだが、なんか安心しきれねぇ……。

「ツバキ！　ジョーロは我の味方なのだ！　やーいやーいなのだぁ！」

「ジョーロ一人ついたくらいで、ボクに勝てると思わないほうがいいかな」

　ほんと、ツバキの言う通りだよ。

　ただ、それでも俺がヒイラギについたのは、ツバキに言った理由以外にももう一つあるんだ。

　ヒイラギは、色々と問題はあるけどさ、本人なりに一生懸命なんだよ。

　圧倒的に実力差があるにもかかわらず、精一杯ツバキに勝とうとする気持ち。

　なんていうかさ……、ソレが俺の心にグッと響いちまったんだよな。

　ヒイラギは、傲慢で横暴な奴やつに思えるかもしれないが、本当は違う。ただ、純粋すぎて不器用な生き方しかできないだけだ。それをちゃんと分かってるのは、今この場では俺ただ一人。

　だから、たとえ焼け石に水でも、勝ち目がなくても、アルバイトはできない分、せめて二人の勝負の時だけは、ヒイラギの味方についてやりたかった。

　一緒に頑張ろうぜ……、ヒイラギ。




　なーんて…………………………、俺が言うと思ったかぁぁぁぁぁ!!




　なわけねぇだろうがぁぁぁ！　そんな理由で手伝うほど、俺がお人ひと好よしであるはずがない!!

　無論、全ての打算込みで俺はヒイラギの味方についている！　……では、なぜか!?

　その答えは、ズバリ！　さっきのツバキとヒイラギの会話にある！

『聖戦に敗れし者は？』

『……ぐっ！　勝者のどんな命令にも従う……なのだ……』

　そう！　ここですよ！　ここ！

　ひまわり、コスモス、あすなろがツバキのチームに入った時点で、俺は気がついたのだ！

　もしヒイラギが勝ったら……、四人の美少女が俺に絶対服従になるということに！

　そうすれば……、かつて俺が、あと僅かというところまで行っておきながら、叶かなうことのなかった壮大で純情な野望を、今度こそ叶かなえることができる！

　……え？　それが、何かって？　おいおい、みんな、もう忘れちまったのかい？

　ならば、仕方がない！

　もう一度、あの時……地区大会の決勝戦での、俺の言葉を伝えようではないか！

『月曜日はコスモス会長、火曜日はひまわり、水曜日はあすなろ、木曜日はパンジー。これでみんな平等だ！　な？　まるで変じゃないだろう？』

　これだぁぁぁぁ！　言っておくが、俺はこの合法ハーレムを全然諦めてないからな!!

　地区大会の決勝戦でのホースとの勝負で勝った俺が、ご褒ほう美びにいただこうとした大いなる青春ジュブナイル！　あの時は世にも奇妙なことに、なぜか全員から断られるという怪奇現象に襲われたわけだが、今回はそうはさせん！　もう、絶対にこっちの要求を吞のんでもらう！

　大体、前々から思っていたが、俺の扱いが雑すぎるんだよ！

　だからこそ、狙うは一発逆転！

　圧倒的王者の立場！　そして、従順で都合のいいヒロイン！

　どうにかツバキに勝利して、俺はこの二つを手にしてみせる！

　代わりに、ヒイラギが敗れてしまった場合は、俺が窮地に立たされる可能性があるわけだが……、なーに心配することはない！　無論、そこも折り込み済みだ！　なんせ……

「ねね、コスモスさん、あすなろちゃん！　お屋台さんって、どんなことするの？　わたし、やったことないから楽しみ！」

「私もだよ、ひまわりさん！　色々な販売のための戦略を話したり、試食会をしたり、考えるだけですごくワクワクするよ！」

「ふっふっふ！　ビラ作りなら私にお任せを！　皆さんが興味を抱かずにはいられない素晴らしい物を作ってみせます！」

　このように、コスモス達たちは聖戦の真実にこれっぽっちも気づいてないのだ！

　ふっ……。たまには、勝ち目のほとんどない戦いに挑むというのも悪くないな……。

　だって、負けてもなーんにも問題ないんだもん！　それで、勝ったら天国とか最高じゃね？

「えへへ！　ジョーロ、わたし負けないからね！　がんばっちゃうよぉ～！」

「ああ！　正々堂々、真っ向から勝負しような！　ひまわり！」

　ウケケ！　最近予想外のトラブルに見舞われすぎて、欲望に忠実な俺が鳴りを潜めていたのが功を奏したな。全員、見事なまでに油断しておるわ！

「ジョーロよ、我らは二人で作戦会議をするのだ。ここから移動するのだ。はよ、はよはよ」

　グイグイ俺の制服を引っ張らんでくれ、ヒイラギ。

「分かったよ。……なら、ついてきてくれ」

「うむ。人が誰も来ないところにつれてくのだぞ？　もう、誰も来ないところだぞ？」

「へいへい……」

　とりあえず、ヒイラギにも色々聞きたいことがあるし、さっさと移動しちまうか。





※






「ここなら、人は絶対に来ねぇよ」

「……ほう」

　俺が、ヒイラギを連れてきた場所は屋上。

　ほとんどの部活動が終わり、大半の生徒が下校している今の時間帯なら、告白でもしようと目もく論ろんでいる生徒がいない限りは間違いなく人は来ないだろう。実際、誰もいないし。

「ふむ。見晴らしもよく、素晴らしい場所なのだ」

　今日初めて来た学校の屋上を、我が物顔で偉そうに歩くヒイラギ。

　念入りに周辺をキョロキョロと見回して、人がいないことを確認している。

　……さて、それでは、そろそろネタバラシの時間に入ろうか。

　元もと木き智ち冬ふゆ……ヒイラギと呼ばれる女の残念すぎる欠点。

　──と言っても、これまでの様子で、すでに気づいた人は気づいたかもしれないな。

　まぁ、ようするにだ。このヒイラギって奴やつは……




「はぁぁぁぁぁ！　緊張したのぉぉぉ！　怖かったのぉぉぉぉぉ!!」




　とんでもない、人見知りなのである。

　パンパンに膨らんだ風船から空気が抜けるかの如ごとく、プシュ～と緊張感が失われたのか、自信満々で偉そうだった鋭い目は、一気に丸みを帯びた幼い目へと変化を遂げ、さっきまであれだけふんぞり返っていたくせに、今はその場にしゃがみ込んで膝を抱きかかえている。

「恐ろしい！　恐ろしいの！　知らない人が沢山いて怖いの！　お家うち、帰りたいの！」

　これが、ヒイラギの正体。外見や態度からプライドの高い奴やつに思われがちだが、そんなことはまるでない。情けなさの粋を極めた女だ。

「うぅ～！　あんな沢山の人の前で話したから、気持ちわるいのぉ～。死んじゃうのぉ～」

　もちろん、さっきまでの仰々しい口調も、全て噓うそっぱち。

　こっちの情けなく子供っぽい口調が、本来のヒイラギだ。

　性格は、超絶ビビり。

　初対面の相手とはまともに会話ができず、傍に寄られただけで逃げ出す。

　そのくせ、一人でいるのを極端に嫌がる筋金入りの寂しがり屋という、非常に面倒な奴やつだ。

　では、なぜ先程の図書室でやけに偉そうな態度で、仰々しい口調になっていたかという話だが……、こいつの兄ちゃん曰いわくヒイラギは、『意地でも頑張らなきゃいけない時』のみ、自分を鼓舞するためにあんな態度になるらしい。

　ああ、一応誤解のないように伝えておくと、別にヒイラギはこのことを隠してねぇからな。

　というか、自分の本性を隠し通せるようなスペックは、この女には備わっていない。

「はぁ～！　やっぱり、この姿勢が落ち着くの～！」

　膝を抱きかかえ、ゆらゆらと前後に体を揺らしながら、満足気な様子のヒイラギ。

　グラマラスな胸が、ムニュッと圧迫されているので視線に困る。

　少しは、自分がスタイルのいい大人びた外見だと、自覚してほしいものだ。

「ジョーロ、久しぶりなの！　私を覚えててくれて、ありがとなのっ！」

　張り詰めた厳格な表情から打って変わり、無む垢くな笑顔をこっちに向けてきた。可愛かわいい。

　ほんと、外見はいいんだよな。

　中身は、どこぞの野球部マネージャーを凌りよう駕がする勢いでへっぽこだけど。

「そりゃ、てめぇみてぇな奴やつを忘れろってほうが無理だ。まぁ……久しぶりだな」

「うん！　いつもの転校はやだったけど、今回はジョーロがいるってお兄ちゃんから聞いてたから、とっても楽しみだったの！　ここは、ステキな学校なの！」

　ちなみに、なぜ人見知りのヒイラギが、俺に対してはこんなにも砕けた態度で接してくるかという理由だが……、こいつと初めて出会った今年の地区大会の決勝戦にある。

　あの時、ひまわりとコスモスから逃げ切るために、こいつの兄ちゃんがやっている焼鳥屋の屋台に匿かくまってもらったわけだが、その際に俺は走りすぎてスタミナ切れを起こしていた。

　おかげで、それはもう無様な姿で地面にぶっ倒れていたのだ。

　その様子を見たヒイラギは、俺を『怖くない人』と判断したらしい。

　以来、なんかめっちゃ懐なつかれた。んで、その結果こいつの兄ちゃんに、ヒイラギの人見知り改善のための売り歩きを手伝わされることになったわけだ。

　ちなみに、その成果だが……、俺がホースとの勝負に勝つために髪留めを届けてほしいと頼んだら、『人が沢山いる所に行くなんて怖いの！　死んじゃうの！』と、すっぱり断りやがったことから察していただけると幸いだ。

「本当は転校してすぐ……、朝には会いに行ったの！　でも、ジョーロはいつも誰かと一緒にいて、話しかけたくてもずっと話しかけられなかったの！　とってもさびしかったの！」

「そりゃ、残念だったな」

「でも、放課後になってもう心細さが限界になったから、一生懸命ジョーロを見つけ出して、あんなに人がいたのに話しかけたの！　私、頑張ったの！」

　膝を抱きかかえたまま、器用にチョコチョコと歩き傍へやって来た。そのまま、まるでじゃれてくる猫のように足へ頭をすりつけてくるヒイラギ。多分、褒めてほしいのだろう。

「ああ、偉い偉い。頑張った」

　要望に従って頭を撫なでると、思った以上に髪の毛がサラサラで、撫なでている俺も心地がいい。

　これ、結構……っていうか、かなり恥ずかしいんだが……、

「ふふぅ～ん！　もっと褒めるのぉ～！」

　ヒイラギって、そういうのをあんまり気にしないんだよな……。

　すんげぇ嬉うれしそうに笑ってるよ。

「ツバキがいる前で醜態はさらせないから、当然なの！」

　これでもかってぐらい、さらしてたよ？

「そういやよ、なんでヒイラギは、あんなにツバキとの勝負に──」

「聖戦なの！」

「……なんで、ツバキとの聖戦にこだわるんだ？」

　そして、なんで聖戦という呼び方にこだわるんだ？

「ジョーロは気づいてないと思うけど、実は私とツバキには、並々ならぬ因縁があるの……」

「ま、まじかよ……」

　気づかれていないと思っていたのか……。

「ツバキとヒイラギ……、串カツと焼鳥という相反する家に生まれた二人。串カッツァーと鳥スタン……、争いを強きよう要ようし、憎しみを供きよう用ようし、狂きよう妖ようの運命さだめに翻弄されし二人……」

『きょうよう』、多し。

「二人はかつて、それはそれは仲良しこよしだったの……。家族ぐるみの付き合いだったの」

　え？　そうなの？　てっきり、昔から家の都合か何かで仲が悪いと思ってたけど、そうじゃなかったのか。でも、ツバキはハッキリと『嫌い』って言ってたよな？

「お互い転校は多かったけど、不思議な縁があっていつも一緒。昔は、ツバキと一緒にいない日のほうが少ないくらいだったの。ツバキと過ごす時間は、とっても楽しかったの」

「そっか。仲良かったんだな」

　今の様子を見ていると、信じられんが……。

「そうなの！　よく比べられることがあって困ったけど、とっても仲良し！　私、ツバキのことなら誰よりも詳しい自信があるの！」

　すっげぇ幸せそうに笑ってるな。

　多分、ヒイラギにとって、ツバキと過ごしていた時間は宝物のようなものなのだろう。

「昔からツバキはしっかり者で、みんなが困っている時は率先して助けに行く頼りになる子だったの！　普通の女の子の私とは大違いの、特別な女の子だったの！　そんなツバキの傍にいるだけで、私も誇らしくて、……すごく幸せな時間だったの！」

　普通の女の子？　誰が？

「でも、そんな幸せな時間は、長くは続かなかった……」

　前置き長いよ。

「あれは私が中学生になって少し経たった時……、突然ツバキから『もう君とボクは友とも達だちじゃないかな』って言われたの……。それから、ツバキは私と一緒にいてくれなくなったの」

「それ、何か理由があるんじゃねぇか？」

　っていうか、ぜってぇあるだろ。ツバキが、いきなりそんなことするはずねぇし。

　が、ヒイラギ本人は分かっていないのだろう。フルフルと首を横に振っている。

「理由は、まるで分からないの……。宿題を忘れた時はツバキのノートを盗んで写したり、ツバキが楽しみに取っておいたショートケーキのイチゴを食べたり、ツバキが『今度観みるかな』ってワクワクしていた昔の映画……『シックス・センス』と『ファイト・クラブ』のオチを教えたりして、楽しく仲良く二人で過ごしていたはずなのに、どうして!?……　うぅぅっ！」

　分かれや。

『シックス・センス』と『ファイト・クラブ』のオチを言うとか……大罪に値するぞ、それ。

「一応聞くが……、それ以外にツバキと楽しく過ごしてたことはあったか？」

「それ以外だと、いっぱい相談に乗ってもらってたの。特に、中学生からは『最近、胸が大きくなってきて邪魔。ツバキが羨ましい』って……」

　それだな。それがベストオブ原因だわ。

　まさか無自覚に、ツバキの唯一にして無二の欠点をついているとは……。

「で、ツバキに嫌われたから、てめぇも嫌いになって聖戦とやらをするようになったと？」

「違うの！　私は、今でもツバキがとってもとっても大好きなの！　優しいツバキ、しっかり者のツバキ、何でもできるツバキ。とっても大事な人だから……」

　ヒイラギが、キッと力強い決意を宿した瞳で俺を見つめた。

「ツバキとまたお友とも達だちになるために、ツバキに勝つの！　聖戦で勝ったら、相手に何でも命令できる！　だから、ツバキに勝ってお願いするの！　『また私の友とも達だちになってほしい』って！」

　それでヒイラギは、何度負けてもツバキに挑み続けていたのか。

　ツバキともう一度友とも達だちに戻りたいっていう純粋な──

「そうすれば、また私はツバキに甘やかしてもらって、楽しい学園生活が過ごせるの！」

　ただの寄生女である。

　俺も他人のことをとやかく言えないが、ヒイラギも大分ひどい。

「だから、ジョーロ。私に協力してほしいの！　今回の聖戦は、初めての団体戦！　ジョーロが一緒に戦ってくれるのはとっても嬉うれしいけど、まだまだ人手不足なの！」

「ああ、その件なら安心しろ。ちゃんと手伝うつもりだ」

　主に、俺の王者の青春ジュブナイルのためにな。

　クックック……、ひまわり達たちは知らないだろう。

　ヒイラギはへっぽこ極まりないが、作る焼鳥だけはとんでもねぇんだぜ。

　以前に食った時……あれは、ツバキの串カツに匹敵するかそれ以上の美う味まさだった。

　つまり、屋台勝負であれば、まだかろうじて、勝利の糸は繫つながっているのだ。

「頼もしい限りなの！　じゃあ、明日から早速メンバー集めなの！」

「だな」

　相手は、しっかり者でハイスペックなツバキに加えて、コスモス、ひまわり、あすなろという豪華メンバーを加えた圧倒的布陣。

　対してこっちは、焼鳥作りは達人級だが超絶人見知りと、ただのド変態の二人だ。

　このままでは、どう足あ搔がいても勝ち目はない。

「それでね、実は声をかければ、すぐに屋台に参加してくれる頼もしい子がいるの！」

　なぜだろう？　ウキウキしてるヒイラギを見ていると、不安しか募らない。

「……それ、俺じゃねぇよな？」

「違うの！　今日できたお友とも達だちなの！　同じクラスで、隣の席に座ってる子なの！」

「は!?　そんな奴やつがいるのかよ！」

　まじかよ！　それ、こいつの兄ちゃんに伝えてやれば、メチャクチャ喜ぶんじゃねぇか？

　ヒイラギに友とも達だちができねぇことを気にしていたからこそ、人見知りを治したかったわけだし。

「ちなみに、それって誰だ？」

「うん！　私のお友とも達だちはね……」

　できれば、頼もしい奴やつだと助かるのだが……




「三さん色しよく院いん菫すみれ子こちゃんっていうの！」




　この子、何言ってんの？

「さ、三さん色しよく院いん……菫すみれ子こですと？」

「とっても優しくて、明るい、積極的な子なの！」

　とっても厳しくて、暗い、消極的な子なの！

　いや……、まさかねぇ～？　そんなはずないよねぇ～？

　きっと、人違いとか、同姓同名の誰かさんに違いない。

「えーっと、その、三さん色しよく院いん菫すみれ子こ……さんとやらは、普段は何をされていらっしゃる方で？」

「何言ってるの？　さっき図書室にいた、三つ編み眼鏡の三さん色しよく院いん菫すみれ子こちゃんなの！」

　できれば、違っていてほしかったよ！

「あんなに私と仲良く話して、一緒に屋台をやりたいアピールをしてたのに、気づかないなんて、ジョーロはまだまだ未熟者なの！」

　どこだ!?　どこからツッコめばいい!?

「……い、一応聞くんだがな、どうやって仲良くなったんだ？」

「授業中に、私がうっかり消しゴムを落としたら……」

　そのパターンかよ！　まぁ、定番っちゃ定番で──

「拾ってくれようとしてくれたの！　自分で拾っちゃったけど！」

　せめて、拾ってもらってから、友情を語ってほしいものである。

「さっきの図書室での様子も見たでしょ？　もう間違いなく、私と菫すみれ子こちゃんは大親友……ううん、大親友一歩先なの！」

　出会って即座に、とんでもねぇところに行っちまってるじゃねぇか。

　図書室の様子をどう見たら、そうなるんだっつーの。

　態度の違いを怪しまれて、微妙なリアクションをされてただろうが。

「いや、てめぇは図書室でパンジーとロクに会話をしてなかったような……」

「ちっちっち。ジョーロは、菫すみれ子こちゃんのことをまだまだ分かってないの！」

　少なくとも、君よりは分かってる自信があるよ？

「仕方がないから、あの時の会話の本当の意味を教えてあげるの！」

　帰っていい？　これ以上聞いても、無駄な気しかしないから。

　ダメだね。ムンズって制服をつかまれてるね。

「ヒイラギシアター開幕なの！　ちゃっちゃちゃーん！」

　ついでに、なんかよく分からん一人二役のヒイラギシアター劇場が始まるっぽいね。

「菫すみれ子こちゃん、嫌な気持ちにさせちゃって、ごめんなさいなの……」

「ちゃんと謝ってくれたから平気だよ、ヒイラギちゃん☆　次からは気をつけよう☆」

「分かったの。ちゃんと気をつけるの！」

「はぁ……☆　ヒイラギちゃんと、全然お話ができてないなぁ☆　菫すみれ子こ、しょんぼりん☆」

「あれ？　どうしたの、菫すみれ子こちゃん？」

「な、なんでもないよ☆　こ、今度、またゆっくりお話しようね☆」

「分かったの！　私もとってもとっても楽しみにしてるの！」

　以上。ヒイラギの、ヒイラギによる、ヒイラギのためのパンジーとの会話（改変版）です。

　なんでパンジーの発言には、全部『☆』がついてるの？

　あいつ、そんなハッピーに満みち溢あふれたキャラじゃないよ？　ジョーロ、しょんぼりん☆

「──って感じの会話だったの！　ね？　とっても仲良しだって分かった？」

　言葉のとらえ方って、本当に人それぞれなんだなって分かった。

「もう、嬉うれしくて嬉うれしくて……、その場でハシャいじゃいそうだったから、手をギュッと握り締めて我慢したの！」

　あれ、喜んでたんだ……。

「はぁ～！　本当にこの学校に転校できてよかったの！　ツバキもいて、ジョーロもいて、菫すみれ子こちゃんもいて……、とってもとっても……、世界で一番ステキな学校なの！」

　どうしよう……。ヒイラギは、もはや天に召されかねん勢いで、幸せそうな笑顔を浮かべているが、万に一つも、パンジーがヒイラギのことを友人と思っている可能性はない。

　なんせあいつは、友とも達だちのことはアダ名で呼ぶ。

　だが、ヒイラギのことは、『元もと木きさん』と呼んでいた。

　それはつまり、ヒイラギを友人だとは思っていないということだ。

「いや、ヒイラギ……。パンジーはやめておこうぜ。他にも頼りになる奴やつは……」

「菫すみれ子こちゃんより、頼りになる子なんていないの！」

　そうかもしれないけどね、あのツバキですら、パンジーの勧誘に失敗してるわけよ。

　それを、俺と君がどうにかできるとお思いで？

「菫すみれ子こちゃんは、広い視野で物事を見て行動ができるすごい子なの！　だから、一緒に屋台をやってもらえれば、私わたし達たちが気づかない細かい問題にも気づいて、解決に導いてくれるの！」

　友情については勘違い成分１００％のくせに、能力については無駄に的確な指摘をしてくるところがなんか腹立つ。

「いい、ジョーロ？　聖戦では、ほんの少しのミスが命取りになるの！　ツバキは、完かん璧ぺき超ちよう人じん！　絶対にミスをしない女！　対して、私はミスだらけ！」

　自分で言ってて悲しくならない？

「だから、私わたし達たちが勝つためには、そんなツバキに匹敵する、完かん璧ぺきな菫すみれ子こちゃんが必要なの！」

　なぜ、ここだけは反論の余地を与えてくれないのだろう？

　……そうなんだよなぁ。ただでさえ、俺おれ達たちの状況は最悪一歩手前。

　ここからは、一つのミスも許されないような状況だ。

　……が、ヒイラギは言わずもがな、俺も色々とミスをやらかすタイプ。

　だから、物事の先を見通してトラブルを未然に防ぐことができるパンジーは、いるにこしたことはない……っていうか、絶対に必要だ。

「そうだな……。パンジーを、メンバーに加えるか……」

「分かってくれて嬉うれしいの！」

　いや、本当は最初から分かってたんだよ……。

　図書室メンバーの中で、最強無敵のスペックを持つ女……ツバキ。

　正直、学内の人気者であるひまわりやコスモス……サンちゃんですら、ツバキと真正面から一対一の勝負をしたら、余程の得意分野でもない限り、恐らく勝てないだろう。

　そんなツバキに、唯一勝てる可能性があるのは……パンジーだけだ。

　つまり、俺おれ達たちがツバキに勝つためには、パンジーの加入は必須事項。

　夏休み中、激務の図書室で受付をやり続けていたからか、人をさばくのはやけにうまいし、もしも本気を出せばビジュアル的にも無敵。

　ただ、勧誘難易度がなぁ～。

　ツバキが断られたのに、俺とヒイラギが何とかできるとはとても思えねぇ……。

　けど、それをやらなきゃ勝てないってんなら、やるしかねぇか……。

「ジョーロ、そんなに心配そうな顔をしなくても大丈夫なの！　私が誘えば、菫すみれ子こちゃんはすぐに首を縦に振ってくれるの！」

「その心は？」

「だって、菫すみれ子こちゃんは、ツバキに誘われても断ってたの！　あれは、私に誘ってもらうのを待っていたからに違いないの！　ちゃんと分かってるから安心するの、菫すみれ子こちゃん！」

　パンジー、何も分かってないアホが明日てめぇのとこに行くから、不安に思っとけ。

　多分、めんどくさいことになるぞ。……もれなく、俺も巻き込まれて。

「菫すみれ子こちゃんとジョーロと一緒に、今度こそツバキに勝ってみせるの！　私わたし達たちの仲良しウルトラダイナミック友情パワーで、ギッタンギッタンのバッキョンバッキョンにしてやるの！」

　このままだと、ギッタンギッタンのバッキョンバッキョンになるのは確実に俺おれ達たちだな……。

　しかも、パンジー以外にも頼れるメンバーを集めなきゃなんねぇし。

　はぁ……。もういっそ、パンジーを誘うのはヒイラギに……

「きっと菫すみれ子こちゃんは、明日私に誘われたら目を丸くして『嬉うれしい☆　ありがとう、ヒイラギちゃん☆』って言ってくれるに違いないの！　とってもとっても楽しみなの！」

　任せられないな。

　……俺の王者の青春ジュブナイルへの道のりは、随分と険しそうだ……。







[image: 第二章　俺は全て上手くいった……はずだった……]
















「おっはよぉ、ジョーロ！」

「いってぇ！」

「ジョーロ！　朝の挨拶は『いってぇ！』じゃなくて、『おはよう』だよ！」

　朝、問答無用で背中に走る衝撃に悲鳴をあげると、飛んでくるクレーム。

　顔を見ずとも犯人の断定は容易。こんなことをする奴やつなんて一人しかいない。

「ひまわり！　朝っぱらから俺の背中を叩たたくんじゃねぇって、何度も何度も……っていうか、昨日も言っただろが！」

「うん！　言ってたね！　わたし、ちゃんと覚えてるよ！　どう？　偉いでしょ？」

「偉くねぇよ！　覚えてんなら、やるんじゃねぇ！」

「やぁだよ！　わたしの朝に、ジョーロのドーンは欠かせないの！」

　そっちは楽しいかもしれねぇがな、こっちは背中に多大なダメージを負ってるんだ！

　ええい、もう我慢の限界だ！　今日こそはガツンと……おっほぉ。

「今日も一緒にがっこーだねっ！　ほら、はやくはやく！」

　もう、この子ったら、上機嫌に俺の腕に抱きついてきちゃって……。

　仕方がない。今日だけは、この素敵な感触に免じて特別に許してやるか。

　まじ、ほんと、今日だけね。

「ねね、ジョーロ！　体育祭、がんばってゆーしょーしようねっ！」

　ツバキとヒイラギの聖戦というイベントがあるとはいえ、体育祭のメインは体育祭。

　各クラスが赤と白の組に分かれ得点を競い合う、一大イベントだ。

　俺おれ達たちのクラスは赤組で、パンジー、コスモスのクラスは白組。

　サンちゃん、ひまわりというモンスターを有するうちのクラスだが、個人が出られる種目数には限りがあるので、結果がどうなるかはやってみないと分からない。

「ああ。つっても、俺はそこまで戦力になれないと思うが……」

　ちなみに俺の出場種目は、二人三脚と借り物競走。うち、前半の二人三脚のペアはあすなろ。

　そうなるまでの経緯は……、思い出すと疲れるからやめておこう。とにかく、そうなった。

　そして、ひまわりの出場種目は、パン食い競走と玉入れだ。

　本当は、得点配分の多いクラス対抗リレーに出てもらうはずだったのだが、『クリームパンが食べたい！』とパン食い競走を本人が熱望したためそうなった。

　ひまわりに甘いのが、うちのクラスの特徴である。

「ジョーロなら、だいじょぶ！　だって、わたしがおーえんしてるもん！」

「……そっか。俺もひまわりを応援してるよ」

「やったぁ！　じゃ、わたしもだいじょぶだね！」

　嬉うれしそうな顔で笑って……。根拠はどこだっつーの。

「……あ、そだ！　あとね、わたしね、きのー、みんなに作戦を伝えたんだよ！」

「作戦？　なんのだ？」

「屋台！　もう、わたし達たちの勝利はばんせきだよ！」

　磐ばん石じやくな。『磐ばん』という、ひまわり的に、難易度の高い漢字が読めたところは評価しよう。

　だが、体育祭では同じ赤組であるとはいえ、屋台ではヒイラギチームで敵の俺にそれを伝えようとしてしまうのは、非常によろしくないと思う。

「……ちなみに、どんな作戦なんだ？」

　ま、もちろん遠慮はしませんけど。早速、情報収集といかせてもらおうじゃないか。

「がんばるの！」

「……ふむ。それで？」

「がんばるの！」

　なるほど、ゴリ押しと。

「ひまわりらしい、いい作戦だな……」

「でしょ～？　コスモスさんにも、『ひまわりさんの作戦は完かん璧ぺきだけど、念のため他にも考えておくよ』って褒めてもらえたんだ！」

　真の作戦は、コスモスが考案中か。……恐ろしいことだ。

「ちなみに、ひまわり達たちのこれからの予定はどうなってるんだ？」

「んっとねー、今日はみんなの役割分担を決めたり、色々な串カツを食べて、何を屋台で出すか決めるししょく会をやるの！　すっごい楽しみ！」

　つまり、ツバキ達たちはこれ以上メンバーを増やす予定はないということか。

　…………チャ～ンス。

　クックック……。どうやら、ツバキ達たちは気づいていないようだな。

　実はいるんだよなぁ～！　コスモスやひまわりを凌りよう駕がする人気者達たちが、うちの学校にはな！

　この様子なら、メンバーの奪い合いが起きる心配はなさそうだし、あの人達をこっち側に引き入れられれば、俺の王者の青春ジュブナイルは……うへへへ……。

「ジョーロ、なんか変！　その顔してる時のジョーロ、いつもひどい目にあうよ！」

「バッ！　んなわけねぇだろが！　大体、ひどい目にあう顔ってなんだよ！」

「とにかくそういう顔なの！」

　なんか否定しきれない自分が悲しい！　……だが、分かっているさ。

　確かに俺は今まで、調子に乗って油断すると、後で手痛いしっぺ返しをお見舞いされてきた。

　だが、いつまで経たっても成長しない俺ではない！

　今回は、一切の油断なく、真剣に大いなる青春ジュブナイルを目指している！

　これだけ誠せい実じつにして性せい実じつな想おもいだ。

　神様もたまには俺に優しくなって、希望を叶かなえてくれるに違いない！

　無論、そのための努力を惜しむつもりもないしな！　……唯一の問題は、その努力の中に『パンジーをメンバーに加える』が必須条件として、存在していることだけど……。

　あいつ、どうやったら説得できるかな？　そう簡単にはいかねぇだろうし……

「ジョーロ、今度はむずかしいお顔になってる！　どーしたの？」

「ちょっと考え事をしててな」

「なに考えてるの？　わたしも知りたい！　教えて！」

　……さて、どうしたものか？

　できれば隠したいんだが、ひまわりって俺の噓うそを平然と見抜いちゃうんだよなぁ。

　となると……、

「まぁ、あれだ。ヒイラギの件だよ」

　真実を真実で覆い隠して伝えるのが、ベストな手段だろう。

　これも、俺が頭を抱えている悩みの一つであることには変わりはないし。

「ヒイラギちゃん？」

「あいつ、昨日転校してきたばかりで、友とも達だちがいねぇみてぇだからさ」

　本人的には、大親友一歩先の人がいるみたいなんだけどね……。

「じゃ、わたし、ヒイラギちゃんとお友とも達だちになる！　そしたら、さみしくないよ！」

「あ、ああ……。頼むぜ、ひまわり」

　あの超絶人見知りは、いきなり話しかけられたら、即座に逃げ出しそうだけどな。

「よぉ～し！　なら、さっそくお友とも達だちになるね！」

「助かるよ。……学校に行ったら、よろしくな」

「う？　どーして、学校に行ってからじゃなきゃダメなの？」

　あれ？　俺、変な頼み方をしたか？

「いや、だってよ、そうじゃなきゃヒイラギに会えねぇだろ？」

　それとも、テレパシーでも飛ばす能力がひまわりには備わっているのか？

　んなもんがあったら、パンジー越えのエスパー能力だぞ。

「あははは！　ジョーロ、おバカだね！　ヒイラギちゃんなら、すぐ後ろにいるじゃん！」

「……へ？　後ろに……うわぉ……」

　ほんとだ……。……いる。……いやがる！

　ひまわりが指し示した、五メートルほど後ろの電信柱。

　そこから顔だけを出して涙目で俺を見つめる怪しげな女……、間違いなくヒイラギだ。

「な、なんで……、あいつがここに？」

「きっと、ジョーロに会いにきたんだよ！　さみしかったんだよ！」

　まじでか!?　つまり、あいつは一人でいるのが寂しくて、わざわざ朝っぱら……学校に行く前に俺を訪ねてきたってことかよ！　なら、素直に話しかけてくれれば……って、ダメか。

　あの超絶人見知りが、話したことのない相手──ひまわりがいる状況で、話しかけられるはずがない。できることといえば……、寂しそうにこっちを見ることぐらいだろう。

「どうしたもんかね……」

　パッと見は大人びた外見のくせに、すっげぇ情けない格好で電信柱から顔を出してるから、アンバランス感がすげぇな。

「簡単だよ！　ヒイラギちゃんも一緒に、がっこー行けばいいんだよ！」

　うん、その通りなんだけどね。それが難しいから困ってるんだ。

「じゃ、わたし、呼んでくるね！」

「あ！　ちょっと待て、ひまわり！」

　いかん！　いくら、ひまわりが天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で近づいてもヒイラギには……

「ヒイラギちゃーん、おは──」

「……ひっ！　なんで、こっちに来るのぉぉぉぉ!!　怖いのぉぉぉぉ!!」

「ふぇ!?」

　こうなると思ったよ！

　ヒイラギの奴やつ、ひまわりが近づいた瞬間、とんでもねぇ悲鳴をあげて逃げやがった！

「な、なんでぇ……？」

　取り残されたひまわりは、ただただ呆ぼう然ぜんとするばかり。

　理解不能に陥った時の顔とは、まさにこれなのだろう。

　そのまま目に涙を滲にじませて、体をプルプルと震わせた後……

「ひどい！　ヒイラギちゃん、ひどい！　ひどいひどいひどい!!」

　大変ご立腹なようで、その場で地団駄を踏み始めた。

「うぉ！　お、落ち着けひまわり！」

　あぁ……、今年の地区大会の決勝戦の時の、売り歩きを思い出すぜ……。

　お客さんに声をかけられるたびに、何か余計なことを言っては逃げ出していくヒイラギ。

　取り残された俺が、怒ったお客さんをなだめるのにどれだけ苦労したことか……。

「わたし、こわくないもん！　なにもしないもん！」

「分かってる！　分かってるから！　ほら、それよりも早く学校に行こうぜ？」

「ジョーロ！　体育祭、絶対に……絶対にヒイラギちゃんにだけは負けないもん！　わたし、もう、すっごぉぉぉくがんばっちゃうんだから！」

　朝のヒイラギの成果：ひまわり（敵）のもう、すっごぉぉぉく強化。

　朝っぱらから、前途多難な未来しか見えねぇ……。
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　ひまわりと校門で別れ、体育館裏へと向かうとそこには先客が一人。

　巨大な楓かえでの木……『ナリツキ』に背中を預けて、胸を撫なで下おろしているヒイラギがいる。

「はぁ～！　怖かったの～！　でも、ここまで来ればもう安心なの！」

　そのまま、ズズズと背中をすりながら膝を抱きかかえて着座。

　相変わらず、自分のスタイルの良さを理解していない、悩殺ポーズである。

「おい、ヒイラギ」

「あっ！　ジョーロ！　おはようなの！」

　パッと、明るい無む垢くな笑顔を披露してくれるのは可愛かわいらしい。

　が、やったことがひどすぎてなんとも思えない。

「今日は、朝からジョーロがいてくれて嬉うれしいの！　一緒に作戦会議なの！　早く早く！」

　ポンポンと地面を叩たたく手て馴なれた動き。

　本当なら、俺かこいつのクラスで合流したかったのだが、教室なんて人が大勢いるところでこの人見知りがまともに機能するはずがないので、ほぼ間違いなく人が来ない体育館裏に集合せざるを得なかった。せめて、椅子に座って作戦会議をしたかったな……。

「作戦会議の前に、……一ついいか？」

「なーに？」

「朝のアレは……、なんだ？　なぜ、てめぇはあんな所にいた？」

「ジョーロと一緒にがっこーに行こうとしたの！　そしたら、知らない子が一緒にいたの！」

　昨日、ひまわりとは図書室で会っているわけだが、覚える余裕すらなかったか……。

　……嘆かわしい。

「いや、だから一緒に行こうとしたじゃねぇか……。ひまわり、てめぇを誘ってたんだぞ？」

「で、でも、怖かったの！　あんな突然話しかけられたら、ビックリするの！」

　いきなり逃げ出されたほうが、遥はるかにビックリするわ。

「その点、菫すみれ子こちゃんは優しいの！　私が脅おびえないように、声をかけないで行動だけで友情を示してくれて、とってもとっても嬉うれしかったの！」

　真相は、ただ必要以上に会話をしない子ってだけだよ？

「菫すみれ子こちゃんは、本当に素敵な子なの！　明るくて元気なところはもちろんだけど、とってもしっかり者なの！　授業の準備もすぐに整えて手て際ぎわもいいし、周りをしっかりと見て、細かいことにもちゃんと気づいてくれるの！　きっと、一緒にお店を出したら、レジ回りで大活躍してくれること間違いなしなの！　だから、急いで菫すみれ子こちゃんをメンバーに加えないと！」

　なぜ、友情面では盛大に勘違いしてるくせに、能力面は見事に的中させることができる？

「……で、どうやってパンジーをメンバーに加えるつもりだよ？」

「もちろん、昨日も言った通り私が声をかけるの！　そしたら、すぐなの！」

　その自信は、いったいどこから来てるのやら……。

「いつ声をかけるんだ？」

「今から教室に行って声をかけるの！　善は急げなの！」

「へ？　ヒイラギが？　パンジーに、ここに来てもらうんじゃなくて？」

　この人見知りが、人が大勢いる教室で声をかける……だと？

「もちろんなの！　わざわざこんな場所に来てもらうなんて、菫すみれ子こちゃんに悪いの！」

　その気遣い、どうして俺にはできないの？

　だけど、案外ちゃんと自分で頑張るつもりがあるんだな……。

　成功するかどうかは置いておくとして、その心意気だけは評価しよう。

「というわけで、ジョーロにお願いがあるの！」

　分かってるよ。どうせ、俺にロクでもないサポートを依頼するんだろ？

　仕方ねぇな。本人に頑張る気があるなら、少しぐらいなら無茶な要望でも──

「教室の生徒を、片っ端から蹴散らしてきてなの！」

「できるわけねぇだろ！　無茶の許容範囲を平然と突破してんじゃねぇよ！」

　なんなの、こいつ!?

　それだったら、ここにパンジーをつれてきてのほうが遥はるかにマシだ！

「うぇぇぇぇ!?　じゃ、じゃあ、私はどうやって菫すみれ子こちゃんを誘えばいいの!?」

「なんで、選択肢が『蹴散らす』オンリーなんだよ！　同じクラスで隣の席なんだから、いくらでも自分から話しかけられるチャンスはあるだろが！　そこで、何とかしろ！」

「それなら、せめて……せめて話しかける時は、ジョーロも一緒にいてほしいの！」

「いきなり、足に抱きついてくんじゃねぇ！　さっさと離れ……なくていいぞぉ～」

　おおう……。この無自覚ダイナマイトバディめ……。やってくれるじゃねぇか！

「ジョーロ……一緒に来てほしいのぉ……。一人は寂しいのぉ……」

『怖い』より先に、『寂しい』か。

　ほんと、人見知り以上に、筋金入りの寂しがり屋だよな、ヒイラギって。

「……分かったよ」

　ぶっちゃけ、最初からそのつもりだったし。

「ありがとうなの！　恩を着るの！」

　恩に着ろや。

「あー、それとヒイラギ。確認なんだが、パンジー以外の奴やつも屋台に誘って問題ねぇよな？　まさか、俺おれ達たち三人だけでツバキに挑むなんてことは……」

「しないの！　もっと沢山のメンバーを集めて、ツバキに勝つの！　ジョーロが信用して連れてきてくれた人なら、私も信じられるから大丈夫なの！」

　よし。この言げん質ちが取れたのはでかいぞ。俺が必死こいてメンバーを集めた後、ヒイラギが無理だと駄々をこねても、これで言いくるめることができそうだ。

「なら、まずは他のメンバーを誘ってから、パンジーのところに行くか。えーっと……、多分二時間目か、三時間目の後の休み時間くらいに……」

　その間に、どうにかパンジーを誘うための作戦を練らねぇとな。

「うぇぇぇ！　どうして菫すみれ子こちゃんを後回しにするの!?　ひどいの！　かわいそうなの！」

「ほ、ほら……、パンジーは、ヒイラギが誘えば絶対にメンバーに加わってくれるだろ？」

「当然なの！　あとは、私と菫すみれ子こちゃんが話せる状況さえ整えばすぐなの！」

　なら、自分でその状況を整えろと言いたくて仕方がない。

「だったら、慌てて誘わなくてもいいじゃねぇか。それよりも、他のメンバーを──」

「もう、本当はすぐにでも私を誘いたいくせに、素直じゃないんだから」

「うっせぇな。パンジーをメンバーに加えるには、色々と作戦を練る必要があるんだ」

「普通に誘えば大丈夫よ」

「んなわけねぇだろ。相手はあのパンジーだぞ？」

「そんなに警戒されてしまうと、悲しいわ……」

　どんだけションボリした態度でこっちを見たって、意見は変えねぇからな。

　パンジーを誘うには……ん？　んんん!?

「……って、パンジィィィィ!?」

「ええ、そうよ」

「な、なんで、てめぇがここに……？」

　あまりにも自然に、会話に紛れ込んでくるから、普通に反応しちまったじゃねぇか！

「日課のストーキングを嗜たしなんでいたら、偶然通りかかったの」

　それ、偶然に分類されるの？

　てか、それなら今までの会話は全部パンジーに……

「ええ。バッチリ聞いていたわよ。……昨日の屋上から」

「予想以上に筒抜けだったよ！」

「もう、そんなに大きな声を出さないでちょうだい。菫すみれ子こ、しょんぼりん☆」

　そのハッピー仕様は虫むし唾ずが走るから、今すぐやめろ。

「あ！　す、す、すみ……れこちゃん！」

「おはよう。元もと木きさん」

「お、お、おは……よ……なの……」

「やっぱり貴女あなたは、ツバキがいる時といない時で態度が変わるのね。理解したわ」

　大慌てで立ち上がりアタフタするヒイラギを、冷静に分析するパンジー。

　こうして二人の様子を見ていると、案外相性は悪くないようにも思える。

「それで元もと木きさん。貴女あなたは、私に話があるのではないかしら？」

「そ、そう！　そう、なの！」

　幸か不幸か、ヒイラギがパンジーと話せる状況は整ったわけだが、大丈夫か？

　ヒイラギ、ロボットみてぇにカクカク頭を頷うなずかせてるけど……。

「あのね、菫すみれ子こちゃん……、一緒に屋台……、やってほしいの……」

　おお！　たどたどしくはあるが、本当にちゃんと誘いやがった！

「どうして、私に屋台に参加してほしいのかしら？」

「え、えっと……、私、ツバキに勝ちたいの。すっごくすっごく勝ちたいの。でも、一人じゃ勝てないから、頼りになる菫すみれ子こちゃんの力を…………貸してほしいの！」

「……そう」

　精一杯、自分の気持ちを伝えたヒイラギに対して、淡白な反応なパンジー。

　それが不安だったのか、ヒイラギはキュッとスカートをつかみ、震えている。

「ダ、ダメ？」

　そんなビビんなくても大丈夫だよ、ヒイラギ。

　なんせパンジーは……

「ええ。いいわよ」

　って、返事をしにきてんだからな。

「ほ、ほんと？　菫すみれ子こちゃん、一緒にやってくれるの!?」

「もちろんよ」

　マジでビックリだよ。まさか、パンジーが力を貸してくれるとは……。

　ツバキの勧誘を断ってたから、てっきり無理だと思ってたのにな。

　……え？　なんでパンジーが加わってくれるって、分かってたかって？

　いや、ついちょっと前に本人が、『普通に誘えば大丈夫よ』って言ってたし……。

「わ！　わぁぁぁぁぁ！　ありがとうなの！　とってもとっても嬉うれしいの！」

「ただ、私、こういう経験はまるでないから、あまり戦力にはなれないかもしれないわ。だから、色々教えてくれると助かるのだけど、平気かしら？」

「もちろんなの！　私、ちゃんと教えられるの！　一緒に頑張るの、菫すみれ子こちゃん！」

「分かったわ。一緒に頑張りましょうね、元もと木きさん」

「うん！　やったの！　やったのぉぉぉぉぉ！」

　ちゃんと自分の力で誘えたのが、本当に嬉うれしかったんだろうな。

　パンジーの手を握って、ピョンピョンとはしゃいじまってるよ。

　案外、この成功が自信に変わって、こいつの人見知りも少しは──

「はぁ～！　すっごい頑張ったの！　とっても疲れちゃったの！　ジョーロ、私はバッチリ菫すみれ子こちゃんをメンバーに加えたから、あとのメンバーはよろしくなの！」

　ガムシロップにハチミツをぶちこんでこねくり回したぐらい、自分にあめぇな、おい！

「じゃ、私、ツバキに自慢してくるの！　菫すみれ子こちゃんを誘ってメンバーに加えたって！　きっと褒めてもらえるの！　とってもとっても楽しみなのぉ～！」

「あ！　おい、ヒイラギ！」

　なんか嬉うれしそうに駆け出していったが、大丈夫か？

　ツバキに褒めてもらおうとするのはいいのだが……、知らない奴やつが大勢いる他クラスに行くなんて、入った瞬間ヒイラギ死ぬんじゃね？

　つっても、もう姿が見えなくなったから手遅れか……。

　それなら、今はヒイラギじゃなくてパンジーのほうを気にするとしよう。

　さっきから私に構えと言わんばかりに、俺の制服をクイクイ引っ張ってきてるし……。

「パンジー。てめぇは、知らない人と関わるのは好きじゃねぇって昨日言ってたよな？」

「あまり好きではないけど、『できない』とは言っていないわ」

　仮にそうだとしても、こいつが自分のやりたくないことを率先してやるってのはなぁ～。

　正直、キナ臭い。何かロクでもないことを企くわだてている予感が……

「ジョーロ君。そうやって、すぐに私を疑うのはよくないと思うの」

「できることなら、俺も素直に信じたいのだが、てめぇの前科は少々かさんでいてな」

「過去は振り返らず、未来に向かって突き進むほうが素敵じゃない？」

「突き進んだ結果、そこが断崖絶壁だった場合、奈落の底に落ちてしまうと思わないか？」

「安心してちょうだい。貴方あなたはすでに奈落の底にいるから、もう落ちることはないわ」

「どういうことだよ!?　俺は、常に幸せを目指して邁まい進しんしとるわ！」

「仕方ないわね。なら、貴方あなたに最上級の幸せとして、私との婚約を──」

「幸せとは他人に与えられるものではなく、自分でつかむものだから結構だ」

　キュッと俺の両手を握り締めてきたので、ペシッと振り払う。

　ちょっと油断すると、あっという間に自分にとって都合のいい方向へ持っていこうとするから、パンジーは恐ろしい。ほんと、いったいなんでこいつは屋台の手伝いを……

「少しだけ……、元もと木きさんを放っておけない理由があったのよ」

「は？　てめぇがヒイラギを？」

「ええ。私が元もと木きさんをよ」

　なんだそりゃ？　普段は、友とも達だち以外にはまるで興味を持たないくせに……。

「だから、一生懸命頑張らせてもらうわ。ジョーロ君も一緒に頑張りましょうね」

「お、おう……」

　パンジーのこういう時の優しい笑顔は、マジで卑ひ怯きようだ。

　問答無用で、俺のやる気を最高値に引き上げやがるんだよ……。
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「ちなみに、ジョーロ君。残りのメンバーだけど、……あの人達を誘うつもりよね？」

　さすがパンジー。そこまでお見通しか。

「ああ。その予定だよ」

「私も手伝ったほうがいいかしら？　みんなは無理だけど、少しだけなら……」

「いや、俺が誘うから大丈夫だ。パンジーは、昨日コスモス会長がくれた模擬店の申込用紙に必要事項を書いといてほしい。俺とかヒイラギだと、書き漏らしをしそうだからよ」

「分かったわ」

　ついでに、ヒイラギの面倒も見といてくれって意図もあるんだけどな。

　俺かパンジーがそばにいないと、トイレに一人でこもってすすり泣いてそうだし……。

「ジョーロ君、念のため忠告しておくけど、あの人ひと達たちを誘おうとしているってツバキに気づかれないようにしてね。もし気づかれたら、奪い合いが起きると思うわ」

　そうだな。俺が誘おうとしている連中は、そのぐらいの力を持った連中だ。

「ああ、分かってるよ。……んじゃ、そろそろ戻るか」

「ええ、そうしましょ」

　その後、パンジーと一緒に校舎へと向かったら、体育館裏から十歩ほど歩いて角を曲がったところにある茂みに、ガクガクと震えながら隠れるヒイラギを発見した。

「ジョォ～ロ～、菫すみれ子こちゃぁ～ん、怖いのぉ～。人が沢山いて、学校に入れないのぉ～……」

　メンバー集めが終わったら、次の課題は間違いなくヒイラギの人見知り問題だな。

　屋台なんて大々的に人前に出る作業が、今のこいつにできるとは思えん……。





※






　──休み時間。

　一時間目の授業が終わると同時に、教室をいち早く出た俺が向かうのは、一年生フロア。

　そこで、近くにある小さな用具室へとまずは入室。次に、予あらかじめ用意していたハンバーグの入ったタッパーを、蓋を開けて配置。最後に、用具室のドアを開けっぱなしにして退室。

　そして、少し離れたところでスタンバイ。

　以前サンちゃんに教わった方法なのだが、本当にこれで来るのだろうか？

「くんくん……。くんくん……。何だかいい匂いがします……。これは間違いなく、私の大好物……ハンバーグの匂いです！　じゅるり……あ！　やっぱり、ありました！　むふ！」

　準備して十秒後。嬉うれしそうに用具室へ入っていくアホが一匹。……本当に来ちゃったよ。

「はむはむはむ！　ん～！　美お味いしいです！　ハンバーグ、美お味いしいです！」

　では、素直に引っかかってくれたことだし、ドアを閉じさせてもらおうか。

　はい。バタンとな。

「……ひょ！　な、なぜ、ドアが閉まっているのですか!?　閉じ込められてしまいました！　なんとか脱出しないと！　……むんぎぎぎぎ！　開きません！　なんでですか!?」

　それはね、俺が外側からしっかりと押さえているからだぞ。

「暗いです！　怖いです！　……はむはむ！　ハンバーグ、美お味いしいです！」

　恐怖におののきながらも、ハンバーグを食べるのをやめない辺りは、アホたる所以ゆえんか……。

「ドアを開けてほしかったら、俺の頼みを聞いてもらおうか……」

「そ、その声は、如月きさらぎ先輩！　まさか、貴方あなたはハンバーグを使って私を罠わなに！　ひ、ひどいです！　乙女の純心をもてあそぶなんて最低です！　むっふー！」

　ひき肉とたまねぎにもてあそばれる乙女の純心とは、いったい……。

　まぁ、その通りではあるんだけどね。

「俺の頼みを聞いてくれるなら、ドアを開けてやるぜ？」

「お願い!?　如月きさらぎ先輩からのお願い、楽しみです！　聞きます、聞きます！　むふふ！」

「お……。そ、そうか？　じゃあ……」

　予想外の弾んだ声に、ちょっと驚いた。

　なら、ドアを開けて……あ。

「……ひょ!?　むぎゃ！　い、痛いです！　急にドアを開けるから、転んじゃいました！」

「だ、大丈夫か!?　……たんぽぽ？」

　勢いよく飛び出してそのままずっこけたのは、野球部のマネージャーであるたんぽぽこと蒲かま田た公きみ英えだ。ムクリと立ち上がり、少し赤くなった鼻を涙目でさすっている。

「まったく！　如月きさらぎ先輩、いくら私に直接頼むのが恥ずかしいからって、回りくどい手を使わないで下さいよ！　でも、とっても優しい私は許してあげちゃいます！　むふふふ！」

　理由は違うけど、最初から素直に頼めばよかったな。

「ああ。たんぽぽ、ごめ──」

「では、早速如月きさらぎ先輩のお願いを聞きましょう！　時には、奴隷の願いを聞くのも主人の嗜たしなみですからね！　はい、どーぞ！」

　グッバイ、俺の罪悪感。

「ちゃんと床ドンしながら、言って下さいね！」

「……一応聞いといてやるが、床ドンってなんだ？」

「むふふ！　何を言ってるんですか！　床に両手をつけて、頭をドンって当てることに決まってるじゃないですかぁ～！　あ！　できれば、その際に靴も舐なめていただけると……ひょわ!?　い、痛いです！　なんでいきなり、ハリセンで私の頭を叩たたくんですか!?　むっふー！」

　こんなこともあろうかと、準備をしておいて正解だったな。うん、スッキリした。

「とりあえず、感情のまま素直に行動した結果だ」

「むぅ～……。なんだか納得がいきません……」

　自分の頭を撫なでながら、たんぽぽが涙目でジトッと睨にらんできた。

「まぁ、いいじゃねぇか。で、そろそろ本題のお願いを、可愛かわいいたんぽぽにしてもいいか？」

「はぁ～い！　分かりましたぁ！」

　素直でよろしい。

「実は、体育祭でよ──」

　その後、俺はたんぽぽに事情をかいつまんで説明した。体育祭でツバキとヒイラギが屋台を出して売上で勝負をすること。そして、その屋台は生徒しか参加できないということを。

「──つうわけなんだ。だから、てめぇに……」

「むふふふ！　皆まで言わずとも分かっていますよ、如月きさらぎ先輩！　貴方あなたは、お客さんを沢山集めるため、超絶天使のたんぽぽちゃんを、チームメンバーとして勧誘しにきたのでしょう？」

　正解なのが、逆に腹が立つ。このたんぽぽという女はアホではあるが、美少女だ。

　それに、やることは真面目にやってくれるので……、非常に認めたくはないが、実はいるとかなり頼りになる奴やつなのだ。

　だから俺は、たんぽぽの勧誘に来たわけだが……、実を言うと理由はそれだけではない。

　そこに加えて……

「てめぇもなんだが……、他にも野球部のメンバーを誘ってほしい」

「野球部の皆さんをですか？」

「ああ」

　本当の狙いはこっち。ツバキチームは強敵ではあるが、無敵ではない。

　まだ向こうには、欠点がある。それはズバリ、……男手の少なさだ。

　パワーだけならばひまわりなどは男子に匹敵するが、それでもたった一人。

　できることには限界がある。

　そこで、こっちはうちの学校きっての運動集団……野球部をメンバーに加える。

　無論、当てにしているのは運動能力だけではない。そのカリスマ性もだ。

　なんせ、うちの野球部は今年の夏を経て、学校きっての人気者集団になっているからな。

　今ではその人気は、コスモスやひまわりを凌りよう駕がすると言っても過言ではない。

　甲子園での大活躍は、伊だ達てじゃない。

　三年の中には、このままプロになるんじゃないかなんて言われている先輩までいる程だ。

　そんな彼らを味方に加えられれば、まだまだ不利な面はあるが、ツバキチームに勝る面も出てきて、ようやく勝負になる。

　尚なお、一番重要な味に関しては、俺の見立てだとほぼ互角。

　ヒイラギって焼鳥を作る技術に関してだけは、ツバキのライバルを自称していいレベルなんだよな。問題は、それを人前で作れるかどうかだけど……。

「正直、私一人いれば十分ですし、わざわざおまけをつけなくてもいいと思いますが？」

　そんなこと言うなって、おまけ。

「いいじゃねぇか。ほら、俺は野球部だとサンちゃんと芝しばぐらいしか、ほぼ絡みがないからよ。大人気で可愛かわいいマネージャーのたんぽぽに、他のメンバーを誘ってほしいんだって」

「んもぉ～う！　仕方ないですねぇ～！　なら、特別にやってあげちゃいますよぉ～！」

　うん、やっぱりチョロい。無事に、たんぽぽの勧誘に成功した。

　そして、野球部のほうもなんとかなりそうだ。

「むふ！　むふふふ！　如月きさらぎ先輩に頼ってもらえました！　嬉うれしいです！」

　素直に喜んでる時のたんぽぽは、可愛かわいいと思う。……素直に喜んでる時だけな。

「ああ、そう言ってくれると俺も嬉うれしいよ。……あ、一応勘違いしないように言っておくが、俺はツバキチームじゃねぇからな？　ヒイラギチームだからな？」

「はぁ～い！　では、少々心苦しいですが、今回はツバキ様とは敵同士ということですね！」

　ふぅ……。「なら、私は協力しません！」とか言われなくてよかった。

　たんぽぽはツバキの手下だが、その線引きは曖昧なようだ。

「では、私は早速野球部の皆さんに声をかけてきます！　参加してくれる人が見つかり次第、如月きさらぎ先輩に連絡しますので！」

「おう、よろしく頼むぜ」

　さすが、アホだけど真面目にやる時はやる女。こういう時は、頼りになる。

　では、そちらは任せたぞ、たんぽぽよ。




　無事にたんぽぽへの依頼を終えた俺は、自分の教室へと帰還。

　一応、サンちゃんには俺のほうからも声を……

「や、おかえりかな。ジョーロ」

「おう、ただいま。……ツバキ」

　かけたいが、やめておいたほうが良さそうだ。

「それで、君は今までどこに行ってたのかな？」

　髪の毛を耳にかけながら、ニコリと笑顔で問いかけてくるツバキ。

　そのつぶらな瞳で真まっ直すぐに見つめられると、何でも素直に言いたくなるが、

「まぁ、ちょっとヤボ用を、……な」

　それをしてしまうと、もれなく敗北に一歩近付くので、当然ながら我慢する。

「そっか。他のメンバーの勧誘もちゃんとしてるってことは、本当にジョーロは、ヒイラギの味方についたんだね」

　上う手まいことごまかせると思ったが、それが通用するような甘い相手じゃねぇよな。

　ただ、野球部を勧誘してるってところまでは、恐らく気づかれてない。

「一応確認するけど、ジョーロは、本当のヒイラギを知ってるんだよね？」

　やっぱり、ツバキも知ってたんだな。

「まぁな。……つか、あいつ隠してるつもりねぇだろ？」

「ん。ヒイラギは、お店で働いてない時とボクがいない場所では、ああだしね。……すぐ人に甘えることばかり考えて、自分からは何もしようとしない情けない奴やつかな」

　辛辣でございますね……。

「そっか。……ってか、あいつって店で働く時どうしてんだ？　あんなんだと……」

「ずっと焼鳥を作ってるかな。わざわざ、お店の奥に焼く場所を用意してもらってね」

「まぁ、そうなるか……。焼鳥って、普通はカウンター越しに焼く気もするが……」

「一度それをやらせたら、お客さんに話しかけられて大変なことになったらしいよ」

　さすが、付き合いが長いだけある。色々とお詳しい。

「いつも周りが甘やかすから、全然成長しないのに……。ジョーロも、ヒイラギを甘やかしすぎないでほしいかな。ちゃんとやるべきことは、自分でやらせるべきかな」

「お、おう……」

　ツバキの厳しさは、ヒイラギに対してのみ五割増しぐらいになってる気がして怖い。

「だから、今回の聖戦でボクが手を抜くことは有り得ないと思ってね。全力で向かってくるヒイラギを徹底的にやっつけてやるかな。もちろん、ジョーロの企たくらみも全部阻止してね」

　やっぱり、サンちゃんに声をかけないで正解だったな。

　恐らく、声をかけていたらこっちの企くわだてが、ツバキに筒抜けになっていただろう。

「後半に関しては、お手柔らかにしてもらいたいのだが……」

　なら、このまま俺は自分を囮おとりにできる限りツバキの注意を引いて、その間にたんぽぽに野球部のメンバーを勧誘してもらおう。頼んだぞ、たんぽぽ……。

「ダメだよ。ボクが一番警戒してるのは、キミだもん」

「うぉっ！」

　いきなり、トンと人差し指を俺の胸に当ててこないでくれよ！

　ツバキにそういうことをされると、ビックリするんだって！

「あ、ごめん。ちょっと、軽率だったかな。あははは……」

「い、いや！　大丈夫だ……」

　僅かに赤らむツバキの顔。なんか、妙な空気になってしまった……。

「……はぁ。ほんと、ヒイラギはずるくて厄介な奴やつかな」

　俯うつむきながら、小さく呟つぶやかれたツバキの言葉。

　それは、どこか羨せん望ぼうの混ざった寂しげな声色に聞こえた。

「……ツ、ツバキ。どうかしたのか？」

「ん。大丈夫。なんでもないかな」

　が、顔を上げると、いつものしっかり者のツバキに戻っている。
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　さっきの表情や言葉は俺の気のせい……ってわけじゃねぇんだろうな。

「というわけで、ボクはボクで行動させてもらうから、恨みっこなしで戦おうね、ジョーロ」

　最後に、パチンとウインクをして微ほほ笑えみながら教室を去っていくツバキ。

　多分、俺の知らない何かが、ツバキとヒイラギの間にはあるのだろう……。





※






　──再び休み時間。

「よう、ジョーロ！　たんぽぽから話は聞いたぜ！　お互い、頑張ろうな！」

　二時間目が終わった後の休み時間、俺の席にやってきたのはサンちゃんだ。

「おおっ！　サンちゃんも参加してくれるのか!?」

「あったぼうよ！　こんな面白そうなこと、やるしかないだろ！」

「サンキュー！　助かるぜ、ありがとな！」

「ははっ！　礼を言われるようなことじゃないさ！」

　これは嬉うれしい情報だ。野球部の中で、最も重要な男の参戦を最初に知ることができるとは！

　サンちゃんがいてくれれば、メチャクチャ心強いぞ……。

　と、そこで俺のスマートフォンが振動。確認すると、たんぽぽからメッセージが来ていた。

『むふふふ！　如月きさらぎ先輩、朗報ですよ！　たんぽぽちゃんがあまりにも愛いとおしすぎるあまり、大おお賀が先輩、芝しば先輩、穴あな江え先輩、樋ひ口ぐち先輩、屈くつ木き先輩から「任せとけ！」と言ってもらえて、手伝ってくれることになりました！』

　たんぽぽの奴やつ、仕事がメチャクチャはえぇじゃねぇか！

　サンちゃんに加えて四人の野球部メンバー……全部で五人。

　野球部の総人数を考えると少ないが、参加メンバーが豪華なので問題なしだ！

　サンちゃんは言わずもがな、俺と同学年の芝しばと穴あな江えは甲子園で特に活躍した奴やつらだし、屈くつ木きさんと樋ひ口ぐちさんに至っては、プロ入りが濃厚って言われている三年生の先輩だ。

　彼らが加わってくれるとなると、……見えてきたぜ！

　俺の素敵極まりない王者の青春ジュブナイルが、……うへへ。

「ジョーロ、その顔は気をつけろよ。あとで、お前がひどい目にあうパターンのやつだぞ？」

「うっ！　ひまわりにも同じことを言われたよ……」

「ははっ！　さすが、幼おさな馴な染じみだな！　お前のことをよく分かってるじゃないか！　つっても、俺もその点に関しちゃ負けない自信があるけどな！　ジョーロ、何か困ったことがあったら、いつでも相談してくれよ！　俺がバシッと照らして解決してやるぜ！」

　サンちゃん、最近……っていうか、夏休みが明けてからやけにテンションが高いよな。

　きっと、あの夏祭りの日に言っていた……いや、これ以上考えるのはやめだ。

　サンちゃんの問題は、真まっ直すぐにぶつかって進んでいくサンちゃんにしか解決できない。

　俺は、あくまでも手助けをするだけ。……そして、それは今じゃない。

　今すべきことは……、どこかの人見知りのサポートだ。

「ま、相談したくなったらするよ。サンちゃんも何か困ってたら、いつでも……ん？」

　なんか隣に座っているサザンカこと真ま山やま亜あ茶さ花かが、こっちをチラチラと見てるんだが……、

「んっんー！　あー！　いそがし、いそがしー！　棒倒しの作戦をたてなきゃだし、他にも１００メートル走の練習も頑張らないといけないから、ほんっと忙しい！　……で、でも、誰かがどうしてもって言うなら、屋台ぐらいなら手伝ってあげられないこともないけど！　ま、独り言だけど！　ただの独り言だけど！」

　そうか。独り言なら反応する必要はないな。すげぇでかい声だけど。

「サンちゃん！　俺、ちょっとトイレに行ってくるわ！」

「おう！　分かったぜ！」

「……あ！　なんで、あたしのことは誘ってくれないのよぅ……」

　いやね、俺も決して君を誘いたくないわけじゃないのよ。

　正確に言うと、誘うに誘えないというのが真実だと、悟っていただけると幸いだ。

　その理由は……、機会があったら説明するよ……。





※






　──昼休み。

　今日も大盛況の図書室で、休憩時間になったので昼食を取る俺。

　一緒に飯を食っているのは、パンジーとツバキとサンちゃんだ。

　ちなみにヒイラギだが、人が多い図書室には耐えられないが、一人でいるのは寂しいようで、すげぇ端っこのひと気の少ないところでこっちを見ながら、パクパクと焼鳥を食べている。

「パンジーは、ヒイラギのほうにいっちゃったか。残念かな」

「ええ。ジョーロ君から熱烈に誘われてしまって、首を縦に振らざるを得なかったわ」

「誘ったのは、俺じゃなくてヒイラギだろが。勝手に話をでっち上げるな」

「まぁ、いいじゃないか、ジョーロ！　それにしても、俺おれ達たちがこうやって正々堂々と勝負するってのは、冷静に考えると今まで一度もなかったから楽しみだぜ！」

「だな。そういう意味では、今回の件は俺おれ達たちにとってもいい機会かもな」

　それに、勝てば俺にとって、素敵極まりないイベントも待ち受けていますし！

　ウケケケケ……もはや、勝利は目前よ。

「如月きさらぎ先ぱーい！　天使のたんぽぽちゃんが遊びに来ましたよぉ！　どうですか？　嬉うれしいでしょう？　嬉うれしくないわけないですよね！　むふふふふ！」

　と、そこで能天気な笑顔を浮かべたアホが一人やってきた。

「おう、よく来たな。たんぽぽ」

　普段なら軽くあしらうが、今日は素晴らしい働きをしてくれた礼だ。ノッてやろう。

「私、いっぱいメンバーを集めましたよ！　だから、褒めて下さい！　むふふ！」

　グイグイと頭をこっちに押し付けるな。ちゃんと褒めてやるから。

「ああ、偉い偉い。よくやった」

「むふふぅ～ん！」

　本人の希望に沿ってたんぽぽの頭を撫なでると、やけに満足気な笑顔を浮かべている。

　うん。こういう時のたんぽぽは、可愛かわいいな。

「ははっ！　ジョーロ、言っておくが俺は全力でやらせてもらうつもりだからな！」

　もちろんさ、マイフェイバリットフレンド！　俺おれ達たちの仲良しウルトラダイナミック友情パワーで、ギッタンギッタンのバッキョンバッキョンにしてやろうじゃないか！

「だから、正々堂々勝負をしようぜ！　…………ジョーロ、パンジー！」

　おや？　おやおや？　なんだか、サンちゃんの言い回しが妙ではないだろうか？

　彼は俺の味方として、一緒にツバキ達たちをやっつけるはずなのに、まるで敵のような……

「む？　大おお賀が先輩は何を言っているのです？　如月きさらぎ先輩は味方ですよ？」

　だよな！　一瞬、たんぽぽが実は裏切っていて、ツバキ側についているのかって焦あせったけど違ったよな！　まったく、ビックリさせるなよぉ～！　これでもし、ツバキ側にサンちゃんを含めた野球部の皆様がついていたら、それはもう、鬼に金棒になっちゃうじゃないか！

「なーに言ってんだよ、たんぽぽ！」

　そんなことになったら、どう考えても、俺おれ達たちに勝ち目が──

「俺おれ達たち野球部はお前も含めて全員、ツバキのチームだろ？　ジョーロとは別のチームだぜ！」

　鬼にかなぼってるぅぅぅぅ！

「たんぽぽ！　どういうことだ!?」

「むふふ！　如月きさらぎ先輩、慌てないで下さい！　大おお賀が先輩が勘違いしているだけです！　間違えないよう、この紙に名前を書いてもらいましたし！」

「紙……だと？」

「はい！　これですよ！　むふふふ！」

　モソモソと一枚の紙を取り出すたんぽぽ。そのまま満面の笑みで、俺に見せてきた。

　……ふむ。確かに、野球部のメンバーがそれぞれの字でしっかりと記されているな。

　ということは、本当にサンちゃんの勘違……ちょっと待とうか。

　なんで、たんぽぽが店舗の詳細と参加者の名前を書く……模擬店の申込用紙を持ってんだ？

　これは、コスモスがツバキとヒイラギにしか渡してなくて、うちの店舗の分はパンジーに持っていてもらったはずだ。しかも……

「おい、たんぽぽ。この紙、一番上の部分が折りたたまれているのだが……」

「おや？　そういえば、そうですね。いったい何が……ひょわ!?」

　用紙の折りたたんであった部分を開いた直後、たんぽぽがマヌケな声をあげてフリーズ。

　それもそうだろう。なんせ、たんぽぽが持っていた申込用紙の折りたたまれている部分を開くと……、そこにはこう書いてあったのだ。

「て、て、店舗名……『ヨーキな串カツ屋』だとぉ!?」

　ちげぇ名前じゃねぇか！　そっちの店じゃねぇよ！

「む、むふ！　むふふふ！　これはいけません！　急用を思い出してしまいました！　なので、ちょっとこの場からは……むぎょ！」

　逃がすわけねぇだろ！　即座に首根っこをつかんでやったわ！

「は、放して下さい、如月きさらぎ先輩！　私は今、猛烈な便意に襲われてプリティーなうんこをしなくてはならなくなったのです！　放してくれないと放ちますよ？　もう、とんでもないのを、この場で爆散させますよ!?　全米が泣きますよ！」

「放すわけねぇだろが！　言い訳なら、もっとましなもんを考えろ！」

　男でも使わねぇぞ、そんな言い訳！　全米が泣くうんこってなんだよ!?

「おい、たんぽぽ。『俺はツバキのチームじゃねぇ』って言ったよな？　なのに、どうしてこんなことになってるか……、説明してもらおうかぁ？」

「え、えーっとですね……。私はちゃんと如月きさらぎ先輩に言われた通り、野球部の皆さんの勧誘を……する前、一時間目の休み時間の終わりにツバキ様が来て、とってもとっても美お味いしい串カツを食べさせてくれました！　すんばらすぃ味わいでした！」

「ほ、ほほう。……それで？」

「その後、ツバキ様から『メンバーを勧誘するなら、これに名前を書いてもらうといいかな』と、親切にも一枚の紙を渡してもらえたのです！」

「で、折りたたまれてる部分に気づかず、みんなに名前を書いてもらったと？」

「そ、そうなんです！　てっきりワタゲストになりたいツバキ様が、私への貢みつぎ物ものとして申込用紙を用意してくれただけだと思ったら、まさかこんなことが書いてあるなんて！　串カツに夢中で全然気づきませんでした！　巧妙な手口です！　さすが、ツバキ様！」

「全然、巧妙じゃねぇよ！　なに、見事に利用されてんだよ！　俺のハンバーグを返せ！」

「もう食べちゃいました！　美お味いしかったです！」

「そんな感想、聞いてねぇよ！」

　まさか、一時間目の休み時間が終わる直前にツバキが教室から出て行ったのは……いや、にしても、なんでツバキは、俺が野球部のメンバーを誘おうとしてることを知ってたんだよ!?

「ジョーロが、サンちゃんに声をかけない時点で分かったかな。君の得意技だよね？　自分を囮おとりにして、他の人に動いてもらうのは」

　もぉぉぉ！　俺の作戦を潰しがてら、乗っ取るなよぉぉぉぉ！

　ちょっと甘あま酸ずっぱいやり取りをしたなぁとか思ったら、予想以上に酸味が利きいてたよ！

　ってことは、何か!?　俺は、ひまわり、コスモス、あすなろだけでなく、うちの学校で今一番人気のあるスター集団、野球部の皆様まで敵に回してしまったということなのか！

「もっふぉぁ……」

「おお！　ジョーロが、絶望した時のよく分からない声を出してるぜ！」

　……終わった。どう考えても、勝ち目を全て失った……。

　パンジーが仲間にいてくれるとはいえ、これは厳しすぎる条件だ。

　はぁ……。こりゃ素直に、王者のハーレム青春ジュブナイルは諦めたほうがよさそうだ。

　残念だけど、まぁいいか。どうせ、負けても俺にはデメリットなんて──

「ねね！　あすなろちゃん！　ツバキちゃんとヒイラギちゃんのせーせんで、ツバキちゃんが勝ったら、ジョーロになんでもお願いできるよ！　なにお願いしようね！　コスモスさんは、ジョーロをごりょーしんさんに紹介するんだって！」

「ふっふっふ！　まだ決まっていませんが、それはもう、とんでもないことをお願いしちゃう予定ですよ！　だって、なんでもいいんですよ！　なんでも！」

　聖戦の秘密、バレてるぅぅぅ！　しかも、コスモスの企くわだてがとんでもねぇ！

「はぁ～！　楽しみだなぁ～！　ジョーロ君を私のお家うちに招待できるなんて！　も、もしかしたら、そのまま私の部屋で……は、恥ずかしい！　ジョーロ君、それは気が早いよ！　で、でも、そうしたいなら……。うわっ！　うわわわわ！」

　そっちの気の早さについてけんわ。

　なに、一人でよく分からん妄想をして悶もだえてやがる。

「如月きさらぎ先輩！　私は、ハンバーグが食べたいです！　如月きさらぎ先輩が私に負けたら、またハンバーグを所望します！　あと、シーチキンマヨネーズのおにぎり！　真心いっぱいシーチキンマヨネーズが食べたいです！　いっぱいですよ、いっぱい！　むふふふ！」

　黙れ、アホ。てめぇの切り替えの早さはどうなってるんだ？

「へぇ～。今回の勝負には、そんな決まりがあるのか！　ま、俺おれ達たち野球部は別にそういうのはいらないな！　普通に屋台に参加させてもらえれば、十分だ！」

　サンちゃんからのせめてもの慈悲はありがたいが、焼け石に水だ。

　もし、ツバキにヒイラギが負けてしまうと俺は……

「はぁ……。だから、忠告をしたのに……」

　ごめんなさい、パンジーさん。

　俺なりに精一杯隠したんですけど、それが逆に仇あだとなったんです……。

「ジョーロ、菫すみれ子こちゃん！　我は寂しさが限界なのだ！　もう一人は嫌なのだ！　一緒にご飯を食べてほしいのだ！　はよ！　はよはよ！」

　啞あ然ぜんとする俺を、ガクンガクンと揺らすヒイラギ。

　自分が圧倒的な危機に陥おとしいれられたとは、まるで気がついていないようだ。

　……ここから、どうやったら勝てるんだよ？







[image: 第三章　俺の問題は分かりやすい]
















　放課後、図書室に業務手伝いのためにやってきた俺は、返却された本を元の場所に戻しながら、現状を振り返っていた。

　来週の土曜日……各クラスが赤組と白組に分かれ得点を競い合う一大イベント……体育祭が行われる。そして、その最さ中なか……ツバキとヒイラギの聖戦も行われる。

　体育祭で、それぞれ串カツと焼鳥の屋台を出店し、沢山売ったほうが勝ち。

　尚なお、普段の聖戦は個人戦だったらしいが、今回は屋台ということもあって団体戦。

　本番は体育祭当日だが、実際はツバキ、ヒイラギがそれぞれ屋台の手伝いをしてくれるメンバー探しをするところからスタート。

　電光石火の速度で、コスモス、ひまわり、あすなろという各分野のエキスパートをメンバーに加えていくツバキに対して、ふんぞり返るだけで何もしないヒイラギ。

　もはや、この時点で勝敗は決していたと言ってもよかっただろう。

　だが……、それでも俺は、ヒイラギ側の屋台メンバーとして参加し、ツバキ達たちと敵対した。

　全ては、『聖戦の勝者は、敗者にどんな命令でもできる』という特典を得て、美少女達たちに己の欲望をぶちまけるため……、素晴らしき合法ハーレムを作り上げるために！

　無論、そのための事前準備も怠らなかった。

　ただでさえ恐ろしいツバキに加えて、コスモス、ひまわり、あすなろを相手にするのだ。

　こちらも、それに匹敵する戦力を加えなければ勝ち目はないだろうと、甲子園で準優勝を果たし、運動神経、チームプレー、学内でのカリスマ性、全てにおいてすさまじい力を持つ西にし木き蔦づた高校野球部を仲間に加えようとしたのだ……が、その作戦はツバキに看破されて失敗。

　気がつくと、仲間になってもらうはずだった野球部のメンバーは、全員ツバキチームに所属していて、より強大な敵を相手にすることになっていた。

　結果として、現在それぞれのチームメンバーは、

　ツバキチーム：ツバキ、コスモス、ひまわり、あすなろ、サンちゃん……さらに野球部の四名に加えて、うんこアホ女……と総勢十名。

　ヒイラギチーム：ヒイラギ、パンジー、俺……と総勢三名。

　この圧倒的な戦力差ったらね。もはや、どうやって勝つんだよ状態である。

　本来なら、この時点で大人しく全てを諦めて、楽しい思い出作りにでも移行したかったのだが、俺は何が何でも勝たなくてはならなくなった。

　なぜなら、聖戦の特典……『聖戦の勝者は、敗者にどんな命令でもできる』の存在を、気がついていないと思っていたコスモス達たちが、しっかりと気づいていたからだ。

　どう考えても繰り出される俺へのロクでもない命令。阻止するためには、勝つしかない。

　まぁ、勝ちたい理由はそれだけじゃねぇんだけどな。

　……実は、頼まれてるんだよな。

　普段からすっげぇ世話になってる誰かさんから、『ツバキに勝って』ってさ。

　だから、なんとしてでも勝ってみせる！

　今までだって、強大な力を持つ相手とは何度も戦ってきた。

　その経験から、俺はよぉ～く知っているのさ！

　どうすれば、自分よりも強い相手に勝つことができるかということをな！

　相手が強大なら、それ以上に努力して自分が強くなる！

　…………なんてことはしないで、相手から力を奪い取ってしまえばいいんですよ！

　というわけで、真っ当な手段しか好まない王道主人公たる俺は、野球部のメンバーをこちら側に寝返らせようとしたのだが…………見事に失敗。

　やろうとした瞬間、ツバキによって、「参加メンバーは紙に書いてもらったら、変更は禁止かな」とルールの追加をされてしまったからだ。

　もうさ、言わせてもらってもいい？　…………ツバキ恐ろしすぎるわ!!

　今までも、絶体絶命の状況に追い詰められる経験というのは何度もあったのだが、今回のは特にひどい。ぶっちぎりのワースト１だ。

　策を阻止されるだけならまだいいさ。なんでおまけで、相手がパワーアップするんだよ！

　向上心も程々にしろよな！　強い奴やつはもっと強くなっちゃダメなの！　勝てないでしょ！

　ただ、ギリギリで救いがあるとすれば、これ以上向こうにメンバーが増えないことだよ。

　ツバキ本人から「これ以上増えても、人手が余っちゃうからメンバー集めはここまでかな」と言げん質ちをもらえたし。

　そんなんもらっても、こっちのメンバーが増えるわけじゃないんですけどね。

　はぁ……、ほんとどうしたもんかね……。

　もう、うちの学校でメンバーになってくれそうな奴やつのあてなんて──

「ねぇねぇ、ジョーロ。ちょっといい？」

　返却された本を元の場所に戻し、新たな本を取りに受付に向かったところで、俺に声をかけてきたのは、カリスマ群Ｅ子さん……改めアイリスこと目め崎ざき恵え文ふみだ。

　俺のお手手チュッチュ事件の現場にいたので、彼女も聖戦の事情は知っている。

「どうした、アイリス？」

「あのさ、こないだジョーロ達たちには随分と迷惑をかけちゃったしさ、体育祭までの間は私わたし達たちが図書室の業務をやるよ！　だから、ジョーロ達たちは屋台の準備をがんばって！」

　こないだの迷惑って……、あぁ、自分の彼氏ミントに俺を好きだと豪語させ、恐怖を植えつけた上で、俺とサザンカを恋人同士にしようとした件ね。

　その詫わびなら、図書室の手伝いをしてくれることで手を打ったのだが……、

「いいのか？」

「もっちろん！　……と言っても、半分は口実なんだけどねぇ！」

「へ？　口実？」

「そっ！　ジョーロさ、屋台のメンバーを探してるよね？」

「まぁ、探しているが……」

　なんかアイリスが、やけに思わせぶりな笑顔でこっちを見てきてんだけど……、

「いや、実はねぇ～！　なんでかはぜんっぜん分からないけど！　たまたま偶然運のいいことに！　一人ちょうど屋台をやりたがってる女の子がいるんだよねぇ～！　ほんっと！　なんでかは全然分からないんだけどね！　だから、その子を誘ってほしいんだけどぉ～……」

　そう言って、アイリスはツツツと視線を読書スペースへ移動。

　なので、俺もそれに便乗して、ツツツと視線を読書スペースへ移動。

　すると、そこには……

「菫すみれ子こちゃんのクッキー、美お味いしいの！　お菓子作り、上手なの！」

「そう言ってくれて、嬉うれしいわ」

　クッキーをモシャモシャ食べながら、久方ぶりの同性の友人の誕生に、ハシャぎまくっているヒイラギと、そんなヒイラギにベットリくっつかれているのに、いつも通り淡々とした無感情な様子のパンジー。

　そして、最後にもう一人……

「そ、そういえば、パンジーはそこの子とジョ……、こほん。あいつと一緒に、体育祭で屋台を出すのよね？　……ま！　別に興味ないけど！　全然、どうでもいいけど！」

　とてもソワソワしながら、「興味がないアピール」をしているサザンカがいる。

「ね？　あの子、すっごくやりたそうにしてるでしょ？」

「本人は、『全然、どうでもいいけど！』と言っているが？」

「そこはほら、得意技じゃん？」

「…………」

　……いやね、俺としてもサザンカが仲間になってくれたら、頼もしいことこの上ないよ。

　サザンカはしっかり者だし、普段の態度からは想像がつかないほど几き帳ちよう面めんな奴やつだ。

　料理も得意だし、俺やヒイラギ、そしてパンジーにはない、高いコミュニケーション能力までも所持している。つまり、屋台に参加してくれたら、会計、調理、接客、どの分野でも力を発揮してくれる頼もしい女の子なのだ。

　だが、しかしだ……。サザンカには一つだけ、大きな問題がある。

　それは決して、普段のちょっとアグレッシブな一面ではない。

　加えて言うと、サザンカ自身は何も悪くない。

　では、その問題が何かという話だが……

「ひっ！　いきなりおっきな声を出したの！　怖いの！」

「別に、何もしないわよ！　ただ、屋台の話を聞いただけでしょ！」

「怒鳴ってきたの！　やっぱり怖いの！」

「なんですってぇ～？」

　あの二人の相性が、悪い気しかしねぇ……。

　しっかり者のサザンカと、怠惰の極みに立つヒイラギ。

　コミュニケーション能力の高さに定評はあるが、サザンカには無自覚ながら、少々他人を威嚇してしまう傾向がある。そして、それはヒイラギにとっては最悪。

　読書スペースの会話の時点で、あの調子。ヒイラギはサザンカに脅おびえて、パンジーの背中に隠れているのだから、一緒に屋台をやらせるというのは大分危険な気がする。

「あの二人、相性が悪すぎると思うんだが？」

「そこはほら！　ジョーロが何とかする方向で！」

　簡単に言ってくれるなよ、アイリス。サザンカはしっかり者で頼れるが、野生的な一面をあらわにした瞬間、制御不能になるじゃないか。

「サザンカなら大丈夫！　ジョーロのお願いなら、何でも聞いてくれるから！」

「……何でもは言い過ぎだろ……」

「そんなことないと思うよ！　ふふっ！」

　あんまりドストレートに言われてしまうと、反応に困るから勘弁して下さい。

　けど、そうだよな……。もう、選えり好ごのみをしていられる状況じゃない。

　あれだけ強大な相手と勝負をすることになってしまった以上、安全な道ではなく、多少危険でも得られる報酬がでかい道を選ばなければ、勝つことはできないだろう。

　だったら、……誘うしかない、か。

「えっと……、ヒイラギ」

「あ！　ジョーロなの！　ジョーロもここに座って、一緒にお話するの！」

　俺が内心でハラハラしながら読書スペースへ向かうと、パッと表情を明るくするヒイラギ。

「いや、俺はまだ休憩じゃねぇから座らねぇんだが……、一人紹介したい奴やつがいてな……」

「だーれ？」

　キョトンと首を傾かしげるヒイラギの視線を受けながら、俺はテクテクとサザンカの傍へ。

　できることなら、ポンと肩に手ぐらい乗せたほうが紹介っぽいのだが、それをやるとよくて鉄拳制裁、最悪粉砕骨折なのでやらない。あくまでも、傍に立つだけだ。

「この子、俺のクラスメートで真ま山やま亜あ茶さ花か……サザンカって言うんだけどよ。その……、俺おれ達たちの屋台を手伝ってもらおうと思ってるんだ」

「はぁぁぁぁ!?　あたし、参加するなんて一言も言ってないわよ！　これでも、結構……ううん。爆裂に忙しいんだからね！　ま、まぁ……、あんたがどうしてもって言うなら、手伝ってやらないこともないけど！　……果てしなく暇だし！」

　爆裂に忙しいのか、果てしなく暇なのか、ハッキリしてほしいものである。

「だ、大丈夫なの！　ジョーロ、人材は豊富なの！　間に合ってるの！」

「豊富じゃねぇし、間に合ってねぇよ。ヒイラギ……このままだと、ツバキに負けるぞ？」

「うっ！」

　涙目で俺に訴えるヒイラギだが、ツバキの名前を出した瞬間、ピタリと動きが止まった。

「向こうは十人、こっちは三人。今のままじゃやべぇのは、てめぇも分かってるだろ？」

「それは……、でも……、怖いの……」

　ほんと、一番の問題はメンバー不足よりも、ヒイラギの人見知りだよな。

　これをどうにかしねぇと、マジで当日の事故に繫つながりかねん。

「ヒイラギ、言ってたよな？　『俺が信用して連れてくる人なら、自分も信じられる』って」

「……言ったの……」

「俺はサザンカを信用してる。だから、てめぇもサザンカを信用しろ」

「し、しん！　信用って言われた！　ど、どうしよう！　た、大変なことになっちゃった！」

　落ち着け、サザンカ。君が勝手に、大変なことになっているだけだ。

「元もと木きさん、私もジョーロ君の意見に賛成よ。このままだと、絶対に負けてしまうわ。私、負けるのはあまり好きじゃないの」

「……菫すみれ子こちゃん」

　助かるぜ、パンジー。何を企たくらんでるのかは分からねぇが、てめぇも参加するだけじゃなくて、ちゃんとチームメンバーとして動いてくれるんだな。

「だから、私わたし達たちも頼れる仲間を集めないと。……大丈夫よ、サザンカは怖くないわ」

「でも……」

　パンジーの背中からチラリと顔を出して、サザンカを見つめるヒイラギ。

　その弱々しい瞳に気づいたのか、サザンカは少しだけバツが悪そうな表情だ。

「ほ、ほんとに何もしないわよ……。その……、さっきは、大きい声を出してごめん……」

「…………こ、こち……こそ、ごめ……ん……さい……なの……」

　頰を朱色にそめて、恥ずかしそうに謝罪をするサザンカと、人見知りを盛大に発揮してまともに喋しやべれてはいないが、本人なりに精一杯謝罪をするヒイラギ。

　一応、なんとかなったかな？　なら、早速ではあるが……

「えーっと、サザンカ。ヒイラギの……いや、俺おれ達たちの屋台を手伝ってくれねぇか？」

「い、いいわよ！　大体、誘うのが遅いのよ！　あたしはずっと待って……はっ！　そ、そこまで言うなら手伝ってあげようじゃない！　特別だからね！　今回はたまたま気が向いたから、手伝うだけなんだからね！」

　相変わらず、『はっ！』しちゃうサザンカだったが、とにかく参加はしてくれるらしい。

　やっと、メンバーが四人になった……と俺が安あん堵どしていると、

「んふふ！　よかったね、サザンカ！　ジョーロと一緒に屋台やりたがってたもんね！」

「んなっ！　べ、別にあたしはそこまで……」

　満面の笑みのアイリスが、サザンカを祝福兼からかいに現れた。

「じゃあ、ジョーロとパンジーとサザンカ！　図書室のことはしばらく私わたし達たちに任せて！　それよりも屋台の話し合いをしなよ！　……あ！　ここだと、人が多くて集中できないだろうし、どこか別の場所……例えば、ジョーロの家とか──」

「ヒイラギ、屋台の打ち合わせをしたいから、これからてめぇの店に行ってもいいか？　一度、体育祭で出す焼鳥をちゃんと食べてみてぇしさ」

「……ちっ。上手に逃げられた……」

　至極真っ当な手段だよ。なんで、打ち合わせに俺の家を使わせようとしてやがる？

　焼鳥の屋台の話し合いをするんだったら、どう考えても焼鳥屋のほうがいいだろが。

　で、肝心のヒイラギの許可だが……

「私のお店？　……嬉うれしいの！　来て欲しいの！　お友とも達だちを呼ぶの、とっても久しぶりなの！　菫すみれ子こちゃん、ジョーロ！　それに……こわくない亜あ茶さ花かちゃんを招待するの！」

　あっさりとゲット。むしろ、ウキウキな様子である。

「なんで、あたしだけ変な呼び方なのよ……」

「でも、ジョーロ君。いいのかしら？」

「いいって……、何がだよ、パンジー？」

「このまま元もと木きさんのお店に行くと、メンバー集めができなくなるわ。まだ、人数は足りていないと思うのだけど？」

「あたしもパンジーの意見に賛成よ。屋台を運営するとなると、最低でも調理に一人、会計に一人、それにできれば会計とは別に商品の受け渡しをする人もいたほうがいいわね。……あと、列の整理と接客で屋台前に一人の……全部で四人。一応、ギリギリ足りてるけど、あたし達たちは体育祭で種目に出る時があるから、一人でも抜けると厳しくなるわ。だから、最低でもあと二人はいたほうが……はっ！　た、多分だけどね！　全然詳しくないから勘だけどね！」

　すごいな、サザンカ。まるで、あらかじめ屋台のことを事細かに調べてきたかのような詳しさじゃないか。なんという恐ろしい勘だ。いやはや、参考になる。

「ね、元もと木きさん。サザンカは、頼りになるでしょう？」

「すごいの！　こわくない亜あ茶さ花かちゃんは、屋台に詳しいの！」

「多分よ、多分！　別に詳しくなんてないんだから！」

　サザンカさんの顔が真っ赤になっているが、まぁそれはよしとしよう。

　それよりも、問題はパンジーとサザンカの言う通り、未いまだ解決されていないメンバー不足。

　俺おれ達たちは体育祭で屋台を出すが、それだけをやるわけじゃない。体育祭の本分は、白組と赤組に分かれての運動合戦。つまり、俺もパンジーもヒイラギもサザンカも、出場する種目がある。

　今のままでは、誰か一人でも出場種目のために抜けたら、サザンカの勘によると屋台自体が機能しなくなってしまうらしいし、あと二人はメンバーを確保したほうがいいとのこと。

　できれば、サザンカと一緒にカリスマ群の皆様を迎え入れたいのだが、彼かの女じよ達たちは土曜日まで図書室業務を担になってくれるわけだし、これ以上負担をかけられない。

　なので、誰か別の人物を勧誘せねばならないのだが、……実を言うと俺は、放課後までに勧誘で連戦連敗をしている。

　綾あやの小路こうじ颯はや斗と達たちには「ひまわりたんの敵にはなれないんだな！」と、有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君には「むむっ！　俺おれ達たちはたいい、くぅ～！　さいを全力でやりたい！」と川平カビラさん風に言われ、断られてしまった。

　ぶっちゃけ、俺が声をかけて参加してくれそうな奴やつは、もうほとんどいない。

　となると、あまりやりたくはないが……、やっぱり、あいつらを誘うしかないよな……。

「パンジー、サザンカ。メンバーのあてだが、一応あるから大丈夫だ。っていうか、俺から連絡して、ヒイラギの店に来てもらうよ。……ヒイラギ、俺おれ達たち以外にもう二人か三人ほど、店に呼びたいんだが……、大丈夫か？」

「大丈夫なの！　ジョーロが連れてきてくれる人なら、ちゃんと信用できるの！　それに、もしもの時は、こわくない亜あ茶さ花かちゃんに片っ端から蹴散らしてもらうの！」

　そんなこったろうと思ったよ。

「なんであたしが蹴散らさなきゃいけないのよ！　あたし、暴力とか大嫌いなんだからね！」

　ごめん、ちょっとなに言ってるか分からない。

「ひっ！　やっぱり、怖いの！　また怒鳴ってきたの！　こわくない亜あ茶さ花かちゃんは、ジョーロにだけ優しいの！　特別扱いなの！」

「──バッ！　そ、そんなわけないし！　別にこいつだけ特別扱いなんてしてないし！　ただ、ちょっと前に色々お世話になったり、色々嬉うれしいことを言ってくれたから感謝してたり、たまーにかっこいいところがあるから力になりたいだけだし！　全然普通よ！　ふ・つ・う！」

　そう。俺とサザンカの関係は、あくまでも普通なのである。

　本人がそう言っているのだから、間違いない。

「二人か三人？　ジョーロ君、それってもしかして……」

　さすがパンジー。俺が誰を誘おうとしているか、人数から悟ったか。

「ああ、多分てめぇの予想で当たってるぜ。ちゃんとルールに則ってるんだし、問題ねぇだろ？　あいつらなら、絶対にツバキじゃなくて、俺おれ達たちの味方についてくれるしな」

「……ええ。四人ではないなら、少しズルイとは思うけど問題ないわね」

　微妙に引っかかる言い方をしてきやがって……。

　仕方ないだろ。俺だって、できることなら正攻法でメンバーを揃そろえてツバキチームとの勝負に臨みたかった。……だが、いかんせん相手が悪すぎる。

　ならば、多少卑ひ怯きような手段を使ってでもガムシャラに勝ちにいくしかあるまい。

　なんだか、それが平常運転になってる気がして、情けないけど……。

　はぁ……。たまにはサンちゃんみたいに、真っ向から問題を解決したいもんだよ。





※






「ここが、私のお店なの！」

　図書室のことをカリスマ群の皆様に任せた俺おれ達たちは、学校をあとにしてヒイラギの家兼店である『ゲンキな焼鳥屋』を訪れていた。

　場所は、商店街の一角。『ヨーキな串カツ屋』から歩いて十五分ほどの場所だ。

「へぇ～、綺き麗れいなお店ね。なんかおっきな花も飾ってあるし、まだオープンしたてか。……あ、二号店って書いてあるってことは、本店は別にあるの？」

「うん！　こわくない亜あ茶さ花かちゃんの言う通り、本店は別にあるの！　あっちはパパが店長で、こっちはお兄ちゃんが店長なの！　私はお手伝いなの！　二号店は、まだ出来たばかりだから、とっても綺き麗れいなお店なの！」

「すごい列ね……。私わたし達たちは、普通に入って大丈夫なのかしら？」

　パンジーの言う通り、店の前には長蛇の列ができあがっている。

　店自体の味もあるが、それに加えてオープンしたてというのが強いのだろう。

　ツバキの店も、今では落ち着いたが、オープン直後はメチャクチャ忙しかったし。

「大丈夫なの！　あっちの裏口から入っちゃえば、すぐなの！」

　目に見えてヒイラギがウキウキした態度なのは、こうして友とも達だちを招待できるのが嬉うれしいからだろう。……けど、このまま店内に入って話し合いとか大丈夫か？

　この人見知りが、大混雑の店内に耐えられるとはとても思えないのだが……。

「みんなに、私の作った焼鳥をご馳ち走そうするの！　とってもとっても美お味いしいの！」

　本人はやる気満々だし、ヒイラギの店だったらこいつの兄ちゃんもいるだろうし、最悪の事態は起きない……と信じておこう。




　ヒイラギに案内され、店の裏口から入った俺おれ達たちはそのまま客席……ではなく、店の事務所へと案内された。さすがにこの大盛況の中、客席にいきなり案内されるのは、他のお客さんへの印象的にも、ヒイラギの人見知り的にも不可能だからだろう。なので、俺の懸け念ねんは懸け念ねんで終了。

　ちなみに、入ると同時にヒイラギ兄が、ヒイラギが友とも達だちを連れてきたことに感動しすぎて、軽い騒ぎになった。ついでに、お礼ということで俺おれ達たちにはそれぞれ、焼鳥盛り合わせ無料のクーポン券をくれた。ちょっと得した気分。

　その後、「じゃあ、焼鳥作ってくるから楽しみにしててほしいの！」と気分上々なヒイラギの指示に従い、俺おれ達たち三人は事務所のパイプ椅子に着席して待機。

　それから少しすると、

「お待たせなのだ！　これが、我の作った焼鳥なのだ！」

　焼鳥屋の制服に着替えたヒイラギが、喜々としてふんぞり返って焼鳥を運んできた。

「なんで、あんたはいきなりキャラが変わってんのよ！」

　サザンカ、的確なツッコミである。

「ひっ！　突然怒鳴るのは、よくないのだ！　こわくない亜あ茶さ花かちゃん！」

「あー、サザンカ。ヒイラギは、こういう奴やつなんだよ……。頑張ってる時は、口調が微妙に変わるというか何というか……」

「微妙どころじゃなくて、メチャクチャ変わってるわよ！　もはや、別人じゃないの！」

「そんなことはないのだ！　今と先程の我の違いなど、鳥と豚程度の違いなのだ！」

　全然ちげぇよ。鳥類と哺乳類じゃねぇか。

「まったく……、こわくない亜あ茶さ花かちゃんはすぐに怒鳴るのだ。カルシウム不足なのだ。ツバキみたいに、牛乳をいっぱい飲むといいのだ」

　それは、カルシウム摂取のためじゃなくて……、うん、まぁいいか。

「では、我は……こわくない亜あ茶さ花かちゃんの隣に座るのだ！　焼鳥、いっぱい作ってきたから、いっぱい食べて欲しいのだ！　はよ！　はよはよ！」

「だー！　押し付けなくても、ちゃんと食べるから、やめてよね！」

　俺とパンジーとテーブルを挟んだ正面……サザンカの隣に座ったヒイラギが、そのまま焼鳥をグイグイとサザンカの口元へ押し付けている。こいつって、とんでもない人見知りだけど、信用した相手への懐なつきっぷりは、もっととんでもねぇよな。頑張れ……、サザンカ。

「まったく……、焼鳥にそんな差なんて…………うそっ！　美お味いしい！」

「本当に美お味いしいわね。これなら、ツバキの串カツにも、引けを取らないわ」

「ふふぅ～ん！　そうなのだ！　我の焼鳥は、ツバキの串カツにだって負けないのだ！」

　ヒイラギが焼いてきた焼鳥を食べて、目を丸くするサザンカ。

　パンジーは淡々とした態度だが、よく見ると口元がほころんでいる。

　俺も食ったが、相変わらずの美う味まさだ。

　ヒイラギの焼鳥って、肉汁が嚙かむとジュワッて溢あふれてくるんだよな。タレは自家製の秘伝のタレでうまいし、塩も絶妙な加減をしていて……、本当に焼鳥の腕前だけは大したもんだよ。

「すごいじゃない！　こんな美お味いしい焼鳥食べたの、あたし初めてよ！」

「秘ひ訣けつは火のいれ方なのだ！　焼鳥は、焼き台の焼く場所によって温度が違うから、上手に調整して肉汁が逃げないように強火で、それでいて固くならないよう焼きすぎに注意するのだ！　……あとで、こわくない亜あ茶さ花かちゃんもやってみるのだ？」

「いいの!?　うん、やってみたい！」

「や、やったのだ！　お友とも達だちと一緒に焼鳥を作るなんて、久しぶりなのだ！」

「わぁぁ！　こんな美お味いしい焼鳥の作り方を教えてもらえるなんて……こほん。って、そうじゃなかったわね。その前に、体育祭の話し合いをしないと……。うん、おいしっ」

　はしゃいでいる姿を俺とパンジーに見られたのが恥ずかしかったのか、サザンカはやや頰を朱色に染めながら、チビチビと焼鳥を食べている。

「そうだな。そろそろ、残りのメンバーも……お、連絡が来たな。……もしもし。今どの辺に……ああ、店の前についたのか。だったら、迎えに行くよ」

　かかってきた電話に対応し、一度切ってから一呼吸。

「ヒイラギ、今からてめぇが初めて会う奴やつを連れてくるけど……、逃げるなよ？」

「だ、大丈夫なのだ！　ちゃんと、こわくない亜あ茶さ花かちゃんの後ろに隠れるのだ！」

「ちょ！　なんで、あたしにしがみついてんのよ！　離れなさい！」

「嫌なのだ！　何かあったら、こわくない亜あ茶さ花かちゃんに助けてもらうのだ！」

「だぁぁぁぁ！　あんた、ほんと何なのよ！」

　んじゃ、ここはサザンカとパンジーに任せて、俺はあいつらを迎えに行くとするか。

　くそ。結局、来てくれたのは二人で、三人目は来なかったか。……無念。




「やっぱり、貴方あなた達たちだったのね」

「え！　噓うそ!?　あ、貴女あなたは！」

　俺が連れてきた二人の人物を確認して、納得の声を漏らすパンジー。

　対して、サザンカは結構驚いた表情をしている。

　ま、驚く理由は分からんわけではない。なんせ、俺が連れてきたのは……

「やっほー！　こないだぶりっしょ！　ジョーロっち、菫すみれ子こっち、サザンカっち！」

「久しぶりだな、ジョーロ、三さん色しよく院いん。それに、はに……こほん。初対面の女が二人か」

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校生徒会長……チェリーこと桜さくら原ばら桃ももと、唐とう菖しよう蒲ぶ高校野球部……埴はに輪わ眼球のフーちゃんこと特とく正しよう北きた風かぜの二人だからな。

「ちょっと、あんた！　なんで、他校の生徒を呼んでんのよ！　だって……」

「問題ねぇだろ？　屋台の参加資格は、生徒であることだけだぜ？　どこの学校の生徒かなんて指定はされてねぇんだから、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の奴やつがいても何も問題ねぇさ」

　そう。これこそが、俺の打ったメンバー集めの最終手段。

　西にし木き蔦づた高校でメンバーが見つからないのであれば、唐とう菖しよう蒲ぶ高校からメンバーを見つける。

　しかも、イケメンでスーパー真面目なフーちゃんと、感情的になると失言が目立つが、明るくチームのムードメイカーとなるチェリーならば戦力的にも、頼りになること間違いなしだ。

　できることなら、三人目……小さな体にダイナマイトバディの、つきみこと草くさ見み月ルナも呼びたかったのだが、それは残念ながら失敗。「ワタシ、ホースのそばにいたい」と、パンジーが言っていた『四人目』の不在を理由に断られてしまった。

　……え？　俺の上位互換であり、究極チート男のホースこと葉は月づき保やす雄おはなんで勧誘しなかったのって？　……いや、呼ぶわけねぇじゃん。だって俺、あいつ嫌いだもん。

　どんなに追い詰められようが、ホースに一方的な借りを作るのだけはごめんだね。

　そもそも、あいつは約束の都合上、パンジーとパンジーの友とも達だちに近づけないし話しかけられないんだから、根本的に参加不可能だ。まじ、ざまぁ。

「ジョーロ君、とてつもない小物臭が漂っているわよ？」

「漂ってねぇし！　別にいつも通りだし！」

「そうね。確かに、貴方あなたはいつも小物臭に満みち溢あふれているわ。ふふっ」

　腹立つわー。パンジーの奴やつ、ニヤニヤしながら人をからかってきやがって……。

　なんで、いきなり上機嫌になってるんだっつーの。

「あははは！　ほんっと、ジョーロっちと菫すみれ子こっちは、いつも変わらないっしょ！　……じゃあ、うちも座らせてもらうね。失礼しまーすっと！」

　チェリーが、我が物顔でサザンカの隣のパイプ椅子に着席。

　以前に、『ヨーキな串カツ屋』の事務所にやってきた姿を思い出させる。

「では、俺も失礼する」
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　続いて、フーちゃんが俺の隣に着席した。

「んじゃ、自己紹介をするっしょ！　うちは、唐とう菖しよう蒲ぶ高校で生徒会長をやってる桜さくら原ばら桃もも！　チェリーって呼んでね！　今回は、みんなの屋台を手伝いに来たっしょ！」

「助かります、チェリーさん」

「いいよぉ～！　屋台とかメチャ面白そうだし、ジョーロっちには、『今度ちゃんとお礼をする』って約束したからね！　その借りを返しにきたってわけさ！　あ、こっちの生徒会のことは心配しないでね！　ちゃんとリリスっちに全部押しつ……任せてきたっしょ！」

　押し付けたんだね。頑張れ、リリス。また、男装して襲ってくるのは勘弁な。

「唐とう菖しよう蒲ぶ高校野球部の特とく正しよう北きた風かぜだ。よろしく頼む」

「フーちゃんも来てくれて、サンキューな」

「気にするな。西にし木き蔦づた高校に行く機会など、練習試合以外だとそうはないからな。最近、あまり奴やつに会えてなく……むっ。以前から、屋台を全力でやってみたいと思っていたのだ」

「そ、そっか。一応、電話で伝えたと思うが、うちの野球部のメンバーは敵チームで……」

「なに、顔が見れるだけでじゅうぶ……むっ。地区大会の雪辱戦ができてちょうどいい」

　フーちゃん、「むっ。」しまくりである。

　なんで、こんなイケメンがあんなアホに恋心を……世の中ってのは、不思議なことが多い。

「……なんか、あんたとは気が合いそうね。あたしは、真ま山やま亜あ茶さ花か……サザンカって呼ばれてるわ！　よろしくね！　えーっと……、フーちゃんでいいのよね？」

「うむ。それで構わん。俺も理由は分からんが、貴様とはやけに気が合うように思える」

　うん、そうだね。俺もサザンカとフーちゃんは、すっげぇ気が合うと思うよ。

　恋愛とか友情を超えた何かが、君きみ達たちにはあるよね。

　さて、チェリーとフーちゃんの自己紹介は終えたわけだが、まだ一人、自己紹介をしていない奴やつがいる。それが、誰かという話だが……

「ヒイラギ。あんたも早く自己紹介しなさいよ」

「わ、我もぉ!?　で、でも、知らない人なのだ！　怖いのだ！　恐ろしいのだ！」

　サザンカにピッタリとくっついて震えている、ヒイラギに他ならない。

「いい加減にしなさい！　あんたがそんな調子じゃ、始まるものも始まらないでしょ！　ほら！　さっさと自己紹介をする！」

「ひっ！　わ、分かったのだ！　やっぱりこわくない亜あ茶さ花かちゃんは、カルシウム不足なのだ。…………わ、我は……、元もと木き智ち冬ふゆ……なの……だ……」

　サザンカに促されっていうか、怒られてすごすごと自己紹介をするヒイラギ。

　逃げ出さないだけ、よしとしよう。

「うぅっ！　怖かったのだ……。でも、ちゃんと自己紹介したのだ！　こわくない亜あ茶さ花かちゃん、我、頑張ったのだ！　褒めてほしいのだ！」

「分かったわよ、偉い偉い」

「ふふぅ～ん。もっと褒めるのだぁ～」

　勝手に、気が合わなそうとか決めつけはよくなかったな。

　マジで、サザンカが仲間になってくれて良かった……。

「あー……、あははは。なんか随分変わった子だね。……ジョーロっち」

「その辺の事情も、この後説明します……」

　チェリー、そんなに引いた笑いをしないでくれ。

　一応、そいつが俺おれ達たちのメインウェポンなんだ……。

　ともあれ、色々とあったが、これで俺おれ達たち……ヒイラギチームもメンバーが揃そろった。

　ヒイラギ、俺、パンジー、サザンカ、フーちゃん、チェリー。人数的にも戦力的にも不利なのには未いまだ変わりはないが、それでもこの六人でツバキ達たちに挑んで勝つしかない。

「……あ、そうだ。パンジー。申込用紙だけどよ、一応チェリーさんとフーちゃんの名前も書いといてくれ。名前の書いてないメンバーは参加不可って言われても困るしよ」

「ええ、分かったわ。ちゃんと、メンバー全員の名前を書いて、私が責任を持ってコスモス先輩に提出しておくから安心してちょうだい」

　なぜ、ここまで丁寧に言うのかは知らんが、まぁいいか。

　そんなことよりも、このメンバーでどうやって向こうに勝つかを考えなくては！

　そうじゃねぇと、俺はとんでもない命令を……あぁ、考えただけで恐ろしいっ！




　事務所でテーブルを六人で囲み始まった、第一回焼鳥屋ミーティング。

　場所とメンバーは違うが、どこか以前に俺が所属していた生徒会の雰囲気が思い出される。

　あの頃は、コスモスが生徒会長として会議を取り仕切ってくれていたが、今はいないので、

「じゃあ、まずは役割分担から決めるっしょ！」

　もう一人の生徒会長さんの力を、頼らせてもらうことにしよう。

　さすが、こう見えても唐とう菖しよう蒲ぶ高校で生徒会長をやっているだけあるな。

　ミーティングになったら、アウェイな状況でも取り仕切ってくれるのは非常に助かる。

「うちは屋台をやったことがないから分からないんだけど、どんな役割があるかな？」

「「チェリーさん、それならここに資料が……」」

　と、そこで声をハモらせて、鞄かばんから何やら紙を取り出したのは、サザンカとフーちゃんだ。

「うわぁ！　二人とも準備がいいね！　うしし！　そんなに、やる気満々だったのかな？」

「たまたま！　たまたま偶然運のいいことに資料を見かけたから、持ってきただけです！」

「俺も、たまたま偶然運のいいことに資料を見かけたので、持ってきただけです」

　分かってるよ。たまたま偶然運のいいことに資料を見かけただけなんだろ？

　勘違いなんてしないさ。あくまで、ついでなんだろ？

「オッケー！　なら、二人の資料を見つつ……うん！　大まかな役割は三つ！　調理、会計、接客か！　あー、でも会計は二人にして、お金をもらっておつりを渡す人と、商品の受け渡しをする人の二人のほうがいいかな！　最悪、一人でできることも考えると……最低でも、三人は常にお店にいるとよさそうっしょ！　ってわけで、希望がある人は言ってね！」

「桜さくら原ばら先輩、それなら私は会計をやります。図書室の受付……と少し違いますが、共通する点もあると思うので」

　そうだな。パンジーは、そこについてもらうのが一番いい。

　図書室でも、受付に押し寄せた生徒達たちをさばく速度、はんぱねぇし。

「それと、何かアクシデントが発生した時にも備えて、一人二種類の役割ができるようにしたほうがいいと思います。会計と接客は、いざとなればぶっつけ本番でもなんとかなるとは思いますが、焼鳥を焼くのは事前に練習が必要でしょうね」

　なんか、今回のパンジー……すごくね？

　夏休みに俺に内緒で進めていた勝負の時と同じくらい、勝利にこだわっている気がする。

「うん！　うちも賛成！　だから、ヒイラギっち以外に二人、焼鳥を焼ける人がいたほうがいいと思うっしょ！　その担当になった人は、ヒイラギっちから教わる方向で！　……で、それが誰かって話だけど……」

「あ！　あたし、やりたい！　ヒイラギからも教わる約束してたし！」

「了解っしょ！　なら、一人目はサザンカっちに決定で、二人目は……、焼鳥って火を扱って危ないし、丁寧な作業が必要だから……うん！　仕方がない！　ここは、うちが──」

「フーちゃんに頼みましょう」

「ジョーロっち、どういうことっしょ！」

　チェリーっち、そういうことっしょ。

　君、焦あせると色々とやらかすでしょ？　だから、常に冷静沈着なフーちゃんのほうがいい。

「俺か。……分かった。ならば、全力で臨ませてもらおう」

「じゃあ、一緒にヒイラギから教わるわよ、フーちゃん！」

「うむ、任せろ。サザンカ」

　君きみ達たち、仲いいね。

　西にし木き蔦づたの生徒だと、たんぽぽ以外ではフーちゃんがアダ名呼びする女子は初だぞ。

　これが、ツンデレッシュシンパシーか……。

「うぅ～！　なんか納得いかないっしょ……。じゃあ、うちは細かな計算が必要になってくる会計の手伝いを──」

「チェリーさん、俺が商品の受け渡しと、パンジーの手伝いで会計をやります」

「ジョーロっち、どういうことっしょ！」

　チェリーっち、そういうことっしょ。

　君、こないだの買出しでも、買い忘れとかうっかりがあったでしょ？

　お金を扱うところでのうっかりは、とっても危ないからね。それを阻止するためだよ。

「うち、この中で一番年上なのに……」

　っていうかね、君は接客が一番向いてると思うんだよ。

　ほら、大きな声でお客さんを呼ぶのとか得意そうじゃん？

「となると、私とジョーロ君は、主に会計。状況に応じて接客。桜さくら原ばら先輩は、常に接客。元もと木きさんは、常に調理。特とく正しよう君とサザンカは、臨機応変にそれぞれの役割にあたる形かしら？」

「そうだな。ただ、問題は……」

　言葉と共に、俺は視線をとある人物の方向へ。すると、他のメンバーも俺の意図を感じ取ったのか、全員で一人の人物に視線を集中させている。

「はぁ～！　何もしなくても、話がドンドン進んでいくのだぁ～！　すごいのだぁ～！」

　この能天気さったらね。すげぇ嬉うれしそうに焼鳥を食ってるよ……。

　こいつが言い出した勝負なのに、ここまで他ひ人と任まかせというのもすごい話だ。

「ねぇ、元もと木きさん。貴女あなたには当日、焼鳥を作る役目についてもらおうと思っているのだけど、大丈夫かしら？」

「もちろんなのだ！　ちゃんと焼鳥、作れるのだ！」

　なんと信用できない言葉であることか……。

「ちなみに、大勢の人が来る可能性もあるのだけど、それも問題ないかしら？」

「大丈夫なのだ！　我、逃げ足には自信があるのだ！」

　おかしいな。懸け念ねん点てんをつぶそうとしたら、懸け念ねん点てんが増えたぞ？

「これは、重症っしょ……」

「中々、難しそうだな」

　ちなみに、パンジーとサザンカは言わずもがな、チェリーとフーちゃんもすでにヒイラギの人見知りの件は知っている。ミーティングの前に俺から説明した。

　最初は、「それぐらい、大したことないっしょ！」と楽観的だったチェリーが、このドン引きした表情だ。事の重大さを理解してくれたかと喜ぶべきか、絶望すべきか判断に困る。

「あ、あのさ……、ヒイラギっち。お客さんからは逃げないで、ちゃんと歓迎しないと……」

「ひっ！　我に話しかけちゃダメなのだ！　ジョーロに話すのだ！」

「あちゃぁ～。参ったな……」

　チェリーに話しかけられ、俊敏な動作で事務所の端へと逃げ出すヒイラギ。サザンカとすんなりと仲良くなれたから、チェリーも大丈夫かなと思ったが、それは甘い見通しだったようだ。

「……ふむ、ジョーロよ。これは一度どこかで、練習試合をしたほうがいいのではないか？」

「練習試合？　どういうことだ、フーちゃん」

「なに、野球と同じだ。俺おれ達たちはすぐさま本番の試合というわけではなく、その前に練習試合を挟む。目的は多々あるが……その中でも特に重要なのは、実際の試合と同じ形式でやることによって、本番でも全ての力を発揮できるようになること。だから、この女……元もと木きにも、すぐさま本番とはいかず、まずは別の場所で、屋台を運営する機会を与えてはどうだという話だ」

　なるほど。ようするに、リハーサルってことか。

　いい案だ。ヒイラギはもちろんだが、俺おれ達たち五人も、屋台の経験がある奴やつなんていない。

　強いて言えば、俺が以前に売り歩きの手伝いをしたことがあるが、それはあくまでも売り歩きなので、屋台の業務はまるでやっていない。

　だったら、一度どこかで屋台を出してみるってのはありだろう。

「私も特とく正しよう君に賛成よ。それと、このままだと仮に元もと木きさんの問題が解決しても、ツバキ達たちに勝つのは難しいと思うわ。だから、何か手段を考えないと……」

　そうなんだよなぁ～。パンジーの言う通り、ヒイラギの人見知り問題が解決するだけじゃ、ツバキ達たちに勝つことはできない。

　ツバキ達たちと俺おれ達たちの間にある絶対的な差。……それは、集客力だ。

　体育祭でやってくるお客さんは、ほとんどが生徒とその保護者達たち。

　となると、必然的に校内の人気者がいればいるほど、集客にもつながっていく。

　だが、悲しいことに俺おれ達たちの中で『人気者』という面で、ツバキ達たちにかろうじて対抗できるのは、サザンカだけ。他のメンバーは、まるで歯が立たない。

　チェリーとフーちゃんは……、根本的に他校の生徒だしな。

「元もと木きさん。私わたし達たち、本番前に一度どこかで屋台を出してみたいのだけど、可能かしら？」

「お兄ちゃんに聞いてみるのだ！　前まで、よく一緒に屋台を出してたから、きっと出せるのだ！　我はいつも、屋台の裏に隠れて焼鳥を焼いていたのだ！」

　表で焼けや。あれは作るっていう演出を見せる上でも、すっげぇ重要なんだぞ。

　本番も裏で焼こうとしたら、どうしてくれようか……。

「ならこの後は、ジョーロ君と私と桜さくら原ばら先輩で、どうやってツバキの店よりも人を集めるか、売上を出せるようにするかを考えて、サザンカと特とく正しよう君は、元もと木きさんから焼鳥の作り方を教わりましょ。……それでいいかしら、元もと木きさん？」

「大丈夫なのだ！　こわくない亜あ茶さ花かちゃんと、静かなとくしょー君に教えるのだ！」

　どうやら、ヒイラギ的にチェリーはアウトだけど、フーちゃんはセーフらしい。

　何となく理由は分かるけどね。フーちゃんの無害っぽさ、やべぇもん。

「うち、何もしないのに……」

　わざわざ手伝いにきてくれたのに、なぜだか残念なポジションのチェリーである。





※






　その後、時間が遅くなってきたこともあって、第一回打ち合わせは終了。

　続きは、また明日ということになった。

　すでに日も落ちて、やや肌寒い帰り道……

「当面の問題は、やっぱり元もと木きさんね。彼女の力が十分に発揮できないと、ツバキには絶対に勝てないわ」

　俺の隣を歩くパンジーが、淡々とそう言った。

　あれから、サザンカとフーちゃんがヒイラギから焼鳥の焼き方を教わりはしたが、やはり技術が大きく絡からむようで、まともな商品になる物は完成せず。

　このまま練習を積めば、ちゃんとした焼鳥を焼けるようになるだろうが、それでもヒイラギの域に辿たどり着つくのは難しいだろう。

　なので、二人が焼鳥を焼くのは、本当にどうしようもなくなった時だけにして、基本はヒイラギに作ってもらおうとした……のだが……

『万恥に値するのだ！』

　と、よく分からん造語と共に、涙目で嫌がられた。

　なんとかサザンカのせっきょ……こほん。説得によって、リハーサルではヒイラギが焼鳥を作ることになったが、果たして最後までやり切れるのやら……不安だ。

　それに、他の問題もまだ山積みだ。俺とパンジーとチェリーで、集客の作戦を立てはしたのだが、思いついたことなんてビラ配りと声出しくらい。これだけじゃ、ツバキ達たちに勝てない。

　なんせ向こうには、ビラ作りが大得意なあすなろがいて、声出しに関してはひまわりや野球部のみんながいる。つまり、どちらも圧倒的にこちらより優秀なのだ。

　ほんと、とんでもない連中を相手にする羽目になっちまったよな……。

「ねぇ。ジョーロ君。一つ聞いてもいいかしら？」

「なんだよ？」

「どうして、貴方あなたは元もと木きさんのお手伝いをしてるのかしら？　なんだか貴方あなたの様子を見ていると、とても自分の欲望のためだけに行動しているとは思えなかったのだけど？」

　ち。相変わらずの察しの良さだな。

「……借りを……いや、恩を返したいんだよ」

「恩？」

「ああ。なんやかんやで世話になった恩があるからよ、今回のことは、そいつを返す絶好の機会なんだ。……だから、俺はヒイラギの手伝いをしてる」

「そう」

　何とかして、ヒイラギの人見知りを治してやりたい。

　それが、今回の俺の最大の目的だ。すぐに全部とまではいかなくても、今度のリハーサルで少しくらい改善されるといいんだけどな……。

「ちなみに、てめぇはなんで、そんなにやる気があるんだ？　普段だったら、ありえねぇだろ。てめぇがここまで力を入れて、こんなことに参加するなんて……」

「あら、そうかしら？」

「そうだよ」

　やけに弾んだ声をあげるのが、またおかしい。

　今日の話し合い……っていうか、ヒイラギの店に参加することが決まってからずっとなのだが、圧倒的に不利な状況にもかかわらず、パンジーは楽しそうなのだ。

「前々から憧れていたのよ。お友とも達だちと一緒に、集まって協力して何かをやるということにね」

「てめぇが？」

「…………ええ。私が、よ」

　なんだよ、今のよく分からない間は？

「だったら、なんで最初からツバキのチームに入らなかったんだ？　向こうにだって──」

「そんな簡単なことも分からないの？」

「……悪かったよ」

「ジョーロ君、それじゃないわ」

「…………一緒に、屋台を頑張ろうな」

「ええ。喜んで」

　口元だけを緩ませて、淡々と俺を見つめるパンジー。

　本当にこいつは、いつも真まっ直すぐに気持ちをぶつけてくるから厄介だ。

「少し、寒くなってきたわね」

　通りを吹き抜ける一筋の風。同時に漏れた、パンジーの甘えるような声。

　なんでこいつは、いちいち分かりづらい言い回しをするんだっつーの。

「なら、対策をとりゃいいだろが」

　だから俺も、つい中ちゆう途と半はん端ぱな言い回しで返事をしてしまう。

　ま、んなことをしても、どうせパンジーには筒抜けなんだろうけどな。

「いいの？」

「俺もちょうど寒いと思ってた」

「気が合うじゃない」

　穏やかで落ち着いた、どこか心地のいいパンジーの声。同時に行われる寒さ対策。

　手に感じる微熱が、腕を伝ってあっという間に顔まで辿たどり着つき、その頃には高熱になってるんだから少々やりすぎな気もするが、まぁいいだろう。

「ジョーロ君も、私のことをだいぶ分かってきたわね」

「てめぇと比べられたら、勝負にならねぇけどな」

「なら、今後も精進してくれるのかしら？」

「んなことしなくても、勝手に進むっつーの」

「ふふふ。……そうね。その通りよ」

　そんな軽口をたたきながら、俺はパンジーを駅まで送っていった。







[image: 第四章　俺の見通しはいつも甘い]
















　どうにか、ギリギリ反則にならないラインの上を歩いて、メンバー集めを完遂した翌日。

　このまま勢いに乗って、どうやってツバキ達たちに勝つか作戦を考えるぞぉ！

　──と、なればよかったのだが……、

「如月きさらぎ君！　お客さんのオーダー、お願い！」

「分かりました！　金かね本もとさん！」

　今日の俺はアルバイト。現在地は、『ヨーキな串カツ屋』だったりする。




「なるほどね！　ヒイラギちゃんと体育祭で屋台勝負をするから、最近のツバキちゃんは何だかいつもと比べてはりきってたのかぁ～！」

　店内の仕事が落ち着いたところで、俺から事情を聞いて納得した声をあげるのは、以前からツバキの店で働いているフリーターの金かね本もとさん。

　さすが、付き合いが長いようで、ヒイラギのこともバッチリ知っている模様だ。

「でも、ビックリだよ！　まさか、如月きさらぎ君がヒイラギちゃんと知り合いだったなんて！」

「今年の地区大会の決勝戦で機会がありまして、そこで少々……」

「そっかそっか！　モッ君……、あぁ、ヒイラギちゃんのお兄さんね！　彼、喜んでたでしょ？　ヒイラギちゃんに友とも達だちができたって！」

「まぁ、それなりに……」

　俺の時より、パンジーとサザンカが店に来た時がすごかった。

　多分、異性の友とも達だちじゃなくて、同性の友とも達だちができたからなんだろうけど。

「ちなみに、如月きさらぎ君はツバキちゃんじゃなくて、ヒイラギちゃんの手伝いをするんだよね？」

「はい。ヒイラギ、まだ全然友とも達だちがいなくて大変そうだったので……」

　ぶっちゃけ他にも理由はあるんだけど、それは内緒の方向で……。

「うんうん！　僕もそっちのほうがいいと思うよ！　……というか、それなら僕からも一つ、如月きさらぎ君にお願いをしちゃおうかな！」

「へ？　金かね本もとさんから？」

　なんだろう？　金かね本もとさんには普段からお世話になりまくってるし、聞けることなら聞きたいが、あまり無茶な要求だと困ってしまう。

「そっ！　あのさ、今回のツバキちゃんとヒイラギちゃんの勝負だけど、何とかしてヒイラギちゃんを勝たせてあげてよ！　もちろん、僕も協力するからさ！」

　ふむ……。ありがたい提案まで混ざっているからウェルカムなのだが……

「どうして、金かね本もとさんがそこまで？」

　普通、ツバキの味方になるよな？　こっちで長いこと働いているわけだし。

「ま、細かいことはいいじゃん！　気にしない、気にしない！」

「……分かりました。俺にできる範囲にはなりますけど、頑張らせてもらいます」

　とりあえず、負けられない理由が一つ増えたな。

「そう言ってくれて助かるよ！　ありがとね、如月きさらぎ君！」

「いえ、金かね本もとさんには普段からお世話になってますから」

「じゃあ、役得ってやつだね！　……っと、そろそろ仕事に戻ろうか！　今日のフロアは結構手が空いてるし、如月きさらぎ君には厨ちゆう房ぼうの洗い物をお願いしていいかな？　偵察がてらね！」

「はい。任せて下さい」




　金かね本もとさんの厚意に素直に甘えて厨ちゆう房ぼうへと向かう俺。

　すると、そこでは……

「あ！　ジョーロだ！　ねね、わたしの作った串カツ、たーべて！」

　満面の笑みのひまわりが、可愛かわいらしい足取りでやってきて、串カツを差し出してきた。

　これが、金かね本もとさんの言っていた『偵察』。ツバキチームのメンバーが、どこで打ち合わせをするかと言われたら、『ヨーキな串カツ屋』以外有り得ない。

　そして、厨ちゆう房ぼうの一部を使って、ひまわりは串カツ練習をしているというわけだ。

「俺は、バイト中なんだが……」

「だいじょぶ！　わたし、いっしょーけんめーがんばったから！」

　何がどう大丈夫なのか、さっぱり分からない。

　ただ、ひまわりが食ってほしいだけじゃねぇか。

「ジョーロ。今日はそんなに忙しくないし、食べても大丈夫かな」

　ツバキの許可が出たなら、素直に従うとするか。

　では、早速……実食っとな。

「うん。美う味まい」

　ひまわりって意外なことに、案外普通に料理ができるんだよな。

「ボクもそう思うかな。これなら、屋台でもちゃんと出せるレベルかな」

「やったぁ！　じゃ、もっと食べて！　いっぱい、作るから！」

　喜んでるのは分かったから、厨ちゆう房ぼうで飛び跳ねるな。

　しかし、ひまわりが調理担当とはな……、この配役は予想外だったよ。

　てっきり、ツバキチームの串カツ作りを担当するのは、料理が得意なコスモスだと思ったが、コスモスは料理の実力ではなく管理能力を重宝されたようで、野球部のキャプテン……屈くつ木き先輩と一緒に会計を担当するそうだ。

　なので、今は事務所で他のメンバーを仕切り、戦略を練るミーティングをしている。

　尚なお、調理の担当者だが、ツバキとひまわり以外にもう一人……、

「くそっ！　こんな串カツじゃダメだ！　ツバキの足元にも及ばない！」

　我が親友、サンちゃんもそこの配役だったりする。

　なんかすげぇ葛藤してるけど……、大丈夫かな？

「サンちゃんの串カツも、十分美お味いしいかな」

「……いや、食ってすぐ分かった。俺の串カツはわずかに固い。恐らくだが、火を通しすぎているんだ……。もっと、ツバキの串カツみたいにジューシーじゃないと……」

「でも、ボクが言ったとおりの時間で揚げて……まさか、サンちゃん……」

「ああ。その、まさかだぜ」

　あのさ、サンちゃん。その不敵な笑い、なに？

「材料によって僅かに異なる、最高の旨うまみを凝縮した刹せつ那なの瞬間を見極める能力ちから……『油の祝福タケミナカタ』。アレを極めるつもりさ」

　なに、その必殺技？　『能力』で『ちから』って言う人、現実で初めて見たよ？

「アレを極めるのに、ボクは五年かかったかな」

「五年か……。いいぜ、やってやるよ！」

「ふっ。サンちゃんは、将来いい串カッツァーになれるかな」

　落ち着け、サンちゃん。

　君はベースボールプレイヤーであって、決して串カッツァーではない。

　そんな着実に、ツバキワールドへ取り込まれないでくれ。

「ねね、ジョーロ！　次はなに食べたい？　わたし、たくさん作るよぉ～！」

「いや、食いすぎると仕事に支障をきたすから、こんぐらいでやめとくよ」

「ぶー！　ジョーロのケチ！」

　知らんがな。

　しかし、ツバキチームは順調そのものだな。

　……果たして、ヒイラギ達たちは大丈夫だろうか？

　今頃あいつらは、『ゲンキな焼鳥屋』に集まって、ミーティングや焼鳥作りの練習をやっているとは思うのだが……不安だ……。

「そうだ、ジョーロ。一つ、お願いがあるかな」

「お願い？　なんだ、ツバキ？」

「今日、あんまり忙しくないから早上がりしてもらっていい？　六時くらいに」

　ツバキの言う通り、今日はとある事情で普段に比べて大分暇だ。

　だから、バイトを早上がりさせるのは理にかなっているのだが……、

「……いいのか？　まだ本当のあがり時間まで結構あるんだが……」

「お願いしてるのは、ボクかな。正々堂々、全力で戦いたいしね」

　ニコリと笑ってウインクをするツバキ。余裕……ってわけじゃねぇな。

　本当に、言葉通りの意味なのだろう。

「分かった。それなら、お言葉に甘えさせてもらうよ」

「ん。よろしく頼むかな」

「ああ。任せとけ。じゃ、洗い物が終わったら、今のうちに清掃もやっておくよ」




　それから、午後六時まで働いたところで、俺のアルバイトは終了。

　今日みたいにお客さんが少ない日が続くとお店の経営が不安になってしまうが、ツバキ曰いわく『二週間もすれば元に戻る』とのことなので、その言葉を信じよう。

　ほんじゃま、事務所で荷物を回収して、『ゲンキな焼鳥屋』に……

「うん！　いいデザインだよ、あすなろさん！　このビラなら、お客さんの気を引くこと間違いなしだ！」

「そうでしょうそうでしょう？　会心の一作ですから！」

　ああ、そうか。コスモス達たちは、事務所でミーティングをやってるんだったな。

　あすなろの作ってきた体育祭で配布する用のビラを見て、嬉うれしそうに笑ってるよ。

　うちのチーム、どうしよう？　まだ、なんも決まってないんだよなぁ……。

「しかし、本当に素晴らしいね。これなら山やま田だと相談して、今度の文化祭……繚りよう乱らん祭さいのビラもあすなろさん……、いや、新聞部の皆に頼むようにしたほうがいいかもしれない」

　ちなみに山やま田だっていうのは会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま田ださん、モブキャラ。以上。

「おや？　ジョーロではないですか！　見てくださいよ、このビラ！　私が作ったんですよ！　どうですか？　すごいでしょう！」

　ひまわりといい、あすなろといい、そんな俺に確認を取らんでもいいだろうに。

「えーっと……、ああ。すげぇいいと思うよ」

　メニューや料金を細かく掲載しつつも、ちゃんとまとまっていて、見やすく分かりやすい。

　全面に押し出された串カツの写真もすっげぇ美う味まそうだし……、こっちの分も作ってほしい。

「やりました！　ジョーロのお墨付きです！」

「俺の言ってることだから、当てにならねぇかもしれねぇぞ？」

「大丈夫ですよ、私が嬉うれしいですから！」

　ポニーテールをゆらして、はしゃぐあすなろ。

　その様子は可愛かわいらしいが、確実に俺おれ達たちを追いつめていると思うとゾッとする。

　これ以上、ここにいると憂ゆう鬱うつになりそうだし、早々に退散したほうが良さそうだ。

「じゃあ、俺はそろそろ行くから……」

「あっ！　ジョーロ君！　私とも少し話を……」

　やめて、コスモス。もう、ひまわりとあすなろの成果を聞いて、大分精神的にキテるんだ。

　ここに君の成果まで加わったら、軽くメンタルがぶっ壊れる。

「いえ、他のみんなを待たせているので……」

「そ、そうかい？　……分かったよ。その……、ジョーロ君もがんばって……ね」

「……はい。ありがとうございます」

　そんな寂しそうな声を出して、無自覚に俺の後ろ髪をグイグイ引っ張らんでくれ。

　別に悪いことをしているわけじゃないんだが、……罪悪感である。

　やっぱり、少しぐらい話を──

「はぁ……。ジョーロ君の予定を確認して、いつならパパとママに挨拶に来られるか、確認したかったなぁ～」

　全力で逃げろぉぉぉぉぉ!!　てめぇは、なんでもう勝った気になってやがる!?

　まじ、ぜってぇ負けねぇからな！





※






　店を出発して、商店街を歩くこと十五分。徐々に見え始める人だかり。

　それは、『ゲンキな焼鳥屋』に並ぶお客さん達たちだ。

　意外かもしれないが、これがヒイラギの焼鳥作りの実力。

　もちろん、オープンしたてという事情もあるが、味がよくなければ客はつかない。

　すでにちらほらと、リピーターまでいるってんだから、ほんと大したものだよ。

　ちなみに、これが『ヨーキな串カツ屋』がいつもに比べて暇だった『とある事情』でもある。

　同じ商店街に新たにできた焼鳥屋。そこに、客を根こそぎ奪い取られてしまったわけだ。

　本来なら、もっと慌てるのだろうが、ツバキは『本店の時も同じことがあったから』と、過去の経験から至って冷静。一時的に客足は減るが、最終的には元に戻るから大丈夫だそうだ。

　店同士だけじゃなく、娘同士もこれぐらい良いい勝負をしてくれれば、と願わずにはいられないが、それは今後の俺おれ達たち次第だ。

　というわけで、大行列のできている店前ではなく、裏口から入店。

　そのまま事務所へと向かうと……

「そっかぁ！　混雑した時に備えて地面にテープを貼っておけば、お客さんの列を整理しやすいんだね！　菫すみれ子こっち、ナイスアイディアっしょ！」

「はい。それとおつりも、出されたお金に応じて出すのではなく、予あらかじめまとめていくつか用意しておけば回転率を上げられると思います。桜さくら原ばら先輩」

　西にし木き蔦づた高校の制服を着たパンジーと、なぜか体操着を着たチェリーという、中々珍しいコンビが戦略について話し合っていた。

　この二人、以前に少々トラブってはいるのだが、お互いにもう気にしていないのだろう。

　そういう切り替えの早さは、女の子のすごいところだよな。

　男だと、一度喧けん嘩かすると結構長引くんだよ……。

「ほんじゃ、明日のリハーサルで実際に試してみるっしょ！　あ、でも、勝手にテープを貼ったら怒られるかな？」

　しかし、さすがホースを擁する、王道ラブコメに強い唐とう菖しよう蒲ぶ高校。

　まさか、体操着がブルマとは思わなかったぜ。着実にお色気枠を進んでいるな、チェリー。

「その辺りは、ヒイラギのお兄さんに確認してみましょう。他にも、私わたし達たちが知らない禁止事項があるかもしれませんし」

「そだねー！　じゃあ、次は……あ！　ジョーロっち！　思ったより早いね！」

「あら、ジョーロ君。アルバイトは終わったのかしら？」

「ああ。今日は暇だったから、早上がりさせてもらったんだ。……他のメンバーは？」

「お待たせなのだ！」

　と、俺がたずねたタイミングで響いたのは、元気なヒイラギの声。

　意い気き揚よう々ようと事務所へやってきた。さらに背後には、サザンカとフーちゃんもいる。

「あ、あの、作ってみたけど、美お味いしくなかったらごめん……」

「……俺は、まだまだだな……」

　サザンカはやや遠慮がちに、フーちゃんは何やらドンヨリとしているのは、ヒイラギが持ってきたでかい皿に乗った焼鳥が影響しているのだろう。

「こっちがサザンカちゃんの作ったやつで、こっちがフーちゃんの作ったやつなのだ！　パンジーちゃん、チェリーちゃん！」

　あれ？　ヒイラギのみんなの呼び方が変わってるじゃねぇか。

　俺がいない間に仲良くなったのだろうが、これはちょっと意外な進歩だ。

「へぇ～！　全部、美お味いしそうっしょ！」

「パンジーちゃん！　我、ちゃんと二人に教えられたのだ！」

「ええ。偉いわよ、ヒイラギ」

「ふふぅ～ん！　もっと褒めるのだぁ～！」

　……よかったな、ヒイラギ。

　今度は勘違いじゃなくて、正真正銘、パンジーはてめぇを友とも達だちだって思ってるよ。

　なんてったって、苗みよう字じじゃなくてアダ名で呼んでるんだからな。

　傍はた目めに見てると、新しいペットができたみたいだけど……まぁ、いいか。

　ほんじゃ、俺も座って焼鳥の試食に参加しよう。

　えーっと、パンジーの隣……はチェリーとヒイラギが座ってるし、正面のサザンカとフーちゃんの間に座るか。ツンツンされないように気をつけつつ。

「ひゃっ！　ちょっとあんた、どこ座ってんのよ!?」

「いや、だってここしか空いてなかったし……」

「き……、気をつけてよね！　ここ、狭くて腕が当たるんだから！」

「悪かったよ……、ちゃんと離れるから……」

「離れろなんて言ってないでしょ！　い、いいわよ！　我慢してあげるから！　特別に！」

　いや、近いって。わざわざ寄ってこなくても、十分近いんだからいいじゃないか。

「えへへ。……やった！」

　あのね、サザンカさん。君は俺の好みドストライクの外見なわけよ。そこに加えて、上品なシャンプーの香りまで漂わせて、嬉うれしそうに笑われると……やっべぇわ、これ。

「俺は、無力だ……」

　上機嫌なサザンカとは対照的に、深く落ち込んでいるフーちゃん。

　そんなに焼鳥作りがうまくいかなかったのだろうか？

　フーちゃんは、言われたことはしっかりとできそうなイメージなのだが……、とりあえず食ってみるか。……はい。パクッとな。

「うん！　美お味いしいっしょ！」

「そうね。サザンカのも特とく正しよう君のも、十分商品になる味だと思うわ」

「俺も賛成だ。どっちも美う味まいぜ」

「ほ、ほんと!?　そ、そこまで言うなら仕方ないわね！　ほら、もっと食べなさいよ！」

「は食べべふる。ひじふぶんんへでは食べべふるから、やめへて」

　サザンカさん、俺の口にグリグリと焼鳥を押し当てないで。

「いや、こんな焼鳥ではダメだ……。元もと木きの足元にも及ばん……」

　どうやら、自分に厳しすぎるフーちゃんは、味の基準がヒイラギらしい。

　それで、こんなに落ち込んでいるのか。

「フーちゃんの焼鳥も、十分美お味いしいのだ！」

「……いや、食べてすぐに分かった。俺の焼鳥はわずかにパサついている。恐らくだが、火を通しすぎているのだ……。もっと、元もと木きの焼鳥のようにジューシーでなければ……」

「でも、我が言ったとおりの時間で焼いて……まさか、フーちゃん……」

「うむ。その、まさかだ」

　おい、フーちゃん。その不敵な笑いはなんだ？

　ってか、このやり取り……さっきもどこかで見たような……。

「材料によって僅かに異なる、最高の旨うまみを凝縮した刹せつ那なの瞬間を見極める能力ちから……『火カのグ恩ツ恵チ』。アレを極めるつもりだ」

　おい、なんかまた変な必殺技が出てきたぞ。

「アレを極めるのに、我は五年かかったのだ」

「五年か……。極きわめ甲が斐いがあるな……」

「ふっ。フーちゃんは、将来いい鳥スタンになれるのだ」

　落ち着け、フーちゃん。

　君はベースボールプレイヤーであって、決して鳥スタンではない。

　そんな着実に、ヒイラギワールドへ取り込まれないでくれ。

　しかしあれだな。ここまでの様子を見る限りだと、俺おれ達たちのチームも比較的順調な気がする。

　焼鳥に関しては、やはりヒイラギが作ったものが頭一つ飛びぬけた味ではあるものの、サザンカ、フーちゃんの作った焼鳥も十分に美う味まい。

　串カツと比較しつつ、味のレベルを言うと、達人級がツバキ、ヒイラギ。上級がサンちゃん、ひまわり、フーちゃん、サザンカ。つまり、ここに関して、両チームに差はない。

　ビラに関しては遅れを取っているが、パンジーとチェリーが考案していた回転率をあげる手段なんてのは、ツバキチームのほうでは聞かなかった話だ。

　この調子なら、案外いい勝負に持ち込め──

「はぁ～！　今日の我は頑張ったのだ！　自分へのご褒ほう美びに、明日はゆっくり休むのだ！」

　明日はリハーサルですよ、ヒイラギさん。

　頼むから、自分が主力であるという自覚を持ってくれ……。

「ヒイラギ、明日はリハーサルよ。貴女あなたに休まれると困ってしまうわ」

「ひっ！　パンジーちゃん……本当にするの？　人、いっぱいいるの……」

　思わず口調が元に戻ってしまうくらい、嫌らしい。

「大丈夫っしょ、ヒイラギっち！　ほら、昨日は怖がってたうちとも仲良くなれたんだしさ、それを来るお客さんともやればいいだけっしょ！　簡単簡単！」

「でも、チェリーちゃんは学校に忘れ物をしたーって大慌てで戻ったり、息を切らせて帰ってきた後、コーラを飲もうとして制服をビショビショにしたり……、怖くない人なの！」

　随分と斬新な方法で、友情を築いているな……。

　それで、チェリーは体操着を着ていたのか。

「きょ、今日はたまたまっしょ！　うち、いつもはもっとしっかりしてるっしょ！」

「そうですね。今日のチェリーさんは、いつもに比べれば随分としっかりしています」

「フーちゃん！　静かにして！」

「……む。すみません」

　チェリーのいつものドジって、いったいどんなことになってるのだろう？

　前に唐とう菖しよう蒲ぶの生徒会の手伝いに行った時も、えぐいドジをしていたが、まさかアレよりひどいドジも存在するのか？

「とにかく！　明日のリハーサルにヒイラギっちの参加は必須！　サザンカっちとフーちゃんが焼鳥を作るのは、あくまでも、ヒイラギっちがお店を離れる時だけっしょ！」

「うえぇぇぇぇ！　じゃ、じゃあ、どこか奥に隠れて焼鳥を作れる場所を用意してほしいの！　そうしないと、死んじゃうの！　知らない人の前で焼鳥作るの、怖いの！」

「ダメ！　焼鳥を作ってるところを見せるのも、重要なパフォーマンスの一つっしょ！　だから、我慢してお店の前で作る！　分かった!?」

「あう。分かったの……。それは、ツバキ以外のお店の人もやってるし……、頑張るの……」

　チェリーの剣幕に押されて、素直に従うヒイラギ。

　だが、不安は払ふつ拭しよくし切きれていないようで、震えながらパンジーの腕にしがみついている。

「大丈夫よ、ヒイラギ。私わたし達たちも傍にいるから怖くないわ」

「パンジーちゃん……」

「それに、ツバキに勝ちたいのでしょう？」

「……っ！　その通りなの！　私、ツバキに勝ちたいの！」

　うまいことツバキをダシにして、ヒイラギのやる気を出させたな。

「よーし！　善は急げなの！　というわけで、ジョーロ！　お願いがあるの！」

　お願いだぁ？　ま、本人がやる気になってるんだし、多少無茶なお願いでも……

「明日来そうなお客さんを、問答無用で闇討ちしてきてほしいの！」

「できるわけねぇだろ！　なんでてめぇは、毎度無茶の許容範囲を突破してくんだよ！」

　明日のリハーサル、不安しか募らねぇ……。
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　──翌日。

　いよいよ、体育祭まで残り一週間となった土曜日の朝。

　今日は、来きたるべき体育祭に備えたリハーサルの日。

　午前七時三十分に『ゲンキな焼鳥屋』の前に向かうと、そこにはすでにパンジー、サザンカ、ヒイラギ、フーちゃんの姿があった。集合時間三十分前に来たんだけどなぁ……。

「あ！　ジョーロ、おはようなのだ！」

　俺の姿を見かけて、パタパタと手を振るヒイラギ。

　まだ朝が早く、閑散として人がほとんどいない商店街だからか、焼鳥屋のユニフォームに身を包んで、やる気満々といった様子。

　他のメンバーは、俺も含めて全員動きやすく汚れてもいい私服だ。

「ああ、おはようヒイラギ。……チェリーさんは、まだ来てないよな？」

「あの人は、何もなければ待ち合わせ十分前には現れる」

「お、おう。そっか……。サンキュー、フーちゃん」

　何もなければ……ね。

　チェリーだと微妙に重みが変わってくるのは、なぜだろう？

「今日は、がんばりましょうね。ジョーロ君」

　グッと両手を握って、やる気アピールをするパンジーは頼もしいのだが……、今日も三つ編み眼鏡かよ……。土曜日なんだし、ここにいる奴やつは全員、てめぇの秘密を知ってるんだし、別にあっちでもいいじゃねぇか……。

「……少々クレームを言いたい気分なんだが、ご理解いただけているか？」

「ご理解いただけているわ。今日の練習では、みんながそれぞれの役割を練習するから、私と一緒にいられる時間が少なくて寂しいのよね？　もう、甘えん坊さんなんだから……」

「すごいな、戦慄するほどに理由がかすってない」

　クネクネすな、おぞましい。

「つまり、今のうちにイチャイチャしようという魂胆ね。ほんと、卑いやしい人なんだから……」

「だから、ちげぇって言ってんだろが！　別にてめぇとイチャイチャなんて、これっぽっちもしたくねぇよ！」

「すぐに怒ってばかりだと、ただでさえ少ない脳細胞が、死滅してしまうわよ？」

　まじ、こいつの余計な毒舌、ほんと嫌い！

　なんで朝っぱらから、俺はこんなにストレスをためにゃならんのだ？




「はぁはぁ……。や、やっほー！　みんな、早いね！　お、おはようっしょ！」

　それから三十五分後、待ち合わせ時間を五分過ぎて、やや気まずい笑顔で現れたチェリー。

　許容範囲の遅刻ではあるのだが、いったいなぜ遅刻を……

「いやー！　朝ごはんが、小骨の多い魚でさ！　電車、一本乗り遅れちったっしょ！」

　理由が斬新過ぎるわ。

「……以前のスペアリブよりはましだな……」

　朝からディナー級だな。

　チェリーの家の朝飯に、ちょっと興味が湧いた。

「でも、遅れた分はこれから取り戻すっしょ！　ねぇねぇ、みんな！　うちね、お客さんを呼ぶのに一ついいアイディアを考えたんだ！」

「へぇ、どんなアイディアですか？」

「ふっふっふ！　ジョーロっち、よくぞ聞いてくれたっしょ！」

　聞かなきゃ話が進まないですし。

「じゃじゃぁ～ん！　これを着れば、バッチリっしょ！」

　そう言って、チェリーが意い気き揚よう々ようと取り出したのは、図書室閉鎖危機の時にも用意していたメイド服……なのだが、以前とは別の物だ。……なんか、露出が多い。

　胸元はパックリ開いてるし、スカートの丈も大分短め。

　俺としては是非、誰かに着てもらいたいが、かなり恥ずかしいやつじゃないか？

「これを着ればお客さんが沢山来ること間違いなしっしょ！　全部で二着持ってきたから、うち以外の誰か二人に……」

「あ、あたし、そんな服着ませんからね！　恥ずかしい！」

「私も嫌です」

「ム、ムリなのだ！　そんな服、恥ずかしいのだ！」

　当然のように、女性陣から大量のクレームが飛んできた。

　ついでに、チェリーも自分が着るのは嫌なようで、ちゃっかり自分を省いている。

「俺とジョーロは、サイズ的に合ってないですね」

　俺らは含めんでいい。俺おれ達たちがこんなんを着てたら一大事だぞ。

「え～、みんな、ツバキっちに勝ちたくないのぉ～？　うちはやるからには、絶対勝ちたいけどなぁ～。うしししし！」

「そ、そうかもしれないけど、そんな格好なんて、あたし……」

「サザンカっちなら、きっと似合うよ！　それに、ジョーロっちだって、サザンカっちが着てるところを見たいと思うんだけどなぁ～」

　チェリー。いきなり、俺に振らんでくれ……。

「あ、あんた！　どういうつもりよ!?」

「何も言ってねぇだろが！　んな格好見たくなんて……」

「なんで見たくないのよ！」

「すみません」

　無慈悲な理不尽である。

「桜さくら原ばら先輩、念のため確認しておきたいのですが……」

「んー。なーに、菫すみれ子こっち？」

「絶対に勝ちたいのでしたら、もし私わたし達たちに事情があって誰もソレを着られない場合は、貴女あなたがその服を率先して着ると思っていいでしょうか？」

「もっちろん！　ま、そんな理由があるならだけどねぇ～！　うししし！」

　あ、これ、チェリー詰んだわ。

　なんで、口くち喧げん嘩かでパンジーに勝てると思えちゃったんだろう、この子。

「本番の体育祭では、私わたし達たち西にし木き蔦づた高校の生徒は、屋台だけでなく体育祭の出場があります。その際、必然的に体操着を着ることになるので、屋台でも同じ格好になるかと」

「……あっ！」

　そうだね。至極まともな理由で、その通りだね。体育祭は土曜日にやるから、唐とう菖しよう蒲ぶ高校のフーちゃんとチェリーも手伝いに来れるけど、種目には出ないからね。俺おれ達たちは出るけど。

「そ、それなら、種目に出ない時に着替えれば……」

「そんなことをしている余裕が、人数的にギリギリの私わたし達たちにあると思いますか？」

「な、なさそうっしょ……」

「つまり、私わたし達たちには事情があって、誰も着ることができません」

「い、いやー、それなら仕方ないっしょ！　じゃあ、この話はなしって方向で──」

「絶対に勝ちたいのですよね？」

「うっ！　そ、その通りっしょ……」

「では、そういうことで」

「……分かったっしょ……」

　結果、チェリーが一人で露出の多いメイド服を着ることになったと。

　よかったな、お色気枠として活躍できるじゃないか。おめでとう。そして、ありがとう。

「フ、フーちゃん！　その、もう一着あるから、よかったらうちと一緒に……」

「サイズが合っていないので、難しいですね」

　サイズが合っていたら着る、鋼はがねの精神について尋ねたい気持ちでいっぱいだ。

「うぅ……。こうなったら、どうにかサザンカっちを言いくるめて当日は……」

「き、着ませんからね！　あたし、絶対に着ませんから！」

　チェリーはまだ何か企たくらんでいるようだが……、うん、俺は応援してるぞ。

　頑張れ、チェリー。……ほんと頑張れ！

「それじゃあ、みんな揃そろったことだし、準備を始めましょ。……ヒイラギ、大丈夫？」

「だ、大丈夫なの！　私、がんばるの！」

　若干、体が震えているが……まだ人もほとんどいないし、大丈夫ってことか。

　その後、パンジーの仕切りの元、俺おれ達たちは屋台を開店する準備を整え始めた。
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　午前九時四十五分。商店街の一角に屋台を構えた俺おれ達たち。

　さすがに、学生だけで屋台をやるなんてのは、色々と危険だったので保護者同伴。屋台から少し離れたところに、ヒイラギに友人が沢山できたことで、感涙するヒイラギ兄がいる。

「ふぅ。これで、どうにか形になったわよね、パンジー！」

「そうね、サザンカ。予想以上に時間がかかったから、当日までにちゃんと設営の手順を覚えておかないといけないわ」

　二人の言う通り、屋台の設営というのは大変だった。

　予想以上に、屋台の組み立てが手間だったんだよ。

　それが分かっただけでも、リハーサルをやった甲か斐いがあったというものだろう。

「じゃあ、予定通りの配置でいきましょ。初めは、私とジョーロ君がお会計。ヒイラギとサザンカが調理、桜さくら原ばら先輩と特とく正しよう君が接客ね」

「うぅ～！　こうなったら、やけっしょ！　やってやるっしょ！」

　全員が頷うなずく中、顔を赤くして叫ぶのはチェリーだ。

　他のメンバーが、汚れても構わない動きやすい格好をしている中で、一人だけやけに露出の多いメイドさんというのは、すごい存在感だな。

　その姿を見て、役得だなと思いつつも俺が冷静なのは、うさちゃんではないというのが大きな要因となっているだろう。せめてうさ耳があれば……。

「サ、サザンカちゃん！　我は応援をしてるから、頑張ってなのだ！」

「ちょっとヒイラギ！　あんた、何しゃがんで隠れてんのよ！　あんたがメインで焼いて、あたしは箱詰めとかの補佐でしょ！」

　徐々に人が増え始めたことが原因で、焼き台のほうからはすでに臨界点突破寸前のヒイラギが、全身を震わせて今にも逃げ出しそうだが、口調が保てているのでまだ大丈夫だろう。

　頼んだぞ、サザンカ……。

「じゃあ、焼鳥がいくつかできたら、お客さんに声をかけるから合図をよろしくっしょ！　フーちゃんは、できる限り女の子に声をかけてね！」

「分かりました」

　店前も、チェリーとフーちゃんがそれぞれ客寄せする準備を万端にしている。

　今のところ、うまくいきそうではあるのだが……

「パンジー、てめぇの見立てだと、当日の勝負はどうなると思う？」

　ヒイラギに聞こえない小さな声で、パンジーへ確認。

　すると、僅かに体を寄せてパンジーも小さな声で俺に語りかけてきた。

　清涼感のある優しいパンジーの香りが、ほんのりと俺の鼻孔を刺激する。

「そうね。最初がポイントだと思うわ」

「どういうことだ？」

「お客さんが増えれば増えるほど、ヒイラギは機能しなくなる。だから、今日のリハーサルでも、お客さんが少ない間にできる限り焼鳥を作ってもらって、お客さんが沢山来るようになったら、一度特とく正しよう君と交代してもらったほうがいいわ」

「なるほど、な。そりゃ、その通りだ」

　まだ、朝が早いから人は少ないが、正午あたりの商店街は、かなりの人がやってくる。

　そこで、屋台に客が押し寄せた場合は、ヒイラギを一度下げるってことか。

「けど、さすがにヒイラギからいきなりフーちゃんとサザンカに交代したら、味が……」

「大丈夫よ。その時に備えて、昨日のうちにヒイラギに後は焼くだけの状態まで仕込んでもらった焼鳥が、そこのダンボールに入っているから。焼き方で差は出てしまうけど、十分商品として使えるわ」

　そう言ってパンジーが示したのは、屋台の裏にある積まれたダンボール。

　そこまで、対策済みってことか。

　なんというか今回は本当に、パンジーにおんぶにだっこだな……。

「へぇ。本当に屋台を出してるかな」

　と、そこで一人の少女が俺おれ達たちの屋台の前に現れた。私服姿のツバキだ。

「ツバキ……、なんでここに？」

　同じ商店街に店を構えているわけなのでいてもおかしくはないが、まるで初めからここに来るかのような口振りなのは……、

「昨日、パンジーから体育祭のリハーサルをやるって聞いたかな」

　パンジーが伝えていたのか。

　まぁ、別に知られて困ることでもないし構わないか。

「ツ、ツバキ！　主は、何をしにきたのだ!?　まさか、我に会いに……」

「そんなわけないかな。ただ、様子を見にきただけ」

「つまり、我を恐れているということか。クックック……」

　この人、さっきまで店を出すことにビビりまくっていた奴やつと、同一人物なんだぜ？

「どっちかって言うと、ジョーロとパンジーを警戒してるかな。まさか、フーちゃんとチェリーさんをメンバーに加えるなんて、思ってもみなかったし」

「ふっ。我の手にかかれば、その程度、造作もないのだ！」

　そうだね。君、何もしてないもんね。

　俺だよ、俺。二人を誘ったの。

「ツバキよ、負けを認めるなら今のうちなのだ。今、主が素直に負けを認めれば…………我は人前で焼鳥を焼かずに済むのだ！　お願いします！　負けを認めて下さいなのだ！」

　おい、後半。

「認めるわけがないかな。前から言ってるでしょ？　周りに甘えてばっかりで、自分の力で解決しようとしない奴やつがボクは大嫌いだし、負けるわけがないって」

「ぐぬぬぬぬ……っ！　無駄な抵抗を……っ！」

　してるのは、君だからね？

「サザンカちゃん！　焼鳥、焼きあがったのだ！　箱詰め、お願いなのだ！」

「わっ！　分かったわよ……。そんな急せかさないでよ」

　とりあえず、今はツバキの登場に感謝しよう。

　ヒイラギが、ツバキに触発されてすげぇやる気になってるし。

　恐らくだが、パンジーはこれを狙ってツバキに今日のことを伝えたんだろうな。

「その……、来てくれてサンキューな、ツバキ」

「ん。それと、折角だし一つもらっていいかな？　お金はもちろん払うかな」

「ありがとう。三〇〇円よ」

「ほい、これが商品だ」

　焼鳥が五本入ったパックを俺がツバキに手渡し、パンジーがお金を受け取る。

　すんげぇ形相でツバキを睨にらんでるヒイラギは、完全に無視されている。

「サザンカちゃん！　我、まだまだ焼けるのだ！　ドンドン焼いていくのだ！」

「だー！　分かったってば！　大体、そんな急いだって一度に焼ける本数は……って、はやっ！　ヒイラギ、あんたこんな手て際ぎわ良く焼鳥を作れるの!?」

「当然なのだ！　我、頑張るのだ！」

　今はやる気満々のヒイラギだが……、頼むぞ。そのままできる限りもってくれ……。

「じゃ、ボクはお店があるから行くかな。バイバイ」

「ええ、またね。ツバキ」





※






　──一時間後。

　午前十一時三十分、大分商店街も賑にぎわってきて、屋台にやってくる人も増えてきた。

　今のところは、非常に好調。商店街に屋台が出店している……というのは珍しくないのだが、そこに『高校生が』という項目が追加されたことで、注目を集めている。

　もし、本番もこの調子だったら…………見えたぞ！　俺の大いなる青春ジュブナイル……、合法ハーレムがこっちに向かってクラウチングスタートの構えをとってやがるぜ！

「へぇ～。体育祭で屋台を出すから、そのリハーサルなんだね！　うちの息子と、得意先のお嬢様も、西にし木き蔦づた高校に通ってるんだよ！」

　と、このように、お客さんによっては声をかけられることもあるぐらいだ。

　みんな声をかけられているが、特に話しかけられているのは、店前で列整理と声出しをやっているチェリーだろう。まぁ、格好が格好だしな。

　別段、変なお客さんが来ているわけではないのでいいのだが、問題は……

「うわぁ。若いのに、こんな立派に焼鳥が焼けるなんて、大したものだね！」

「あ、あははは……。ありがとうございます。ほら、ヒイラギも……」

「ひっ！　わ、私に話しかけちゃダメなの！」

　焼き台の前に立つ、ヒイラギだ。声をかけられる度にサザンカが対応しているが、ヒイラギとしては話しかけられる時点で、恐怖以外の何物でもないのだろう。

「人が沢山なのぉ～……。怖いのぉ～……。ヒイラギエマージェンシーなのぉ～……」

　本人的には、エマージェンシー緊急事態らしい。

　普段なら焼鳥屋で働いている時はやけに仰々しい口調のくせに、今は本来の弱々しい口調。

　つまり、それだけ余裕がないってことだ。実際、涙目で焼鳥を焼いてるし……。

「ヒイラギ！　あとちょっとだけ、がんばりなさいよ！　そしたら……」

「うぅぅ。死んじゃうのぉ～……」

　隣に立つサザンカの言葉を聞く余裕もないようで、フラフラし始めた。

　こりゃ、そろそろ……

「特とく正しよう君、ヒイラギと交代してちょうだい」

「む？　俺か？　……分かった」

　パンジーもヒイラギの限界を悟ったようで、フーちゃんへと指示を出す。

　いつでも指示が聞こえる、屋台の近くにフーちゃんを立たせていたのは、すぐにヒイラギと交代できるようにするためでもあったのだろう。

「元もと木き、交代するぞ。一度休め」

「あ、ありがとうなの！　恩を着るの！」

　慌てているのは分かったが、恩に着ような。

　って、はや！　フーちゃんに声をかけられた瞬間、即座に屋台の裏に逃げやがった！

「こ、怖かったの！　知らない人ばっかりなの！　……はぁ～、これで安心なのぉ～！」

　昨日のうちに仕込んだ焼鳥の入ったダンボールの隣で、お気に入りの膝を抱きかかえる姿になり、安あん堵どの息を吐いている。これ、当日大丈夫か？

「ジョーロ君、貴方あなたは一度お店の前で桜さくら原ばら先輩のお手伝いをしてちょうだい。サザンカは、私の隣で商品の受け渡しをお願い。特とく正しよう君、一度焼鳥は貴方あなたに任せるわ」

「お、おう！」

「分かったわ！」

「うむ。任せろ」

　焼鳥は作り置きがある分、フーちゃん一人に任せて、他の穴を埋める戦法か。

　サザンカではなく、俺を店前に出したのは、アルバイトで接客業をこなしている俺のほうが向いていると判断したからだろう。

「チェリーさん、こっからは俺も手伝います」

「あ、ジョーロっち！　ありがと！　じゃあ、一緒にがんばるっしょ！」

「……まずいわ」

　と、そこでパンジーが何かに気づいたのか、普段よりも俊敏に立ち上がり、店の奥で震えているヒイラギのほうへと体の向きを変えた。

「ヒイラギ、一度そこから──」

「ねぇ、君。さっき焼鳥を焼いてた子だよね？」

　が、時すでに遅し。

　パンジーの言葉が届くより先に、一人のおじさんが屋台の裏にいたヒイラギへと声をかけた。

　先程、『息子と得意先のお嬢様が西にし木き蔦づた高校に通っている』と言っていたおじさんだ。

「ひっ！　ひゃ！　ひにゃぁ！」

「うわっ！　だ、大丈夫？」

　突然、声をかけられたことに驚いたヒイラギは、思い切りその場に尻餅をついた。

　まずい……。おじさんは心配そうに見つめているが、ヒイラギにとっては……

「だ、だ、だ……じょ、ぶ、なの……」

　おおっ！　ヒイラギの奴やつ、逃げ出すと思ったが我慢して受け答えをしてるじゃねぇか！

　必死に立ち上がって、お辞儀までちゃんとして……。

　体は震えているが、それでも以前の地区大会の決勝と比べれば大躍進だ！

「お！　よかったよ！　いやね、君の作った焼鳥がすごく美お味いしくてさ、商店街のみんなも大喜びだったからさ、お礼を言いに来たんだよ！　……友とも達だちと一緒に！」

「と、友とも達だち？　……ひっ！」

「おーい、みんな！　この子だよ、この子！」

　おじさんが声と共に手招きをすると、まぁやってくるやってくる。おじさん達たち。

　恐らく全員、この商店街で働いている人なのだろう。

　気づけば、総勢八名ほどのおじさんに囲まれて、ヒイラギは完全に孤立していた。

「あ、あ、あぁぁ……」

「すごいだろ？　こんな綺き麗れいな子が、あんな美お味いしい焼鳥を焼けるんだぞぉ？」

　まるで自分のことのように誇らしげに話すおじさんだが、これは絶対にやばい！

　急いで援護に向かいたいのだが……ダメだ。こっちはこっちで接客が……

「ジョーロっち、こっちはいいから、向かったほうがいいっしょ！」

「わ、分かりました、チェリーさん！　おい、ヒイラ──」

「────っ!!」

　が、僅かな差で間に合わず。大量のおじさんに囲まれたヒイラギは、ダンボールをぶったおしつつ、すさまじい勢いで逃げ出していった。……って、噓うそだろ!?

　ダンボールから、焼鳥がまとめて地面にぶちまけられちまった！

　パンジーが、『もしヒイラギが機能しなくなった時のため』にと用意してもらった、下準備まで済ませてある焼鳥が……全部ダメになっちまったぞ……。

「え、えっと……、ごめんね。なんだか、脅おびえさせちゃったみたいで……」

　遅れて現れた俺に、おじさん達たちが申し訳なさそうに謝罪をするが、謝ることじゃない。

　この人ひと達たちは、ただ純粋にお礼を言おうとしてくれただけなんだから……。

「いえ、大丈夫です。こちらこそすみません……」

　それより、どうする？

　焼鳥は全部ダメになった。最高に美う味まい焼鳥を作れるヒイラギはいない。

　せっかくのリハーサルが、このままじゃ……

「サザンカ、後ろの片づけをお願いできるかしら？」

「う、うん！」

「あ！　俺おれ達たちも手伝うよ！　みんな、いいよな？」

　咄とつ嗟さに手伝いを申し出てくれたのは、おじさん達たちだ。

「すみません。ありがとうございます……」

「いやいや！　元はと言えば、こっちがいきなり押しかけちゃったのが原因だし、君が謝ることなんて全然ないよ！　それに、困った時は助け合い！　商店街の鉄則さ！」

　本当に、気のいい人ひと達たちなんだな。ただ、それがヒイラギには分からなかったんだ。

　人見知りのあいつにとって、知らない人はみんな恐ろしい存在。

　なんだってあいつは、あそこまで他人を恐れるんだ？

「パンジー、どうする？　あの焼鳥が使えないとなると……」

「まずは、作り置きしてある分を出しましょ」

　パンジーの言う通り、今はまだ作り置きしてある分があるから大丈夫だ。

　だが、それはあくまでも今ある分だけ。

　とてもじゃないが、これから来るであろうお客さんをまかなえる量ではない。

　それをまかなうためには……

「三さん色しよく院いん。このままでは……」

「もしもの時は、サザンカと二人でお願いできる？」

「やってみるが、俺おれ達たちでは元もと木きほどの……」

　分かってる。だからパンジーは、倒れたダンボールの傍にいる俺じゃなくて、サザンカに片づけを頼んだんだ。俺がすべきことは……

「ええ。だから、もしもなの。ジョーロ君、貴方あなたは──」

「ちょっと行ってくる！」

　パンジーの指示を最後まで聞くより先に、俺は駆け出した。

　下準備した焼鳥が使えないとなると、それができる奴やつ……ヒイラギを連れ戻すしかない。

　そうしねぇと、そこでリハーサルは終了だ。




　大急ぎで屋台から飛び出した俺が向かった先は、『ゲンキな焼鳥屋』。

　すると、こっちはこっちで大だい繁はん盛じよう。相変わらず、店前には長蛇の列ができている。

　ヒイラギが逃げるとしたら、ここしかない。

　そう確信して、裏口から入ると……、やっぱりな。

「こ、怖いのぉ～……。知らない人に話しかけられるのヤなのぉ～……。うぐ！　うぐ！」

　相変わらず、外見に似合わない膝を抱きかかえるポーズで、泣くヒイラギがいた。

「おい、ヒイラギ」

「ひっ！　ジョーロ！　ご、ごめんなさい……なの……」

　ガタガタと体を震わせながらも、しっかりと頭を俺に向かって下げている。

　自分がやってはいけないことをしたという自覚はあるようだ。

「ちゃんと分かってんならいいよ。なら、さっさと戻ろうぜ。ヒイラギがいねぇと──」

「ム、ムリなのぉ！　怖いのぉ！」

　おい、駄々っ子。そんな首をブンブン横に振って、拒否しないでくれよ。

　さて、どうやってこいつを説き伏せる？　よし、ここはパンジーを見習って……、

「ヒイラギの気持ちは分かるけどよ……、本当にそれでいいのか？」

「……っ！　私の……気持ちが……、ジョーロに、分かるの？」

　お。どうやら効果があるっぽいぞ。さっきまでは、絶対に嫌だと言わんばかりの態度だったが、今は涙ではれた目をこっちにジッと向けてきている。

　つまり、俺の話を聞いてくれる意思があるってことだ。

「ヒイラギは、ツバキのライバルなんだろ？　だったら、ツバキみてぇに頑張ろうぜ」

「……ツバキ……みたいに……」

　体の震えを止め、ヒイラギが立ち上がりゆっくりと俺の傍へ来た。

　よしよし。ツバキを引き合いに出す作戦は、うまくいったっぽいな。

「ああ、ツバキみたいにだ。ほら、早く行こうぜ」

　言葉と共に、俺はヒイラギへと真まっ直すぐに手を差し出す。

　するとヒイラギは、俺の手に向けて自分の手を近づけて……

「……っぅ！」

「行かないの!!　ジョーロ、みんなと同じこと言うの！」

　乱暴に、俺の手を弾いた。

「ジョーロは、ジョーロはそんなこと、言わないって信じてたのに！　うぐ……うぐぅぅ！」

　な、なんだ？　ヒイラギの様子が、おかしいぞ？

　まるで裏切り者を見るような目で、俺を……

「いつも……、いつもいつもいつも！　ずぅぅぅぅっと！　みんなに言われたの！　『君の気持ちは分かる。だけど、ツバキみたいに頑張りなさい』って！」

　まずい……。恐らく俺は、ヒイラギにとっての禁句を言っちまったんだ……。

「私、言われた通り頑張ったの！　嫌いな食べ物も我慢して食べたの！　勉強も運動も頑張ったの！　いつもツバキに勝てなかったけど、それでも私も頑張ったの！　なのに、みんな褒めてくれないの！　いっつも、『ツバキのほうがすごい！』、『ツバキのほうができる！』って！　私は……うぐ……うぐぅ……。一度も褒めてもらえなかったの！」

　そう言われて思い当たったのは、ヒイラギの今までの言動だ。

　こいつは、どんな小さなことでも、何か結果を出す度に俺おれ達たちに言っていた。

『もっと褒めてほしい』と。それは、今までツバキと比べられ続けて、褒めてもらえなかったヒイラギの、心からの願いだったんだ。

「ツバキはとってもとってもすごい子！　ツバキに勝てる子なんていないの！　なのに、私だけが言われるの！　『ツバキに勝て』って！　誰も勝てないのに、なんでなの!?　どうしてみんな、自分にできないことを、他人わたしにやれって言うの!?　そんなのおかしいの！」

　その、通りだ……。ツバキみたいに、なんて軽々しく言うべきじゃなかった。

「うぐ……。うぐぅ……。私、ツバキじゃないのぉ……。ヒイラギなのぉ……」

　溢あふれる涙をそのままに、ヒイラギが溢あふれ出でた想おもいをそのまま言葉にする。

　ツバキじゃなくてヒイラギ。そこに、全ての気持ちがこもっているような気がした。

「な、ならよ！　ヒイラギなりにでいいから、頑張ってみようぜ！　そうすりゃ、もしかしたらヒイラギだって……」

「無理なのぉ……。ツバキは特別な子。普通の私じゃ、勝てないの……」

「どういうことだよ？」

「昔……、小学校の時、クラスで学級委員を決める時があったの。その時、みんなやりたくなくて誰も手をあげなかったの。先生が、『誰かが手をあげるまで帰れません』って言っても、誰もあげなかったの。……私もあげなかったの」
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　これは、ツバキとヒイラギがまだ仲の良かった頃の話なのだろう。

　そういう状況は分かる。誰かがやらなきゃいけない。でも、誰もやりたくない。

　だから、みんな静かに待つんだ。誰かが、犠牲になってくれる手をあげるのを……。

「でも、その時……ツバキが手をあげたの」

　そうだな。ツバキはしっかり者。みんなが困っていたら、助ける側にまわる奴やつ。

　その時の光景が、目に浮かぶよ。

「私、その時思ったの……。ツバキは、特別な子。みんなの前で手をあげられる子。だから、憧れてるの！　だから、大好きなの！　……でも、私に同じことはできないの！　私は、手があげられない、みんなと同じ普通の子なの！」

　つまり、ヒイラギにとって人見知りの自分は『手があげられない多数』の存在。

　そうじゃないツバキは、特別な存在ってわけか……。

「手があげられるツバキは、特別な人気者。手があげられない私は、普通の人。なのに……、普通なのに、ダメって言われるの！」

　……そういうことか。

　最初からずっと、ヒイラギは周りと同じことをしているだけのつもりだったんだ。

　なのに、自分だけが注意される、否定される。

　ガムシャラに結果を出しても、特別な存在ツバキと比べられて、褒めてもらえない。

「怒られるのは怖いのぉ……。嫌われるのは、もっと怖いのぉ……」

「だから、ヒイラギは人見知りになっちまったのか……」

　もっとちゃんと考えるべきだった。ヒイラギの人見知りの原因を。

　ずっと、ヒイラギは他人を恐れていると思っていた。……だが、違う。

　ヒイラギは、他人に嫌われるのを恐れていたんだ。

　ツバキのように……いや、ツバキ以上にできないと認めてもらえず、自分を肯定してもらえないどころか、否定され嫌われる。それが嫌で、人と関わるのをやめたんだ。

「本当は、私もツバキみたいな特別になりたかったの……」

「い、いや、ヒイラギも十分特別だって！　すげぇ美う味まい焼鳥を作れるんだしよ！　ほら、俺おれ達たちとも友とも達だちになれたじゃねぇか！　十分、すげぇって！」

「そんなことないの！　ツバキだって、美お味いしい串カツが作れるの！　ツバキは、私よりももっともっと、ずっと沢山の友とも達だちがいるの！」

　ブンブンと首を横に振り、ヒイラギが俺の言葉を否定する。

「うぐ！　うぐぅ……。私だって、本当はツバキみたいになりたいのぉ。ちゃんと知らない人とお話できて、仲良くなれるようになりたいのぉ……。でも、怖いのぉ……。やれって言われても、できないのぉ……」

　そうだよな。ヒイラギだって、何も考えていないわけじゃない。

　こいつなりに、自分の人見知りを一生懸命治そうとしていたんだ。

「今度こそ大丈夫だって思ったの……。ジョーロ、パンジーちゃん、サザンカちゃん、チェリーちゃん、フーちゃん……素敵なお友とも達だちが沢山傍にいる今ならできると思ったの。……でも、できなかったの……。やっぱり、私は普通の子。……特別になれない、普通の子なの！」

　ヒイラギはヒイラギなりに覚悟をもって、今日に臨んでいたんだろう。

　自分が信用できる人ひと達たちと一緒にいれば、今度こそ特別になれるんじゃないかと。

　だが、できなかった。それで、心が折れちまったのか……。

「いや、ヒイラギは、俺にできねぇことができるじゃねぇか」

「ジョーロは、私のできないことをもっと沢山できるの！」

　大粒の涙をこぼしながら、ヒイラギが叫ぶ。

「みんなをまとめる、真まっ直すぐな串みたいなジョーロ！　広い視野で物事を見て、行動ができるパンジーちゃん！　誰よりも優しくて、守ってくれるサザンカちゃん！　いつでも冷静で、絶対に慌てないフーちゃん！　元気に笑って、みんなも笑わせられるチェリーちゃん！　みんなみんな、すごい人なの！　みんなもツバキと一緒！　手があげられる人なの！　だから、私の気持ちは分からないの！」

　やっぱ、てめぇもすげぇじゃねぇか……。そうやって、他人のすごいところを素直に認めて、嫉妬を一切しないってのも十分立派な力なんだぞ。

「みんな、ヤなの！　いきなり話しかけてくる人も！　私にツバキみたいにがんばれって言う人も！　でも、一番ヤなのは……やろうとして、何にもできない私なの！」

「そっか……。分かった……」

　これは、今すぐに解決できるような簡単な問題じゃない。

　ヒイラギの奥に根付いた、恐怖を取り除かなきゃならねぇことだ。

　きっと、ツバキは最初からヒイラギの人見知りの原因に気づいていた。

　だからこそ、あの時にあんなことを言っていたのだ。

　ようやく、合が点てんがいったよ……。

「ジョ、ジョーロ。あう……、ジョーロも私、嫌いになっちゃったの？」

　涙を流し、上目遣いですがるように俺を見つめるヒイラギ。

　いったい、俺はヒイラギに何を言えばいいんだ？

　こいつの中で根付いる問題を取り除くために、何を言えば……

「嫌いになんてなってねぇよ。俺とヒイラギは、友とも達だちだ」

　こんなことしか言えねぇなんて、情けねぇな……。

「う、うぅぅ！　ありがとうなのぉ～……。ありがとうなのぉ～……」.

　やめろよ……。そんな嬉うれしそうに、俺を見るんじゃねぇよ。

　俺はただ逃げただけ。何を言っていいか分からないから、ただ質問に答えただけなんだ。

「とりあえず、俺は屋台に戻るよ。ヒイラギは……まぁ、今日はゆっくり休め」

「ご、ごめんなさい……なの……」

「いいよ。今日はリハーサルなんだ。失敗してこそだろ」

「でも、本番も……」

「それをどうするかは、今決めないで後で決めようぜ。つうわけで、俺は行くよ」

　最後にそう伝えると、俺は『ゲンキな焼鳥屋』をあとにした。




　再び大急ぎで戻った屋台で見たものは、品切れしてしまいクレームを言うお客さん達たち。

　そして、そんなお客さん達たちに向けて深々と頭を下げて謝罪する、パンジーの姿だった……。







[image: 第五章　俺はお前の本気に戦慄する]
















　あのリハーサルから一週間が経たった土曜日……今日は体育祭本番。

　幸か不幸か、本日は見事なまでの快晴。

　午前九時三十分、雲ひとつない晴天の空の下、西にし木き蔦づた高校の全校生徒は校庭に集まり、壇上に立ち、手を空に向けて掲げる野球部の元キャプテン……屈くつ木きさんに注目していた。

「宣誓！　我々は、スポーツマンシップに則のつとり、これまでに培つちかってきたものを出しきって、正々堂々と全力で戦うことをここに誓います！　選手代表、屈くつ木き海かい土と！　……ぶい、だ！」

「いいぞぉ、屈くつ木き！　ぶい!!　うっほっほ！」

　最後に、空に向けて掲げていた手をⅤサインにして叫ぶ屈くつ木きさん。

　定番の台詞せりふに、少しだけ混ぜられたユーモアが、場を和ませいい雰囲気を作り出す。

　体育祭の始まりを告げるに相応ふさわしい、選手宣誓だ。

　ついでに、体育教師の庄ウ本ー先タ生ンも、屈くつ木きさんに便乗してⅤサインを掲げて笑っているが、あんなことするキャラだったっけ？　真面目で厳しいイメージだったのだが……まぁ、いいか。

　その後、開会式を無事に終えた生徒達たちが、それぞれのクラスの場所へと戻っていく中、俺や一部の生徒は自分のクラスではなく……、少し離れた教師や体育祭実行委員がいるテントの隣へと向かっていった。

　するとそこでは……、

「ジョーロっち、おっかえりぃ！　いやー、やっぱり選手宣誓はかっくいいね！」

「屈くつ木きさんは、相変わらず豪快な声だな。今年の地区大会の決勝戦を思い出す」

　露出の激しいメイドさんとなったチェリーと、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の野球部ユニフォームに身を包むフーちゃんが待っていた。

　今日の体育祭、同時進行で行われる『ヨーキな串カツ屋』と『ゲンキな焼鳥屋』の売上本数勝負……改め聖戦。開戦時刻は、体育祭のスタートからは僅かに遅れる三十分後の午前十時。

　お互い、販売するのは１パック三〇〇円の五本入り。価格や本数を変更するのは禁止。

　そこを自由にすると、どこかの卑ひ怯きような男が売上本数で勝つために、値段を極端に下げようとするかもしれないと警戒されたためだ。

　……まったく、誰だよそんなことを考える卑ひ怯きような奴やつは？

　また出店場所だが、俺おれ達たち『ゲンキな焼鳥屋』は、実行委員などがいるテント近く。グラウンドを挟んだ反対側には、『ヨーキな串カツ屋』が出店。位置の有利不利というのはない。

　校門からの距離は同じくらいだし、生徒や保護者の視界に入る程度も変わりはない。

　つまり、条件は完全に対等。

　勝負を決めるのは、商品のクオリティやメンバー次第という状況なわけなのだが……

「ねぇ、ヒイラギ。ほんの少しでいいから、焼鳥焼けない？　ほら、あたしとフーちゃんが焼くより、あんたが焼くほうが全然……」

「…………っ!!」

「あ！　そんな逃げなくても……」

　この通り、ヒイラギの人見知りは、以前よりも悪化してしまっていた……。

　原因は、当然ながらあの日のリハーサルでの大失敗。

　以前までは周りに友人がいれば、人見知りであろうとコミュニケーションが取れたのだが、今ではこの有あり様さま。

　少しでも知らない人がいると、一言も喋しやべらないし、焼鳥を焼くなんて以もつての外ほかだ。

　ただ、一人でいるのは寂しいようで、俺おれ達たちからつかず離れずの距離を維持し、今は屋台の端っこで体育座りをして膝に頭を当てて、誰が見ても分かるくらい深く落ち込んでいる。

　その様子を見て複雑な気持ちになってしまうのは、俺自身がヒイラギのトラウマを刺激してしまったからだろう。あの時、ちゃんとヒイラギと話せてれば……、

「悪い、パンジー。俺がしくじっちまったせいで……」

「気にしないでちょうだい。それよりも、今は準備に集中しましょ」

「ああ、分かった。……それで、どうする？」

「ヒイラギに焼いてもらえないなら、サザンカと特とく正しよう君に焼いてもらうことになるわ」

　つまり、このままだと俺おれ達たちの敗北は必至ってことか……。

　一応、前日のうちにヒイラギに仕込んでもらった焼鳥を準備はしているが、焼き方一つで味に違いが出るのが焼鳥である以上、ヒイラギが焼いた焼鳥と比べたら、付け焼刃のサザンカとフーちゃんでは、味に大きく差が出てしまう。

　ただでさえ、メンバーの人気、ビラの出来で大差をつけられているのに、商品のクオリティでも劣ってしまったら、より一層『ヨーキな串カツ屋』に売上で差をつけられるだろう。

「どうにかして、俺がヒイラギを立て直さねぇとな……」

　そもそも、リハーサルの日にヒイラギのトラウマを刺激したのは、俺なんだ。

　その責任はちゃんと……

「ジョーロ君、それは違うわよ。ヒイラギのことはみんなで解決すべきよ」

「いや、パンジー。そもそも俺がリハーサルの日に……」

「なら、私とジョーロ君の立場が逆だったら、貴方あなたはそこを私一人に任せるかしら？」

　ほんと、こいつは俺が困る聞き方がうめぇから、厄介なんだよ……。

「三さん色しよく院いんの言う通りだ。誰かがエラーをしたら、それは全員でカバーをする。当然のことだ」

「うしし！　うちもそう思うっしょ！　うちもよく失敗して、助けてもらってるしね！」

「そうよ！　大体、あんたは何でも一人で考えすぎなのよ！　別にもっと私のことを頼ってくれても……はっ！　ひ、暇だったら助けてあげるわよ！　それで、今はちょうど暇なの！」

　くそ、こいつら、いい奴やつだな……。

　こんな状況になっても、屋台を出すのには付き合ってくれるし、ヒイラギのことまで……。

「……ありがとな」

「ええ、どういたしまして。……ふふっ。相変わらず、甘えん坊さんなんだから」

　こいつが調子に乗るのは、ちょっと腹立つけどな。

「あ、そうだ。ジョーロっち、みんなの体育祭の予定は、前に聞いてた通りで問題ない？」

「はい。俺は十時半からの二人三脚、それと午後二時から借り物競走で店を離れます。パンジーとサザンカ、それにヒイラギの予定も前に伝えたとおりです」

「了解っしょ！　……ってことは、一番大変そうなのは午後二時から二時半かぁ。ジョーロっちだけじゃなくて、菫すみれ子こっちも借り物競走でいなくなるんだよね？」

「はい。……その予定です」

　そう、一番の問題はその時間だ。俺とパンジーが、同時に店を離れる午後二時。

　ヒイラギが機能しないとなると、サザンカ、フーちゃん、チェリーの三人で店を回さなくてはならない。だが、さすがに三人でというのは……

「あはは！　ジョーロっち、そんなに心配しなくても大丈夫っしょ！」

「ですけど……」

「ま、気にしない気にしない！　なんとかするっしょ！　それよりもまだ時間はあるしさ、ちびっと偵察に行ってきてもらっていい？」

「偵察？　それって、ツバキの店をですか？」

「うん！　残りの準備は、うちらでやっておくからさ、ジョーロっちはあっちの様子を見てきてよ！　それで、もし今からでもうちらが真ま似ねできそうないい方法があったら、教えて！」

「……分かりました。なら、様子を見てきます」




　ツバキとヒイラギの聖戦より、僅かに先立って始まった体育祭。最初の種目は、玉入れ。

　チラリとグラウンドの様子を確認すると、玉入れに出場するひまわりが、俺の存在に気がつき、両手をブンブンと振ってきた。あいつ、ハチマキよく似合うな。

「……頑張れよ、ひまわり」

　ひまわりが、パッと明るい天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で首を大きく縦に振る。

　さすが幼おさな馴な染じみ、結構離れているのに口の動きだけで俺が何を言ったか分かったのか。

　聖戦で屋台を出すことになってなかったら、もっとちゃんと応援できたんだけどな……。

　その後、グラウンドを半周したところで、俺は目的地に到着。そびえ立つ一軒の屋台。

　そこは、まだ開店もしていないというのに、周囲には多くの生徒が見学へとやってきていた。

　こっちは誰も見に来てなんてなかったというのに……、これが人気の差か……。

「うっひゃぁ！　なんかこうやって注目されると、試合みたいだなぁ！」

「穴あな江え、サボってないで準備をちゃんと手伝え。コスモスに伝えて、お前の休憩時間をなくしてやってもいいんだぞ？」

「ひぃ！　それはご勘弁を、樋ひ口ぐち先輩！」

「まったく……、新キャプテンになっても、少し目を離すとすぐにこれだ……」

「──と、穴あな江えに言いつつも、今日も女子生徒を意識して、密ひそかに香水なんてつけてオシャレをするのが、樋ひ口ぐちがムッツリたる由ゆ縁えんだがな！」

「屈くつ木き！　だから、お前は余計なことを言うなって、前も言っただろ！」

「うむ、言われたな！　だが、言う！　はっはっは！」

　ちょうど会話をしているのは、野球部の屈くつ木きさんと樋ひ口ぐちさん、それに同学年の穴あな江えだ。

　さすが、野球部でチームプレーに慣れているのか、設営速度がうちとは段違い。

　こっちはさっきようやく屋台が建ったところだってのに、もう内装まで終わってるよ。

「お、ジョーロじゃないか。こっちの様子を見にきたのか？」

「芝しばか。まぁ……、そんなところだ」

　俺に気がつき、声をかけてきたのはサンちゃんの相棒で、同じく野球部でキャッチャーを務める芝しば。両手でダンボールを二箱抱えながら、平然と会話をしてくるんだからさすがだよ。

　ちなみに、他のメンバーは…………屋台の中にツバキとたんぽぽはいるけど、コスモスとあすなろ、それにサンちゃんがいねぇな。どこに行ったんだ？

「えっと、サンちゃんとかコスモス会長とか、他の連中は……」

「今頃、ビラ配りをしてるよ。設営をやってもらうより、女の子にはビラを配ってもらったほうが効果はあるだろうからさ。洋よう木きは、串カツ作りがあるから残ってるけど」

　まずい。その手があったか。……うちは人手不足で、できそうにねぇけど。

「なるほど。……けど、だったら、たんぽぽはどうして残ってるんだ？」

「ああ。それは……」

「むふふふ！　ツバキ様！　このたんぽぽちゃん特製の惚ほれ薬ぐすりを串カツにまぶせば、皆さんがワタゲストになって、売上向上間違いないのでゲス！」

「たんぽぽ、そんな変なお薬使っちゃダメかな。串カツの味が変わっちゃうし」

「言われてみれば確かに！　さすが、ツバキ様でゲス！」

　何があったか知らんが、だいぶ下したっ端ぱが板についてきているな。ゲスアホ女よ。

「ロクでもないことをしでかしそうだから、ここに置いてるんだ」

「……納得だ」

　どうやら、たんぽぽのアホ認識は芝しばと俺の中で一致しているようだ。

　いや、もしかして野球部内全てでか？　以前、野球部はサンちゃんと芝しばを除いてワタゲストと聞いてはいるが、それがたんぽぽの思い込みという可能性は大いに有り得るし……。

「で、代わりにサンちゃんがビラ配りに行ってるってわけか」

「そゆこと。本当なら、俺が妹に挨拶がてら行きたかったんだけど、話すと長くなりそうだからって止められたんだよ。ほんの三十分ぐらいしか、話さないつもりだったのに……」

　そういえば、前にサンちゃんから聞いたが、芝しばって妹が大好きなんだよな。

　……『しば』で、妹が大好き……か。

「……なぁ、芝しば。好きな色ってなんだ？」

「え？　俺の好きな色？　…………銀、かな」

「さすがはお兄様です」

「なんだよ、突然……」

　一応、言っておこうと思ってね。ほんと、一応だけど。

「あ、ジョーロ。来てたんだね」

　と、そこでツバキが、屋台から出て俺の傍へとやってきた。

　体育祭ということもあって、格好は体操着にエプロンを羽織った姿。中々、新鮮だ。

「よう、ツバキ。そっちは順調そうだな」

「ん。野球部のみんなはすごく頼りになるし、絶好調かな。そっちはどうかな？」

「一つだけ残った問題が解決できれば……、結構いい勝負ができると思う」

「……はぁ、やっぱりあいつが、みんなの足を引っ張ってるんだね……」

　内容を聞かずとも断定は容易か。ま、そりゃそうか。

　完全に呆あきれた様子のツバキだが……、実は俺の意見は違っていたりする。

「ツバキはそう思うかもしれないけどよ、ヒイラギは十分頑張ってるよ」

「へぇ……。どうしてそう思ったのかな？」

　目を細めて、俺の表情を確認するツバキの仕草。

　同時に、少しだけ傍に寄ってきたので、ツバキの甘いシュークリームのような香りが俺に伝わってくる。

「あいつなりに、一生懸命だからだよ」

　今日だって、開会式の後こそ縮こまっていたが、その分昨日は夜遅くまで仕込みを行い、朝は誰よりも早くに学校へ来て屋台の準備を整えていた。そんなヒイラギなりの精一杯があるからこそ、俺おれ達たちは未いまだに、『ゲンキな焼鳥屋』のメンバーとして行動しているんだ。

「確かにヒイラギは、人見知りでビビリだ。誰かに甘える癖があるってのも、間違いねぇ。けどよ……、ちゃんと自分で頑張らなきゃいけない時は頑張れる奴やつだよ」

「そんなの、ライバルのボクが一番よく知ってるかな」

　だよな。付き合いも長いんだし、当たり前か。

「けど、頑張るだけじゃダメかな。世の中、『頑張る』を免罪符にする人が、多すぎるもん」

「ま、それは俺も同意見だ。けど、その先……ちゃんと結果も出したから、俺はヒイラギを頑張ってるって言ったんだぜ」

「あのヒイラギが？　どんな結果を出したのかな？」

「おいおい、ツバキだって見てきたじゃねぇか？」

　首を傾かしげるツバキに、俺は不敵に笑ってみせた。

「今までろくに友とも達だちがいなかったのに、ちゃんと自分の力で友とも達だちを作った。本当は怖くて怖くて仕方なかったのに、どうにか我慢してリハーサルでは人前で焼鳥を焼いた。……当たり前のことを当たり前にできるってのは、俺は十分にすげぇことだと思う」

　おじさんに話しかけられた時も、本人なりに必死に受け答えをしてたしな。

「知らねぇだろ？　あのリハーサルの日に、ヒイラギの焼鳥を食った人がさ、『すごく美お味いしかった。ありがとう』ってお礼まで言いにきてくれたんだぜ」

「それは初耳かな……」

　ほんの少しだけ、目を丸くするツバキ。

　なんというか、普段冷静な相手を驚かせられると、ちょっとだけ得した気分になる。

「なぁ、ツバキ。てめぇは、前に言ってたよな？　『全力で向かってくるヒイラギを徹底的にやっつけてやる』ってよ。……で、今のヒイラギに勝って満足か？」

「…………」

　ツバキからの返答はない。

　だが、俺の言葉はちゃんと伝わっているんだろうなと、確信できた。

「ツバキからしたらまだまだ足りねぇかもしれねぇけど、あいつはあいつなりにちょっとずつ手をあげてるんだよ。ま、本人は気づいてないけどな」

　だから、もう少し……あとはきっかけさえあれば、ヒイラギは立ち上がれるんだ。

「手をあげる、か。……ん。教えてくれてありがとかな」

「おう。ま、気が向いたらこっちの屋台の様子でも見にきてくれよ。俺も敵情視察にきたわけだしさ、そっちが来ても歓迎するぜ」

「分かったかな。余裕ができたら、見にいかせてもらうかな」

「待ってるぜ。……んじゃ、俺はそろそろ向こうに戻るから──」

「あ、如月きさらぎ先輩でゲス！　もしや、私に会えなすぎて寂しさが爆発した結果、こんなところに！　んもぉ～う！　仕方ないでゲスねぇ～！　むふふふ！　なら、特別に──」

「またな、ツバキ！」

　俺はツバキにシュビッと手を上げて、自じ分ぶん達たちの屋台へと戻っていった。

　背後から、やけにやかましいゲスな文句が聞こえてきたが、まぁ無視したよね。





※






　午前十時、体育祭は最初の種目である玉入れが終わり、そちらの様子を確認すると、今のところ我らが赤組のほうが少々優勢。

　そして、午前十時ということはそれつまり、聖戦の始まりの時間だ。

　パンジーがポイントと言っていた、出だしの状況だが……、

「いらっしゃいませぇ！　美お味いしい焼鳥ありますよぉ～！　買っていきませんかぁ？」

　店頭では、メイド服のチェリーが着実に男子生徒と保護者のお父さんをおさえ、お店へ誘導。

「……はい、七〇〇円のお返しです」

「こちら、商品です！　ありがとうございます！」

　やってきたお客さんに、パンジーがおつりを、俺が商品を渡す。

　……どうだい？　順調のように思えるだろう？

　だが、それは大きな間違いだ。

「あ！　こっちは焼鳥だって！　どうする、買ってく？」

「うーん……。さっき向こうで串カツを食べちゃったし、あとにしない？」

「そうだね！　あんまり食べると太っちゃうし、そうしよっか！　それに、もう一回串カツを買いに行くかもしれないもんね！　野球部のみんなもいるし、すっごく美お味いしかったし！」

　店前を通りかかった女子生徒達たちの会話。これが、全てを示している。

　やはり、メンバーの校内人気が出だしに大きく影響を及ぼした。

　向こうにいる、野球部メンバー、それに生徒会長のコスモス、テニス部のエースのひまわり、新聞部のあすなろ。

　そいつらが屋台を出しているということに興味を示した生徒が、こぞって『ヨーキな串カツ屋』へと向かってしまったのだ。

　対して、こっちは通りかかった生徒や保護者に声をかけて、ようやく販売できるレベル。

　時折、興味を示して買いに来てくれる人もいるが、向こうと比べると雲うん泥でいの差さ。

　向こうがどの程度売り上げているかは分からないが、遠くに見える人だかりが俺おれ達たちとの差を如によ実じつに示していて、歯を食いしばることしかできない。

　しかも、厄介なことに味も向こうのほうが上。こっちは、サザンカとフーちゃんが焼鳥を作っているのに対して、向こうはツバキが串カツを作っているのだから、当然だ。

　どうにか、こっちもヒイラギに作ってもらって、味の差を埋めたいのだが……

「…………」

　変わらず、ヒイラギは静かに落ち込んだまま。

　とてもじゃないが、焼鳥を作れるような状態じゃない。

「……サ、サザ……ンカ……ちゃ……ん」

「うん！　ありがとっ、ヒイラギ！」

　ただ、一応やる気はあるようで、人の目に映らないよう、膝を抱きかかえたポーズのままチョコチョコと器用に動いて、まだ焼いていない焼鳥をサザンカへと運んで手渡している。

　サザンカは、笑顔で受け取っているが……その手間を削減するほど忙しくねぇんだよなぁ。

「……このままじゃ、やべぇな……」

「そうね。ヒイラギが焼鳥を作れなければ、私わたし達たちは勝てないわ」

　会計で隣に座るパンジーに、小さく言葉を送ると淡々と返事がくる。

　まるで変化のないいつも通りの声が、ほんの少しだけ俺を安心させてくれるが……

「こんだけ追い詰められても、てめぇは冷静だな……」

　まじで絶望的な状況だぞ。逆転の目なんて、どこにもありやしねぇ。

「当然じゃない」

　クスリと笑いながら、俺を横目で見つめるパンジー。

　自信満々の笑みとは、まさにこのことだ。

　なんで、こいつはこんな態度で……、

「だって、ジョーロ君が何とかしてくれるもの。焦あせる理由が何一つ見つからないわ」

　俺以上に俺を信じてくるから、パンジーは厄介なんだよ……。

「つまり、俺がヒイラギを復活させるきっかけさえ作れば、あとは何とかなるってことか」

「そんな簡単な話ではないと思うけど、どうしてそう思ったのかしら？」

　こいつ、バカじゃねぇの？

　いつもはあんだけ鋭いくせに、なんでこんな簡単なことが分からねぇんだ？

　……だったら、さっきの台詞せりふをそのまんまパクって教えてやるよ。

「後はパンジーが何とかしてくれるだろ。焦あせる理由が何一つ見つからねぇな」

「もう。仕方ないわね……」

　なに嬉うれしそうに笑ってんだか。ついさっき、てめぇが言ってたんじゃねぇか。『ヒイラギが焼鳥を作れなければ、私わたし達たちは勝てないわ』ってな。

　つまり、ヒイラギが焼鳥を作れさえすれば、…………勝てるってことなんだよな？

「ところでジョーロ君、そろそろ時間じゃないかしら？」

「……あっ！　やべっ！」

　そうだ！　俺は十時半からあすなろと二人三脚に出るから、一度店を離れなきゃなんねぇ！

　正直、大分心配ではあるが……

「大丈夫よ、私に任せてちょうだい。それよりも……、怪け我がに気をつけてね」

「お、おう」

　なんだよ……。どう考えても屋台のほうが大変なのに、俺の心配を──

「あまりあすなろとくっつきすぎると、私が何をするか分からないわ」

「せめて、競技で怪け我がさせてくれよ！」

　これだから、パンジーは怖いんだよ！　もう、さっさと向かってしまおう。





※






『ただいま実行委員のテント横で焼鳥を、反対側で串カツを販売しております。もし、興味がありましたら、是非お買い上げ下さい。どちらも、料金は三〇〇円で五本入りです』

　体育祭内でのアナウンス。今の声……、山やま田ださんだよな？

　なんだか、声を聞くのは花か舞ぶ展てん以来な気がするが……、気のせいだろう。

　たまに、コスモスの手伝いで生徒会に行った時は、大抵話すし。

「あ！　ジョーロ、ここですよ！　ここ！」

　アナウンスを耳にしながら、競技を行っている校庭へと向かうと、待ち合わせをしていたあすなろが俺を発見してポニーテールを揺らしながら、ジャンプしている。

　そのまま合流して、二人三脚の列に並び、自じ分ぶん達たちの番が来るのを待っているのだが……

「ふっふっふ！　ついにこの時がやってきました！」

「せめて、順番がきてから足を縛りつけてほしかったのだが？」

　すでにガッチリと、俺とあすなろの足が固定されているのがちょっと困る。

「何を言うのです！　私が、どれだけ苦労してこの二人三脚の座を手に入れたと思ってるんですか！　色々と情報を操作して、ようやくだったんですからね！　よ・う・や・く！」

　その辺に関しては、ちょっと前にあった体育祭の種目決めの時に色々あったよね。

　あまり思い出したくないから、これ以上深掘りはしないけど。

「ところでよ、そっちの店の調子はどんな感じだ？」

「そうですねぇ！　開店と同時に沢山の人が押しかけて大忙しですよ！　本来であれば、お客さんに声かけをするはずだったひまわりが、列の整理をしているぐらいですし！」

　……ですよね。聞くまでもなく、そっちのほうが優勢だと思っていたから覚悟はできていたんだけどさ、まさか声かけをする必要すらないとは……。

　その状態を体育祭終了まで続けられたら、どう頑張っても追いつけなさそうだな……。

「それより、今は二人三脚です！　あくまで、メインは体育祭ですからね！　体育祭！」

「分かってるよ……。てか、そんなくっつかなくても──」

「ジョーロは嫌ですか？　私と一緒に、二人三脚をやるのは……」

　あ、きたねぇぞ。そんなわざとらしく落ち込んだ顔をして、俺を見つめても……、

「別に、嫌じゃねぇよ……」

「ふふふ！　やっぱり、ジョーロは優しいですね！」

　言葉と共に、より一層俺に密着してくるあすなろ。

　柔らかな感触と、りんごに似たシャンプーの香り。なんっつーか、秋が来たって感じだ。

「ジョーロ！　ほら、もっと、わぁさくっつきへ！」

「だから、まだ始まってねぇんだから、そこまでくっつく必要はねぇだろ！」

「そんなこと、ね！　もう絶対に、ね！」

　テンション上がりすぎて、津つ軽がる弁べんになってるじゃねぇかよ。

　ちなみに、それから挑んだ二人三脚だが……、俺おれ達たちはぶっちぎりで一位を取った。





※






　午前十時五十分。体育祭は、引き続き赤組が優勢。

　二人三脚を終えた俺は、あすなろと別れ、大急ぎで『ゲンキな焼鳥屋』へ。

　すると、そこにはカリスマ群の皆様がいて、アイリスが……

「ジョーロ！　今のところ、『ヨーキな串カツ屋』の販売本数が三百七十五本！　『ゲンキな焼鳥屋』が七十本！　やばいよ！　すっごい、差をつけられちゃってる！」

　教えてくれてありがとう。

　で、なんでそんな事細かに両店舗の販売本数を知ってるのかな？

「ふふふ！　向こうに二人、こっちに二人ずつついて、状況を報告しあってるからね！」

　相変わらず、すごいチームプレーだな、おい。

　しかし、まずいな……。

　まだ始まってから一時間程度しか経たっていないのに、ここまで差をつけられるとは。

　それに、心なしか俺が店を出る前よりもお客さんが減っているような……

「人気もそうだけど、やっぱり味で差が出ちゃってるみたい……。両方のお店で買った生徒が言ってるんだ。『串カツのほうが美お味いしい』って……」

　だよな。……元からの人気もそうだが、口コミでの差も出る。

　つまり、時間が経たてば経たつほど、広がる差が大きくなっていくってわけだ。

「だから、ジョーロ！　サザンカが美お味いしい焼鳥を作れるように、後ろから熱いハグを──」

　え？　なんだって？　体育祭の声援が激しくて、何も聞こえなかったぜ。

　しかし、状況は理解できたぞ。なら、もっと差がつく前になんとかヒイラギを……、

「や……やっぱ……り、わたしが……ひっ！　怖いのぉ～……。うぐ……、うぐぅ……」

　ダメか……。本人なりに頑張ろうとしているみたいだが、あと一歩の勇気が出ないのだろう。

　涙を流しながら何とか立ち上がろうとして、すぐに引っ込める動作を繰り返している。

　あの調子じゃ、無理矢理店に立たせたら、リハーサルの二の舞だ……。

「待たせたな、パンジー」

「ええ、おかえりなさい。ジョーロ君」

　一応、こっちも何人かお客さんが並んでいたので、屋台の裏側から入りパンジーと合流。

「まだ状況は、芳かんばしくないわ」

「ああ、さっきアイリスから聞いたよ」

　ちらほらと聞こえてくる、『さっき食べた串カツのほうが美お味いしかった』、『向こうの串カツのほうが美う味まい』というお客さんの声。

　やっぱりヒイラギじゃなきゃ、ツバキとは勝負にならねぇんだ。




　それから三十分、俺おれ達たちは誰も種目に出る時間ではないので全員で屋台を運営しているのだが、徐々に手が空く時間が目立ってきた。

「ねぇねぇ、そこの君！　うちのお店で、焼鳥買っていってほしいっしょ！」

「いや、さっき串カツを食べたんで。それに、こっちの焼鳥はまぁまぁって……」

「……あ。分かった……っしょ……」

　初めの頃は男子生徒に勧誘率百パーセントを誇っていたメイドチェリーも、今ではこの有あり様さま。

　ここまで顕著に、味と人気で集客に差が出るとはな……。

　全部で二店舗しか出てない屋台じゃ、比較されるのは当たり前か……。

　こっちだって頑張って美う味まい焼鳥を作ってるんだからさ、串カツと比べないで焼鳥として評価を……なんて、ダメか。

　普通より優れているだけじゃ、認めてもらえない。

　優れているものより優れていなければ、認めてもらえないんだ。

　もしかしたら、これがヒイラギのずっと味わい続けてきた気持ちなのかもな……。

　そして……、十分後の午前十一時三十分。

　ついに『ゲンキな焼鳥屋』にやってくるお客さんは、零になってしまった……。

「まずいよ、ジョーロ！　『ヨーキな串カツ屋』の販売本数が五百十五本に対して、『ゲンキな焼鳥屋』は百五本。さっきよりも差がつけられちゃってる！」

　さらに、アイリスから伝えられた販売本数。

　もはや、ここからフル回転で店を回したとしても追い越せるか分からない程の大差だ……。

「ご、ごめ……な……さい……なの……。うぐ……、うぐ……」

　ヒイラギが、涙を流しながら俺おれ達たちに謝罪をする。

　だが、責める奴やつは誰もいなかった。

「大丈夫！　まだまだこれからっしょ！」

「そ、そうよ！　あたしがもっと上手に焼鳥を焼ければいいわけだし、ヒイラギだけが悪いわけじゃないわよ！」

「俺こそすまん。力不足だ……」

「違うの！　私が悪いのぉ……。私のせいなの……。やっぱり、私が……」

　必死にヒイラギをフォローするが、効果はない。

　ヒイラギの涙は止まることなく、流れ続けている。

「ふーん。そうやって、キミは何が悪いか分かってるのに、また泣いてるだけなんだ？」

　その時、呆あきれた冷淡な声が、俺おれ達たちの屋台へ届けられた。

　体操着にエプロンをつけた、『ヨーキな串カツ屋』の店長……ツバキだ。

「ツ、ツバキ！　……あっ！　うっ！　うぅぅっ！」

　誰よりも早く反応したのは、もちろんヒイラギ。

　泣いている姿を見られるのが恥ずかしかったのか、必死に自分の目を腕でこすっている。

「な、何しにきたの！」

　仰々しい口調をする余裕がないようで、本来の口調のままツバキに食ってかかるヒイラギ。それでも、こうしてちゃんと話せるようになるのだから、ヒイラギにとってツバキがどれだけ大きな存在なのかというのは、よく分かる。

「ジョーロに『気が向いたら、見に来いよ』って言われて、気が向いたから様子を見にきたかな。作り置き、いっぱい作ってきたしね」

　確かに、俺がヒイラギを元気付けられるかもしれないと思って呼んだのだが……、果たしてこれは正解だったのだろうか？　ツバキ、かなり鋭い目をしていて、恐ろしいんだが……。

「あっち行けなの！　ツバキと話すことなんて何もないの！」

「ボクはあるかな」

　言葉と共に、ツバキがヒイラギのほうへ踏み出した。

「ねぇ、ヒイラギ……ちゃんと分かってるよね？」

「な、何を……なの……？」

「今回で最後。もう、聖戦はしてあげないかな」

「そ、それがどうしたの！」

　言いつつも、ツバキの言葉の意味をヒイラギは理解しているのだろう。

　ヒイラギは、ツバキに、『友とも達だちに戻ってほしい』という願いを聞いてもらうために、今までどれだけ負けてもツバキに挑み続けていた。だが、それはもうできなくなってしまうのだ。

　正真正銘、これがラストチャンスだと言われているのだから。

「……分からないなら、教えてやるかな」

「ひっ！」

　まるで死刑宣告でもするようなツバキの冷淡な声に、ヒイラギが震える。直接言われてない俺ですら、思わず身震いしてしまったのだから、言われたヒイラギの恐怖は相当なものだろう。

　だが、それでもツバキに容赦という言葉はない。

　鋭く冷たいナイフのような視線を、ヒイラギへ向けると、

「本気で来いよ。今のキミに勝っても、ボクの勝ちにならないんだ」

　力強く、そう言った。

「……え？　ど、どういうこと……なの？」

　ヒイラギのキョトンとした投げかけに、ツバキがどこか達観した笑みを浮かべる。

「ヒイラギ……、ボクはキミが嫌いかな。いつもいつも他人に甘えてばかりで、自分では何もしようとしない。困ったことがあったら、すぐに泣きついて誰かに助けてもらう。そんな情けないボクのライバルのヒイラギが、大嫌いかな」

　真まっ直すぐに届けられた言葉に、ヒイラギがわずかにたじろぐ。

　ただ、ツバキからだけは逃げたくないのだろう。必死に地面を踏みしめてこらえている。

「わ、私だって、いつも厳しいツバキなんて……だ、大嫌い！　……じゃないの……」

　ま、噓うそをつくなんて器用なこと、こいつにはできねぇよな。

「私はツバキが大好きなの！　嫌いって言われても知らないの！　いつもすごいツバキ、何でもできるツバキ、みんなと仲良しのツバキ……。だ、だから──」

「ねぇ、ヒイラギ」

　ヒイラギの言葉を遮る、ツバキの声。

　今までの厳しい声色ではなく、やけに心地のいい優しい声色だった。

「二つ、文句を言わせてもらうかな」

「ふ、二つって……なに？」

　ツバキからの『文句』という言葉が怖かったのか、ヒイラギは体を震わせている。

「一つ目だけどね……、こないだ、お店に来たお客さんに言われたんだ。『こっちのお店の串カツより、新しくできたお店の焼鳥のほうが美お味いしかった』ってね。すっごく悔しかったかな。……ボクがキミに負けて」

「え？　ツバキの串カツより、私の焼鳥が？　私が……、ツバキに勝ったの？」

「ん。聖戦の勝敗とは関係ないけどね」

「私が、ツバキに……」

　ヒイラギは、ツバキの言葉が信じられないのか、目を丸くしている。

　だが、ツバキの言っていることは恐らく事実だろう。

　正直、ツバキの串カツとヒイラギの焼鳥の味はほぼ互角。後は、食べた人の好みの問題だ。

　だから、ツバキの串カツより、ヒイラギの焼鳥を選ぶ人がいてもまるでおかしくなんてない。

「それと、もう一つ……」

　ツバキがそう言って、どこか寂しそうな笑顔を浮かべた。

「『すごい』を当たり前にされちゃうのは、疲れるかな。だって『普通』なだけで、ガッカリされるんだよ？　だから、意地になって、なんでも『すごく』ならなきゃいけなくなる」

「ど、どういう意味？」

「分からない？」

　ほんの一瞬だけみせたツバキの躊躇ためらい。

　それは、今までしっかり者でい続けたツバキだからこその躊躇ためらいなのだろう。

「ボクだって、手はあげたくなかったんだよ」

　その言葉の意味は、二人の過去を知る者以外、誰も分からなかっただろう。

「っ！　ツ、ツバキ……、あげたくなかったの？」

「ん。でもあの時、どこかの誰かが、泣きそうになりながら、それでも、みんなが困ってるならって、怖いのを我慢して手をあげようとしているのを見て……、すごく悔しくて、負けたくなくて……手をあげたかな」

　ツバキが負けたくない相手。それが誰かなんて言うまでもない。

　なんせ、最初からツバキは言ってるんだ。自分のライバルが誰かなんてことはな。

「ツ、ツバキ、あの……っ！」

「そういえば、まだ聖戦の始まりの儀式をしてなかったね」

　ヒイラギの言葉を遮りながら、ツバキはスッと自分の右手を胸元に掲げた。

　そして、

「今回は……、これかな」

　自らの手の甲へとキスをした。

「ボクは、この聖戦にボクの存在意義を賭けるかな。ヒイラギ……、ずっとずっと昔から一緒にいるボクのライバル。キミにだけは負けたくない。全力でやっつけてやるかな」

　噓うそは言っていない。ツバキは、本気だ。あの表情は、まるで試合前のサンちゃんだ。

　野球が大好きで、だからこそ全力で楽しみつつも、勝ち負けにとことんこだわる勝負の時の顔。それとそっくりな表情を、ツバキがしているのだ。

「だから、もう一度言うよ？」

　そう言ってヒイラギを見つめるツバキの目は、先程までの冷たい目ではなく、熱く燃え盛った炎のような目だった。

「本気で来いよ。今のキミに勝っても、ボクの勝ちにならないんだ。ボクは、……ボクに勝ったキミに勝ちたいんだ」

「ツバキに勝った……私……」

「じゃ、そろそろ戻るかな。もうすぐ正午で、お客さんも今より沢山来るしね」

　呆ぼう然ぜんとするヒイラギを置いて、振り向いて立ち去ろうとするツバキ。

　だが、それを……

「ねぇ、ツバキ。少しだけ待ってもらえないかしら？」

　パンジーが、止めた。

「何かな……、パンジー？」

「一学期に貴女あなたが、私やコスモス先輩、それにひまわりへ、ジョーロ君を賭けて勝負を挑んできたことは覚えているかしら？」

「ん。よく覚えてるかな」

　ああ、あれか……。確か、こいつらがそろってうさちゃん耳をつけて、俺にピコンとトラウマを叩たたき込こんできた勝負だが……、アレがどうしたというのだ？

「あの時は、引き分けになってしまったけど……今回は、私が勝たせてもらうわね」

「残念だけど、それはムリかな。だって、勝つのはボクだもん」

　真っ向からツバキを見つめて、宣戦布告をするパンジー。

　それがツバキとしては嬉うれしかったのだろう。普段よりも上機嫌な笑みを浮かべている。

「一応、忠告しておくわ。貴女あなたのライバルは、ヒイラギだけじゃないわよ。前々から、ずっとお礼をしたかったのだから。……私の大切なジョーロ君との時間を減らした貴女あなたには、ね」

「それが、ボクの誘いを断って、君がそっち側についた本当の理由かな？」

「ええ。やっと気づいてくれた？」

　だからパンジーは、今回やけにあっさりと俺おれ達たちの味方についてくれたってわけか。

　ツバキに勝ちたい奴やつは、ヒイラギだけじゃなかったんだ……。

「……ようやく面白くなってきそうかな」

　そう言うと、今度こそツバキは俺おれ達たちの屋台から去っていった。

「ヒイラギのためにわざわざツバキを呼んでくれて、ありがとう、ジョーロ君」

「礼なら勝ってから言え。大体、まだ俺おれ達たちの仕事は終わってねぇんだ」

「そうね。ここからは、私わたし達たちの力を見せてあげましょう」

　そう。ツバキがヒイラギに発破をかけてくれはしたが、あくまでも発破をかけただけ。

　俺おれ達たちの状況は、何も改善されてなどいない。

　歓声があがり、大おお賑にぎわいの体育祭とは正反対の静まり返った屋台。

　まだ、『ゲンキな焼鳥屋』に来るお客さんなんて、誰一人としていないのだ。

　だけどな……、そんな状況だからこそできることだってあるんだよ。

「なぁ、ヒイラギ」

「……なに、ジョーロ？」

　ツバキの言葉が衝撃だったのか、まだどこか心ここにあらず状態だったヒイラギに声をかけると、ビクリと体を震わせつつも、反応があった。

「実は、俺ってさ……、パンジーが大嫌いだったんだ」

「え！　そ、そうなの!?」

「あら。ひどいことを言うわね」

　驚くヒイラギとは正反対に、パンジーはどこか余裕のある笑顔でそう言った。

「ああ。こいつ、根暗でネチネチ鬱うつ陶とうしいことばっか言ってくるからよ、嫌いで嫌いで仕方なかった。顔も見たくねぇって思うぐらいにな。……いや、パンジーだけじゃねぇ。サザンカも、フーちゃんも、チェリーさんも、…………最初は嫌いだったんだ」

「え？　えぇぇぇぇ！」

　俺の言葉が信じられないのか、ヒイラギは驚いた様子で他のメンバーの顔を見ている。

　ま、今の関係しか知らなかったら、そうなるのかもな。

「サザンカはガセ情報を信じて俺を糾弾してくるし、フーちゃんは去年、俺の親友の夢を阻はばみやがったし、チェリーさんは自分の都合でパンジーに彼氏を作るのを手伝えとか言ってくるし……、ほんと、大嫌いだったね」

「うっ！　わ、悪かったわね！」

「貴様の立場を考えると……、まぁ、気持ちは分からんでもない」

「うしし！　うちも最初は、ジョーロっちが大嫌いだったなぁ～」

　俺の言葉に、三者三様の反応をするサザンカとフーちゃんとチェリー。

　ほんと、今回のメンバーはヒイラギにこのことを伝えるには、最高のメンバーだよな。

「だけどさ、今の俺は……」

　ぶっちゃけ、これから俺が言う台詞せりふは正直かなり恥ずかしい。できれば言いたくない。

　それでも、ヒイラギに伝えよう。……だって、そうだろ？

　たとえどれだけ恥ずかしくても……。たとえどれだけ言いたくなくても……。

「ここにいるみんなのことが、……大好きだよ」

　やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。

「ふふふ。もちろん、私もジョーロ君が大好きよ」

「ひゃっ！　あ、その！　あ、あたしも……ジョーロが、だい……す……よ……」

「ふっ……。俺も貴様が大好きだぞ、ジョーロ」

「うちもうちも！　ま、もちろんフーちゃんと同じ『大好き』だけどね！　うししし！」

　はぁ。そうなるかなと思ったら、案の定パンジーとチェリーが調子に乗ったよ。

　特に、チェリーがひどい。やけにいたずらめいた表情で俺を見てやがる。

　もちろん、突拍子もなくこんなことを言い出したわけじゃない。

　ただ、ヒイラギに教えるなら今だと思ったから、伝えているんだ。

　ずっとツバキと比較されては落胆され、嫌われ続けてきたヒイラギに……。

「分かるか、ヒイラギ？　『嫌い』って、そこで終わりじゃねぇんだ」

「終わりじゃない？」

「ああ。『嫌い』から『大好き』に変わることなんて、よくあるんだよ。もちろん、何もかもが上う手まくいくとは言わねぇけどな」

　ぶっちゃけ、俺は失敗のほうが多い。……それに、逆のケースだってある。

　最初は最高に気が合って仲良くしていたのに、ちょっとした事情で、大嫌いになってそのままの奴やつもな。あいつとは……、まだしばらく仲良くなれる気がしねぇ。

「どれだけ必死にやっても、受け入れてもらえない時は受け入れてもらえない。それどころか、拒絶される時だって、否定される時だってある。けどな……、怖がって何もやらなきゃ、何も手に入らねぇんだ。だから……、怖いけどやるんだよ」

「ジョーロも、怖いの？　嫌われるの？」

「ああ。俺だけじゃねぇ……、ツバキだって怖がってるよ」

「違うの！　ツバキはすごいの！　特別で、私とは全然違って──」

「同じだよ」

　ヒイラギの台詞せりふを遮り、俺は迷わずにそう言った。

「俺おれ達たちは、別に特別なんかじゃねぇ。……ただ、特別に思われたいから、特別になろうとしてるだけなんだ」

「で、でも……」

　まだ分からんのか。なら、仕方ねぇな。ツバキがずっとヒイラギに言っていた言葉を、俺からももう一度、ちゃんと言ってやろうじゃねぇか。

「同じに決まってるだろ？　だって、ツバキは言ってたじゃねぇか？　『ヒイラギは、絶対に負けたくないボクのライバル』ってな」

「……あっ！」

　そうだ。ライバルなんて言葉は、自分が下に見ている奴やつになんて絶対に使わない。

　自分と同等か、それ以上の力を持つ、絶対に負けたくない相手に使うものだ。

　これも、あいつから教えてもらった……俺がよく知っていることだよ……。

「じゃあ、ツバキは私と同じで……」

「ああ。もし、てめぇがツバキを特別だと思ってるんだったら、ツバキもてめぇを特別だと思ってるんだよ。だからさ……、その力をちょいとお見舞いしてみねぇか？」

「あの……、その……」

　まだ覚悟が決まりきらないようで、ヒイラギはどこかうろたえた様子だ。

　ただ、残念ながら俺からこれ以上言えることは、何もない。

　だから、ここからは…………、俺の大好きな頼れる奴やつらの出番だ。

「あたしも賛成！　ねぇ、ヒイラギ、ここからはあんたが焼鳥作ってよ！　あたし、あんたの焼鳥大好きだからさ、沢山の人に食べてもらいたいの！」

　誰よりも最初に動いたのはサザンカ。

　満面の笑みをヒイラギへ向けて、自信たっぷりにヒイラギへ握り拳を向けている。

「元もと木き……、ホームランを狙っていけ。アウトなど恐れるな、後ろには俺が控えている。チームプレーで勝ちにいくぞ」

　フーちゃんはいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づら。だが、よく見ると口元が僅かにほころんでいる。

　多分、本人なりに精一杯笑っているんだろう。

「うしし！　大丈夫だよ、ヒイラギっち！　ジョーロっちは、メチャ迷惑かけてもなんとかしてくれるからさ！　遠慮せず、うちと一緒にどんどん迷惑かけちゃうっしょ！」

　チェリーが、笑顔でヒイラギの横に立つ。

　優しくヒイラギの手を握るのはいいが……俺に迷惑をかける前提は少々困ってしまう。

　そして、最後にパンジーが立ち上がり、ヒイラギの下へと向かうと、

「ヒイラギ……、貴女あなたの力が必要なの。ツバキに勝てる貴女あなたの力を、貸してほしいわ」

　真まっ直すぐにヒイラギを見つめて、そう言った。

「パンジーちゃん……」

「なにかしら、ヒイラギ？」

　まだ自分を信じきれないのだろう。

　弱々しくパンジーの体操着をつかむ力が、そのままヒイラギの自信を表しているようだ。

「えっとね……、私、怖くてまた逃げ出しちゃうかもしれないの……」

「そうね。体育祭は、リハーサルの時よりも大勢人が来るでしょうし」

　パンジーが端的に事実を伝えると、ビクリとヒイラギが体を震わせた。

「でも……、でも……」

　ゆっくりとパンジーの体操服から手を離すと、その手を胸元で掲げた。

「うぐ……。うにゅぅぅぅぅ!!」

　そして、思い切り自らの手の甲へとキスをした。

　それが、何を示すかは言うまでもない。

「ここからが、わた……わ、我とツバキの、最後の聖戦の……始まりなの……だ！」

　弱々しい口調から、ふてぶてしい口調にどうにかギリギリ変わると、ヒイラギは、

「ジョーロ、パンジーちゃん、サザンカちゃん、フーちゃん、チェリーちゃん！　いっぱいいっぱい迷惑かけてごめんなさいなのだ！　ここからは我が……、ツバキに勝てる我が、焼鳥を全部作るのだ！　もう一回、絶対にツバキに勝ってやるのだ!!」

　真まっ直すぐに空に向けて手をあげて、そう叫んだ。
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　正午、体育祭の前半戦が終わり、昼休憩の時間になった。

　相変わらず、勝っているのは赤組。かなりの大差をつけて白組をリードしている。

　それは、今の俺おれ達たちの状況とよく似ていた。

「チェリーちゃん、あの人！　あの人に声をかけてほしいのだ！」

「オッケー！　任せてっしょ！　あ、すみませーん！　焼鳥売ってるんで、よければ買っていってくれませんかぁ？」

「え？　焼鳥？　そうだな……。結構人気もありそうだし……分かった、一つもらうよ！」

「ありがとうございます！」

　チェリーがヒイラギの指示に従い、通りがかった保護者に声をかけて、店へと誘導する。

「サザンカちゃん！　お客さんが増えてきたから、一列じゃなくて二列にして導線に並んでもらってほしいのだ！　他の人の迷惑になっちゃうのだ！」

「うん！　……すみません！　二列になってテープの上に並んでもらってもいいですか？」

　サザンカがヒイラギの指示に従い、屋台に並んでいる人ひと達たちを、一列から二列に並び替える。

「フーちゃん、できたのだ！　大急ぎでパックに詰めてほしいのだ！」

「任せろ。……しかし、すさまじいスピードだな。ついていくのがやっとだ……」

「一箱ずつじゃなくて、五箱くらい並べてからまとめて詰めるといいのだ！　一つずつよりも手間が省けるのだ！」

「……なるほど。理解した」

　フーちゃんがヒイラギの指示に従い、テキパキと焼鳥を詰めていく。

　まさか、本気を出したヒイラギに焼鳥作り以外に、こんな特技があるとは……。

　これまでヒイラギが徹底していた人見知りと甘え癖……、この二つが今は見事に功を奏した。

　ヒイラギは、人見知りであるが故に、人となりをよく見る……つまり、焼鳥を買ってくれそうなお客さんを見抜くことができるのだ。さらに、今までの甘え癖……他人になんでもかんでも任せようとしてきたこいつだからこそ、指示を出すのがやけに上う手まい。

　なんていうか、今年の地区大会の決勝戦を少しだけ思い出すな。

　あの日……ヒイラギと売り歩きをしている時、こいつは『自分は指示に定評がある』と言っていたが、あれは本当だったんだ。

　──と、順調になったように見える俺おれ達たちだが、……実際はまだまだ厳しい現状が続いていた。

　いきなり作り手が変わったからと言って、お客さんが急激に増えるわけではない。

　活気づいた俺おれ達たちに興味を示す人が増えたが、微々たるもの。

　相変わらず、『ゲンキな焼鳥屋』にやってくる人は少なかった……。

　現時点での向こうの販売本数は七百四十五本。対して、こっちは百七十本。

　もはや、ここからどうやって勝つんだ状態である。

「パンジー、どうするんだよ？　ヒイラギは復活したが、販売本数に差がありすぎるぞ」

　こいつならなんとかしてくれるとは思うが、その方法が全く想像できない。

「それに、味は互角になったが、やっぱり向こうにいる野球部のみんなや、コスモス会長達たちと比べると、俺おれ達たちは……」

「そうね。ジョーロ君の言う通り、イメージという点において、私わたし達たちの店は圧倒的に不利。体育祭の参加者や来訪者が学校の関係者である以上、校内で有名な野球部のみんなやコスモス先輩達たちがやっている屋台に興味を示すのは当然。それに現時点での販売本数も、その差が如によ実じつに表れたのも原因で、大分劣ってしまっているわ」

　淡々と無感情に事実のみを告げられると、思わずへこみそうになるが……、やけに自信たっぷりな声なんだよな、パンジーの奴やつ。

「大丈夫よ。その二つの問題は、すぐに解決できるから」

「どうやって、解決するつもりだよ？」

「ジョーロ君がメンバーを集める時にとった手段と、似たようなものよ」

　俺のメンバー集め？　それって、フーちゃんとチェリーのことを言ってんのか？

　いったい、どういう──

「おー！　ここかぁ！　いやー、待たせたね！　三さん色しよく院いんちゃん！」

　その時、響いたのは少し野太い声。そして、現れたのは……

「こないだの約束通り、友とも達だちを連れて焼鳥を買いにきたよ！」

　あのリハーサルで、ヒイラギに声をかけたおじさん達たちだった。

　そういえば、この人は息子と得意先のお嬢様が西にし木き蔦づた高校にいるって言ってたけど……

「は!?　いや、なんで……」

「あの日に、また来てほしいとお願いしておいたのよ」

　小さくウインクをして、俺に微ほほ笑えむパンジー。

　……そういうことか。学校の関係者で俺おれ達たちの屋台に興味を持ってくれる人は少ない。

　それはどう足あ搔がいても、変えられない事実だ。

　だから、パンジーは狙いを変えたんだ。……学校の関係者以外に。

「こんな方法、ありかよ？」

「ありよ。宣伝を当日にしかしてはいけないなんてルール、なかったでしょ？」

　つまり、あのリハーサルは練習だけじゃなくて、宣伝も兼ねてたってことか。

　恐らく、俺がヒイラギのところに行ってる間に、話をつけやがったな。

「お客さんは、西にし木き蔦づた高校の関係者である必要はない。今日、ここで屋台を出すことを知っている人なら誰でもいいの」

「……ちがいねぇな」

　屋台が二つ出た時点で、本来なら客の奪い合いが起きる。

　だが、そこで校内の関係者だけでは、俺おれ達たちは勝つことはできない。

　だったら、どうするか？　……客を増やせばいいんだ。

　──と、それっぽく言ってみたが、やはり厳しくないか？

　来てくれたのは、あの日にヒイラギへ話しかけた八人のおじさん達たちのみ。

　ありがたくはあるのだが、この人数ではとてもじゃないが、ツバキの店には……

「じゃあ、前に迷惑をかけちゃった分、練習の分も含めて買わせてもらおうかな！　……全部で四百本！　お金もぴったり用意してきたよ！」

「よっ！　よんひゃ……っ！」

　ど、どういうことだ!?　いや、四百本って、八人で食うような量じゃねぇだろ！

　ああ……、あまりにも突飛な数字に、つい頭がボンヤリと……

「おーほっほっほ！　お呼びになって、如月きさらぎさん！」

「はい？　……はいぃぃぃぃぃ!?」

　突如として正面から響くお嬢様風味の声。名前を呼ばれたので正面を向くと、そこに立っていたのは一人の女。どこかの夫人を思い起こす巻き髪。やけに長いまつ毛と、それ何カラット？　と聞きたくなるようなキラキラした瞳。

　こ、この人は……

「…………ボ、ボンヤリ子先輩！」

　西にし木き蔦づた高校三年。チア部部長……個性的過ぎる名前の大だい千せん本ぼん槍やり子こ先輩である。

　ちなみに、苗みよう字じが『大だい千せん』で名前が『本ボン槍ヤリ子こ』な。みんな、勘違いしないように。

　今日もやっぱりチアリーダーの衣装。体育祭だしね、応援団、もちろんやってるよね。

　ついでに、後ろに結構な人数のチアの子達たちがいるね。……何しにきたの？

「ノンノンノン！　如月きさらぎさん、呼び方が違いましてよぉ！　敬愛を込めて『大ガ千ー本ベ槍ラ』とお呼び下さいな！　おほほほほ！」

　おほほほほ！　ぜってぇ、愛称で呼ばねぇ……。

「えっと……、ボンヤリ子先輩はなぜここに？」

「決まっているではないですか！　うちで庭師をしていただいている方が、応援団に差し入れを用意してくださるということでしたので、それを受け取りに来たのですわよぉ！」

　はて？　庭師？　差し入れ？　それってまさか……

「お嬢様、わざわざ来てくださるとは！　恐悦至極でございます！」

　あんたんとこの得意先、ボンヤリ子かよぉぉぉ！

「得意先とお嬢様という言葉で、ピンときてね。リハーサルの後にお願いしていたの。応援団の差し入れに、うちの焼鳥を買ってくれませんかってね」

「お、おう……、そうか……」

　普通、ピンとこねぇよ。

　まぁ、おかげで一気に大量に売れたからいいんだけどさ……。うん、いいんだけどね。

「おほほほ！　綾あやの小路こうじ様がオススメする焼鳥！　とても楽しみですわぁ！」

　おい、ちょっと待て。今、なんつった？

　庭師のおじさんの苗みよう字じが、俺が随分とよく知っている……

「はぁはぁ……、お嬢様！　急ぎすぎなんだな！　綾あやの小路こうじ颯はや斗とは、追いつけないんだな！」

　やっぱり、てめぇの父親かぁぁぁぁ、綾あやの小路こうじ颯はや斗と！

　畳み掛けるように、衝撃の事実を連発してくんじゃねぇよ！

「ジョーロ！　一度、袋詰めをしてほしいのだ！」

「いや、俺はまだ色々と言いたいことが……」

「ジョーロ君、それは我慢してちょうだい」

　そりゃそうですよね！　ボンヤリ子と綾あやの小路こうじ颯はや斗とへのコメントより、商品準備のほうが優先度も高いってもんだよ！

「パンジーちゃん、ちょっと大変だけど会計を一人でお願いなのだ！」

「ええ、任せてちょうだい」

「サザンカちゃん！　ジョーロとフーちゃんだけだと手が足りないのだ！　一度、袋詰めをしてほしいのだ！」

「……う、うん！」

「フーちゃん！　そっちからパックに詰めた焼鳥を回してくれ！　袋詰めはこっちでやる！」

「うむ。任せろ」

　俺は急いで立ち上がり、サザンカと一緒に屋台の後ろ側に置いた机の前に立つ。

　そこに袋をまとめて出して、正面のフーちゃんから焼鳥のパックを受け取っては詰めていく。

　パンジーは、最初からこれを狙ってたのか……。だから、どれだけ売れなくても、フーちゃんとサザンカにずっと焼鳥を作ってもらって……って、んなこと考えるのは後だ！

　今はとにかく急げ……、急げ急げ！

「お！　君はこの間の！　悪かったね、大人数で声をかけちゃって！」

「…………っ！」

　俺とサザンカが袋詰めをしているのを待っている間、手持ち無沙汰だったのだろう。

　綾あやの小路こうじ父がヒイラギに気がつき、どこか申し訳なさそうな笑顔で語りかけている。

　さらに一緒にいるおじさん達たちも、まとめてヒイラギのところへと向かっていった。

　いや、これはさすがにまずいんじゃねぇか？　だって、ヒイラギは……

「い、い、……いらっしゃいませ……なのっ！」

　耐えやがった！　いや、それどころか挨拶まで返したじゃねぇか！

　足をガタガタと震わせて、周りから見たらひでぇ顔だけど、本人なりに一生懸命作った笑顔をおじさん達たちに向けて、『いらっしゃいませ』と言ったのだ。

「おおっ！　元気な声だね！」

　おじさん達たちとしても嬉うれしかったのだろう。満面の笑みでより一層ヒイラギに注目した。

　それでもヒイラギは逃げ出さない。必死に堪えて、地面を踏みしめている。

「……よし！　もう五十本追加で頼むよ！　こっちは、商店街のみんなが食べる分でね！」

　おいおい、これ、本当に勝てるんじゃねぇのか？

　まさか、ヒイラギの頑張りがこんな風に形になるなんて……。

「あ、りがと、ございます……なのっ！」

「元もと木き、いい声だな。……いらっしゃいませ」

　隣に立つフーちゃんが不敵に笑った後、ヒイラギに続いておじさん達たちに挨拶をする。

「わ、……我だって、やりゃびゃできりゅにょのだ！　ヒイラギアンリミテッドなのだ！」

「うむ。知っていたぞ」

　まぁ、メチャクチャ嚙かんでるけど、よくやったな、ヒイラギ。確かに限界を超えてるよ。

「お待たせしました！　本当にありがとうございます、こんな沢山……」

「気にしない気にしない！　そもそも俺おれ達たちじゃなくて、みんなで食べる分だしね！　前も言ったじゃん？　困った時は助け合い！　商店街の鉄則さ！　他にも色んな人に声をかけておいたから、きっとこの後来てくれるよ！　楽しみにしててね！」

「ん～！　デリシャァ～ス！　つい、いい香りに釣られて、つまみ食いをしてしまいましたわ！　私わたくしったら、はしたないですわね！　おほほほほ！」

「お嬢様は食いしん坊で、綾あやの小路こうじ颯はや斗とは困っちゃうんだな～」

「これ程の味でしたら、友人の方々にも是非ともオススメしなければなりませんね！　綾あやの小路こうじ颯はや斗と様もよろしくって？」

「お嬢様の命令なら、綾あやの小路こうじ颯はや斗とはもちろん引き受けるんだな！」

「ほんとですか!?　ありがとうございます！　……綾あやの小路こうじ颯はや斗とも、サンキューな！」

「任せるんだな！　綾あやの小路こうじ颯はや斗ととジョーロは友とも達だち！　だから、綾あやの小路こうじ颯はや斗とは綾あやの小路こうじ颯はや斗とのできることを精一杯やるんだな！　綾あやの小路こうじ颯はや斗ととジョーロは、お互い持ちつ持たれつなんだな！」

　相変わらず、名乗りが多いな、綾あやの小路こうじ颯はや斗とよ。

　ついでに言うと、今年の地区大会の決勝戦で、君は今とまったく同じ台詞せりふを言った後、盛大に裏切ってくれたわけだが……、果たして今回は信じていいものやら……。

　ともあれ……、おじさん達たちとボンヤリ子先輩、それに綾あやの小路こうじ颯はや斗と達たちは笑顔で袋を持って去っていった。練習で作ったことになっているサザンカとフーちゃんの作ったやつは、綾あやの小路こうじ颯はや斗と達たちに渡されていたが、そりゃ当然か。ボンヤリ子先輩は、お得意様のお嬢様なわけだし。

　そして、一気に四百五十本売れたというのが、いいパフォーマンスにも繫つながったのだろう。

　先程に比べて、徐々に興味を持つ人ひと達たちが増えてきたぞ……。

「パンジーちゃん、ありがとうなのだ！　あんなに沢山……」

「違うわよ、ヒイラギ」

「え？」

「あの人ひと達たちは、ヒイラギの焼鳥が美お味いしかったから来てくれたの。私では、できなかったわ。だから、これは貴女あなたの力よ」

　その通りだ。あの日のリハーサル……最後はパンジーが謝罪をする形で終わったが、根本的なクレームの原因は、ヒイラギの焼鳥が食べられないこと。

　つまり、そんなクレームが出てしまうほどに、こいつの焼鳥は人気があったってことなんだ。

「っ！　～～～っ！　……う、嬉うれしいのぉ～……」

　今にも涙を流しそうになりながら、必死に堪えるヒイラギ。

　よかったな、ヒイラギ。やっと、自分の努力が実って──

「ねぇ……、ジョーロ」

「どうした、サザンカ？」

　とそこで、ボソボソとサザンカが頰を朱色に染めながら、俺に語りかけてきた。

　緊張をしているのか、額から汗が流れていて、それがやけに色っぽい。

「チェリーさんって、可愛かわいいと思う？」

　いきなり、どうした？　可愛かわいいとは思うけど……

「まぁ、そりゃあ。メイド服も似合ってるし……」

「そう。分かったわ」

　えーっと、どうしたんだ？　サザンカは、俺にいったい何を確認したかったのだろう？

　と、聞きたくはあったんだが、徐々に忙しくなってくる店内で、そんな会話をしている余裕は、残念ながらなくなってしまった。
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　──午後一時四十五分。

「……はい、七〇〇円のお返しです」

「こちら、商品です！　ありがとうございます！」

　レジでは、パンジーがおつりを、俺が商品を渡している。

　パンジー発案の、レジ箱を三種類用意して、『五〇〇円』、『一〇〇〇円』、『その他』と出されたお金に対応したおつりを予あらかじめ用意しておく戦法が、ここに来て大活躍だ。

　おかげで、かなり手早くお客さんをさばけている。

「すごい！　すごいよ！　今のところ、『ヨーキな串カツ屋』、九百五十本！　『ゲンキな焼鳥屋』が差をつめて、八百三十本！　あとちょっとで、追いつけるよ！」

　ここまで一気に差がつめられたのは、もちろんパンジーの仕業。

　なんせ、わざわざ来てくれたのはおじさん達たちが声をかけてくれていた商店街の人ひと達たちだけじゃなかったのだ。

　そこに加えて、以前から『ゲンキな焼鳥屋』に興味を持っていた人までやってきた。

　オープンしたてで、大人気の焼鳥屋。興味はあるが、混んでいるから並びたくはない。

　そんな人ひと達たちに向けて、パンジーは、『西にし木き蔦づた高校の体育祭の屋台でも販売しています』というビラを渡していた。もちろん、渡した人全員が来るわけではないが、それでも効果は大。

　持ち帰って、家族と食べるようにという目的のお客さんが大勢訪れたというわけだ。

　なので、ここまではかなり順調……なのだが……

「チェリーさん、そろそろ俺とパンジーは……」

「あ、そっか！　もうそんな時間なんだね！　忙しくて気づかなかったっしょ！」

　そう。問題はここからだ。

　午後二時……俺とパンジーが借り物競走で二人同時に店から離れる時間。

　閑古鳥が鳴いていた午前中とは、打って変わって大盛況の『ゲンキな焼鳥屋』。

　正直、四人でまわすのにかなり厳しい状況になっている。

　できないことはないと思うが、回転率が落ちてツバキ達たちとの差が……

「ジョーロっち、菫すみれ子こっち！　頑張ってきてね！　こっちはうちらに任せてっしょ！」

「大丈夫ですか？　この忙しさで、四人で屋台をやるってのは……」

「うししし！　実は、四人じゃないんだなぁ～！」

　は？　チェリーの奴やつ、笑って何を言ってんだ？

　今から俺とパンジーが抜けるんだから……

「チェリーさん、お待たせ」

　ん？　何やら静かだがよく通る声が聞こえてきたのだが、今のって……

「つ、つきみ！　なんでここに!?」

「手伝い」

　そこに現れたのは、俺が以前に屋台のメンバーに加えようとして失敗した美少女。

　小柄だが立派なバストを所持する、唐とう菖しよう蒲ぶ高校二年……つきみこと草くさ見み月ルナ。

　そして、もう一人。つきみの隣で、スマートフォンを俺に向けて掲げているのは、

『私も手伝い。頑張る』

　滅多に自分の声で喋しやべらず、スマートフォンで会話をする少女……リリスこと蘭らん頂ちよう朱あかねだ。

「二人とも手伝いに来てくれたのか!?」

「そゆことぉ～！　うちがちゃんとお願いしたっしょ！　ね、つきみっち、リリスっち！」

　そんなことまでしてくれたのか！

　チェリーがメンバーに加わってくれてよかった！　本当にこの人は……

「うん、頼まれた。…………フーちゃんに」

　他人の手柄を掠かすめ取とるのが、お上手な人だ。

「来てくれて助かったぞ、つきみ。では、会計を頼めるか？」

「任せて」

　テクテクと小さな足取りで、レジの前にチョコンと待機するつきみ。

　うん！　フーちゃんが任せるってことは、きっと大丈夫なんだろう！

「ちょっ！　つきみっち！　最初に頼んだのはうちっしょ！」

「チェリーさんはしつこくお願いしてくるから、面倒くさくて逃げたら、追いかけてきて転んで、図書室の本をばらまいただけ。お片づけ、大変だった」

　さすがドジッ娘こ。ただいたずらに、被害だけを出していたのか……。

「うっ！　ごめんっしょ……。でも、うちも手伝ったし……」

「入れる場所、全部違ってた。手間が増えた」

『つきみちゃんへのお詫わびも兼ねて、私も手伝いに来たの』

　あ、それでリリスも来てくれたのね。

　なら、一応チェリーのおかげでもあるか。……あるか？

　とりあえず、あとでフーちゃんには、しっかりとお礼を言っておこう。

「ここ、私がやる。あと、……菫すみれ子こ」

「何かしら、草くさ見みさん？」

「前は……、ごめんね」

　ペコリと頭を下げて、パンジーへ謝罪をするつきみ。以前に俺にもパンジーに謝ってくれと頼んでいたが、やっぱり自分でもちゃんと謝りたかったんだろうな。

「もう気にしていないから、大丈夫よ。それより、来てくれてとても助かったわ。ありがとう。ここはお願いするわね」

「うん。チェリーさんよりできる。ワタシは安心」

「うちだって、ちゃんとできるっしょ！」

　付き合いを重ねると、人の色んな一面が知れるもんだけどさ、ここまで残念になっていく人も珍しいよな。頑張れ、チェリー。
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「位置についてぇ～……、よーい…………」

【ドン！】

　スターターピストルの少し乱暴な音が響くと同時に、俺は駆け出す。

　種目は借り物競走。まず机の上に乗った箱の前まで走って、そこで一枚の紙を引き、記された内容のものを持って、さらにゴールまで走るという種目だ。

　よし！　机の前に……あ、あれ？

「やぁ、ジョーロ君！」

「コスモス会長、なんでここに？」

　なんか、机を挟んで反対側に満面の笑みのコスモスが立ってるんだが、何をやってるんだ？

「借り物競走は、内容を確認するため、くじの前に生徒が立つことになっているのさ！」

　なるほどね。それで、生徒会が手伝いでやってるってことか。屋台もあるのに、大変だな。

　ま、いいや。ほんじゃ、とっととくじを──

『頼れる生徒会長』

「…………」

　さて、何やらとんでもない紙が飛び出してきたわけだが、これいかに？

「では、如月きさらぎ殿がどのような紙をお引きになったか、確認させてもらいますぞ！」

　おい、なに侍になってやがる。緊張して芝居をしてんのがバレバレだぞ。

　てめぇだな？　てめぇがこの紙を仕込みやがったな？

「引き直します」

「さ、左様でございますか……」

　ションボリしても知らねぇよ。職しよつ権けん濫らん用ようも程ほどにしろっつーの。

　そんじゃ、もう一度──

『頼れる生徒会長をお姫様抱っこ』

　パワーアップしてんじゃねぇよ！

　なんで、引き直したら余分なオプションがついてくんだ!?

「さ、さて！　では、如月きさらぎ殿がどのような紙をお引きになったか、確認させてもらいますぞ！　ややや！　これはまっこと奇遇でありますな！　頼れる生徒会長とは、まさに小生の──」

「チェリーさんのとこ、行ってきます」

「あっ！　そ、そんなっ！　ひ、ひどいぞ、ジョーロ君！」

　うるせぇ。なに、人の体操服をとんでもねぇ握力でつまんでやがる。離せ、のびる。

「私も、ジョーロ君と体育祭の思い出が欲しいんだ！　す、少しだけでいいから、できるだけ、一緒に……いたいんだ……っ！　最後の、体育祭に……」

　うっ！　無自覚に断りづらいことを言ってきやがって……。

　そうだよな、三年生のコスモスにとっては、これが最後の体育祭。

　できる限り思い出がほしいという気持ちは、正直ちょっと分かる。

　しかも、チェリーを呼び出したら、ただでさえ忙しい向こうの屋台が……はぁ、分かったよ。

「……コスモス会長、一緒に走ってもらえますか？」
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「わ！　わぁぁぁぁ！　うん！　走る！　走るよ、ジョーロ君！」

　さり気なく、引いた紙を一枚目に入れ替えたが、コスモスはそれでも満足だったのだろう。

　俺の手を取って、二人で一緒に駆け出した。

「はぁ……はぁ……。ふふふ、楽しいね、ジョーロ君！」

「……はぁ、はぁ。あんまり、喋しやべってる余裕は、ないですけどね」

　走ることでなびくコスモスの髪。それが、普段は見えないコスモスのうなじをチラチラと見せてくるので、ついそっちに目がいきそうになるのを堪えるのが大変だった。

　……ちなみに、俺の借り物競走の結果は最下位。

　コスモスが、変なことをするからだ……。




「……あれ？　パンジーの奴やつ、どこに行ったんだ？」

　借り物競走が終わったら合流して屋台に戻るはずだったんだが、どこにもいねぇぞ？

　いったいどこに……あ、いた。って、なんか女の子と話してんな。

「……そう。人を探しているのね」

「はい！　あ、えっと……、野球部の人で、西にし木き蔦づた高校のエースをやっている……、大おお賀がた、た、たい……よ……さんを探していて……」

　パンジーの向かい側に立つ少女は、緊張でもしているのかやや落ち着きがない。

　胸まであるストレートヘアー、やけに白い肌。少し丸みを帯びた真面目そうな目。年は俺おれ達たちとあまり変わりなさそうだが、私服を着ているってことは、うちの学校の生徒ではなさそうだ。

「…………サンちゃん……なのね……」

　何かパンジーの奴やつ、微妙に元気がねぇぞ。

　まるで、尋ね人が自分じゃなくて、へこんでいるようにも見えるが、向こうの態度を見る限り、知り合いってわけじゃなさそうだよな？

「彼なら、あそこの屋台で串カツを作っているわよ」

「本当ですか！　ありがとうございます、教えていただいて！」

　少女は、探し人の場所を知れたのか、瞳をパッと明るくしてパンジーへ頭を下げた。

「……では、私はこれで！　失礼します！」

　少女は今すぐにでもサンちゃんの所に向かいたいのか、ソワソワとした様子でパンジーへ挨拶をすると、足早に去っていった。そんな少女の様子を眺めながら、パンジーは、

「ええ。…………さようなら」

　まるで、今生の別れのようにそう言った。

　どうしたんだよ、パンジー？　そんな泣きそうな面をして……。

　その後、一人たたずむパンジーと合流して屋台へと戻ったのだが、その間パンジーは一言も言葉を発することはなかった。
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※






「あ、おかえりジョーロ！　今は、『ヨーキな串カツ屋』、千二百五十本！　『ゲンキな焼鳥屋』、千百三十本！　差は埋めれてないけど、開いてもないよ！」

　戻ってきた俺にアイリスが、両店舗の売上本数を伝えてくれる。

　だが、おかしいぞ？　なんで差がつめられてないんだ？

　今のところ、こっちも向こうも大盛況。

　そうなると、おつりを手早く渡せるこっちのほうが回転率は早くて差を……

「向こうは、コスモスさんが考えた方法で、番号札を用意して、商品の受け渡しとお会計を完全に別にしてるみたい！　それで、回転率を上げてるんだよ！」

　くそっ！　コスモスの仕業か！　あいつ、借り物競走にあんな仕込みを入れるだけじゃなくて、そっちでもしっかりと活躍してるってわけか！

　だったら、こっちも真ま似ねをして……って、ムリか。

　とてもじゃねぇが、今から番号札を用意してる時間なんてねぇ。

　どうする？　なんとか起死回生の一手を……って、あれ？

　なんか、一人の女がプンスカと頰を膨らませてこっちに来ているのだが……、

「私、こっちのお店を手伝います！　むっふー！」

　どうした、たんぽぽ。そんな不ふ貞て腐くされた面をして。向こうで何かあったのか？

「いや、たんぽぽ。てめぇはツバキの店の所属だろ？　だったら──」

「問題ありません！　ツバキ様からも『屋台に所属してるからって、もう一つの屋台を手伝っちゃいけないルールはないから平気かな』と許可をもらってます！　むふー！　むふー！」

　あ、そうなのね。だったら、こっちとしては助かるんだけどさ、……なんで来たの？

「おーい！　たんぽぽぉ！」

「むっ！　今の声は……っ！　むしゅるるるる！」

　やや離れたところから聞こえてきた声を威嚇するたんぽぽ。

　されているのは、野球部の新キャプテン、俺と同学年の穴あな江えだ。

「おいおい、そんな怖い顔するなってぇ～。まだ、何も言ってないだろぉ？」

　穴あな江えはたんぽぽの扱いは心得ているのか、威嚇をされてもどこか余裕のある様子だ。

「私、あっちのお店には戻りませんからね！　むっふー！」

「分かってるよ。洋よう木きもそっちのほうがいいって言ってたしさ。けどな、たんぽぽ……」

　と、その瞬間、普段はおちゃらけたイメージの穴あな江えの目が急に鋭くなった。

　怒ってるってわけじゃねぇな、どっちかって言うと……悲しんでるって感じだ。

「あんまりひどい態度を取るなよ。あの子は、何も悪くないんだからさ」

　あの子？　たんぽぽがひどい態度を取るって、いったい誰にだ？

　有り得そうなのは、ライバル視しているコスモスやひまわりだが、夏休みに遊んだ時は一緒に仲良くしていたし……、

「そんなの関係ありません！　私は、嫌なんです！　なんで皆さんは平気なんですか!?」

「決まってるだろ。あの子を拒絶したら、あの子が傷つくからだよ」

「……あっ！」

　なんか妙なニュアンスだな。パッと聞くと、一人の奴やつが拒絶されて傷ついているような言い回しだが、とらえかたによっては、『あの子』が二人いるようにも聞こえる……。

「ま、今は気持ちの整理ができないだろうし、大丈夫だ。お前は特に仲良かったからな。けどさ、ちゃんと整理ができたら……、そうだな。みんなで、イタリア料理を食べに行こうぜ！」

「……分かりました」

　まだどこか納得できていないようだが、たんぽぽは深く反省した様子で穴あな江えに返答した。

「んじゃ、如月きさらぎ！　悪いんだけど、たんぽぽの世話は任せた！　よろしくぅ！」

「あ、ああ！　なぁ、穴あな江え……」

「お、どしたぁ？」

「なんっつーか、てめぇは……キャプテンって感じだな」

「へへっ！　キャプテンだからな！」

　鼻の下を人差し指で擦こすりながら、どこか照れくさそうに穴あな江えは去っていった。

　そして、しょんぼりしたたんぽぽには、

「たんぽぽ、貴様はつきみと交代して会計で受け渡しをやれ」

　フーちゃんが、すかさず声をかけた。

「受け渡し……ですね……」

「さっさとしろ。こちらは手が足りんのだ」

　言葉は乱暴だが、体を動かすことで嫌なことを忘れさせようとしているのだろう。

「……分かりました。……特とく正しよう先輩……むふー……」

「……まぁ、その……なんだ……、来てくれて助かったぞ。……感謝する」

　相変わらず不器用だが、ちょっとずつフーちゃんも変わってるよな。

　…………

　……

「むふふ！　お買い上げありがとうございます！　特別に、天使なたんぽぽちゃんの笑顔も、プレゼントしてあげちゃいましょう！」

　やはりアホというか、切り替えが早いというか……、たんぽぽのこういうところはすごい。

　あっという間にうちの屋台に馴な染じんで、楽しそうに受け渡しをやってのけるとは……。

「フーちゃん、よかったの？」

「なにがだ、つきみ？」

「たんぽぽ、受け渡しで。ワタシと代わって、一緒に箱詰めでも……」

　確かにそうだな。たんぽぽは野球部のマネージャーで雑務にも慣れているし、つきみと役割を交代なんてさせずに、最初から箱詰めにまわしても……

「ふっ……。奴やつと隣同士で箱詰めなどやってみろ。俺のドキ臓がシンシンして、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ることは目に見えている」

　偉そうに語るな。俺の知ってる人類に、ドキ臓なんて臓器も、シンシンする臓器もない。

　……ところでだ、実はさっきから少々気になっていることがある。

　今、現在の『ゲンキな焼鳥屋』のそれぞれの配役だが、

「うぅ～……。怖……くない、のだぁ！」

　まず、焼き台で必死に恐怖と戦いながら焼鳥を作るヒイラギ。

　その隣で、フーちゃんとつきみが箱詰めなどの補佐に入り、会計にはヒイラギから『細かいことが得意そうなのだ！』と任命されたリリス、それにフーちゃんに任命されたたんぽぽ。

　チェリーは、相変わらず客引き。

　んで、俺が列整理を兼ねて店前に立っているのだが……サザンカとパンジーがいないのだ。

　あの二人、どこに行ったんだ？

「ジョーロ！　ちょっと急いで私と一緒に来て！」

「わっ！　アイリス、どうしたんだよ？　てめぇは、屋台の売上を……」

「大丈夫！　そっちは、他の子に任せてあるから！　それより、早く！」

　どうしたんだ？　なんか尋常じゃない焦あせりようだが……

「分かったよ。……すみません、チェリーさん！　ちょっとここをお願いします！」

「うん！　オッケーっしょ！」

　とりあえず、やけに急せかされたので、俺はアイリスに手招きされるままに、誰もいない校舎裏へとついていった。




　すると、そこには……

「サザンカ、おっまたせぇ～！」

「あ！　や、やっと来たわね！」

　言葉は偉そうなのだが、行動は見事に反比例。

　壁から、顔だけを出して落ち着きのない視線を向けるサザンカがいた。

「じゃあ、私はこれで！　あとはお二人さんでごゆっくりぃ～！」

　いや、ゆっくりはせん。ただでさえ、忙しいんだ。

　できる限り早く屋台に戻って、仕事をしたい。

　それはサザンカも同じはずなのだが……、なぜこの子は、顔を真っ赤にして俺を睨にらんでいるのだろう？　正直、めっちゃ怖い。

「どうしたんだよ？　忙しいから、さっさと店に……って、なんだその格好？」

　壁から出てきたと思ったら、全身を布で包み込んで見事に自分の格好を隠している。

　これでターバンもつけていたら、砂漠とかを旅する部族っぽいな。

「い、いい!?　ほ、本当に特別に！　今回だけだからね！　しょ、勝負に勝つためで！　あんたのためなんかじゃ全然ないんだからね！　でも、念のため！　念のため、あんたが最初に確認するの！　分かったわね!?」

　この子は何を言っているのだろう？

「よく分からんが、……分かった」

「ふぅ……。じゃあ……」

　俺の返答で少し落ち着いたのか、耳まで真っ赤な顔でサザンカが一呼吸。

　そして、纏まとっていた布を取ると……

「……ど、どう？」

　そこには、チェリーと同じメイド服に身を包んだサザンカが現れた。

　スラリと整ったスタイル、大きいとは言わないがしっかりと存在する胸元の谷間、美しく伸びた脚線美。そこには、俺にとって理想とも言えるメイドさんが立っていた。

「へ、変？　その……、あんたがチェリーさんのメイド服が似合ってるって言ってたし、前に見たいって言ってたから……」

「とりあえず結婚しよう。話はそれからだ。……はっ！」

「なっ！　け、けっこ……っ！」

　いかん！　つい本能の赴くままに言葉が！

「ち、違う！　その、ついサザンカが理想的過ぎるメイドさんだから、言っちまっただけで！　そういうつもりはない！　か、勘違いしないでくれ！」

　これ、いつものサザンカの台詞せりふそのまんまじゃねぇか！

　俺は何を言っちまってんだ！

「……ふーん。そっかぁ～！　ふふふっ！　そんなに似合ってたのかぁ～！」

　やめて、そんな顔一面に喜びを広げたような、可愛かわいすぎる笑顔で俺を見ないで。

　色々、我慢してるの。ほんと、勘弁なの。

「うっ！　まぁ、その……メチャクチャ似合ってるよ」

　つい、直視できなくて顔をそらすが、その俺の視線を読んでいたかのように下からのぞきこんでくるサザンカ。さらに、わざとらしく眉をしかめると……

「ご主人さまぁ～、ちゃんと見てくれないと寂しいですぅ～！」

「うぐっ！　や、やめろよな！」

「きゃっ！　おっきな声を出してこわぁ～い！」

　わざとらしく、グーにした両手を口元に寄せて脅おびえるサザンカ。

　気づいているのか気づいてないのか知らんが、同時に腕が胸を圧迫しているので、それがまたより一層、俺の心音を大きくする。

「──なんて、冗談よ！　褒めてくれてありがとねっ！　ジョーロ！」

　あざとい！　でも、悔しい！　ときめいちゃう！

「あ、ああ。つか、なんでいきなりそんな格好に……」

「もちろん！　パンジーが考えた最後の作戦のためよ！」

「へ？　パンジーが考えた、最後の作戦？」

「そうよ、ジョーロ君」

　背後から聞こえるどこか弾んだ声。その声色が俺に予感を与える。

　もしかしてと思うと、今すぐに振り向きたい自分と、振り向きたくない自分が葛藤する。

　だが、最終的に勝ったのは前者。俺が自らの心に従い、振り向くと、

「お待たせ。これが、ツバキに勝つ最後の作戦よ」

「お、おま……っ！　その格好は……っ！」

「あの時、結構話題になったでしょう？　だから、もう一度着てみたの」

　そこに立っていたのは、真の姿になったパンジー……なのだが、格好は先程までの体操着ではない。着ているのは、ドレスだ。

　今年の一学期……、花か舞ぶ展てんのラストに登場して、うちの学校で『幻の美女』とまで言われ、ある種の伝説になっている……あの時の姿のパンジーがいるのだ。

「……うぉ」

　本当に……、思わず唸うなっちまいそうになるほど綺き麗れいだ……。

　あまり美術品とかに興味はないのだが、芸術ってのはこういう存在を言うのだろうと、本能的に理解できてしまう。……って、惚ほうけてる場合か！

「てめぇは、何をやってんだよ！　その姿は、学校のみんなには内緒に……」

「私も褒めてもらいたいわ」

　こいつは……っ！　俺が心配してやったというのに、不ふ貞て腐くされるとはどういう了見だ。

　いちいち、ムスッとした顔も可愛かわいいんだから、厄介だ。

「うぐっ！　き、綺き麗れいだよ……」

「ふふっ。ありがとう、ジョーロ君。とても嬉うれしいわ」

　ただ、微ほほ笑えまれているだけだってのに、自分がとんでもない贅ぜい沢たく者ものに思えてくる。

　マジでパンジーの真の姿だけは、何度見ても見慣れねぇな……。

「って、論点をずらすなよ！　なんで、その格好で出てきたんだよ！」

　こいつは中学時代、自分の外見が原因で嫌な思いをしている。

　静かに過ごすこともできず、周りから薄っぺらい感情をぶつけられ続けて……。
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「今回は、どんなことをしてでも勝たなくてはいけないもの。私もサザンカも全ての出場種目が終わった。そして、人手が足りてきた今なら、着替える時間くらい確保できるわ」

　最初から、パンジーが勝利にこだわっていることは分かっていたが、まさかここまでとは。

　正真正銘、何もかもを出し切る全力じゃねぇか……。

「だとしてもだよ！　もし、てめぇの正体がバレちまったら……」

「大丈夫よ。守ってくれる人が、ちゃんといるじゃない？」

「ぐっ！　てめぇの信用は、重すぎんだよ」

「つまり、持ってくれるつもりはあるのね」

　……うぜぇ。

「大体、その格好になってどうやって勝つつもりだよ？　二人が店前で客を呼ぶのか？」

　十分に効果はあると思うが、いくらパンジーとサザンカが頑張っても、やはり向こうにいるコスモス達たち……、そして野球部のみんなを相手にすると、さすがに分が悪い。

　多少は差を詰められると思うが、逆転までには……

「違うわ、ジョーロ君」

「なら、どうするんだよ？」

「私の作戦は二つ。一つは学校に来るお客さんを増やすこと。そして、もう一つは……」

　同時によく見ると、パンジーがダンボールで出来たプリンターほどの箱を見せる。

　ただ、上の部分はすっかりと空いていて、これって……

「お店を増やすことよ」

　……そういうことか。いくら他から人を呼んでも、やはりこっちは集客力で劣ってしまう。

　なら、どうやって残りの差を縮めるか？

　その答えは、俺とヒイラギの今年の地区大会の決勝戦にあった。

　……売り歩き。シンプルだが、確実に効果のある手段だ。

　しかも、売っているのがこんな女の子達たちなんて、男だったら買わずにはいられねぇ……。

「それじゃあ、お店のほうはジョーロ君に任せて、私わたし達たちは行きましょうか、サザンカ」

「うん！　そうしよっ、パンジー！」

　和わ気き藹あい々あいと並んで歩くパンジーとサザンカ。

　そのまま売り歩きに向かうと思ったら、二人並んで俺の前に立ち、

「一緒に勝ちましょうね、ジョーロ君」

「あたし、負けるのは嫌いなの！　だから、最後まで全力で頑張るわよ！」

　危うく、その場でぶっ倒れそうになった。

　いや、ほんと……勘弁してくれよ……。







　気づけば体育祭も佳境に入った午後三時三十分。

　残す種目は、体育祭の目玉……騎馬戦とクラス対抗リレーのみ。

　最初は圧勝していた赤組だったが、徐々に白組に差をつめられ、今ではほぼ同点。

　それは、今の俺おれ達たちの状況とよく似ていた。

「ごめん！　もうなくなっちゃったから、新しい焼鳥、ちょうだい！　フーちゃん！」

「うむ。すでに準備は整っている。これを持っていけ、サザンカ」

　パンジーとサザンカが売り歩きに出発してから十五分。その効果は、即座に表れていた。

　駆け足で戻ってきたサザンカに、フーちゃんが予あらかじめ用意していた焼鳥三十パックを手渡す。

　売り切るの早すぎるだろ……。

「ジョーロ！　『ヨーキな串カツ屋』、千三百五十本！　『ゲンキな焼鳥屋』、千二百六十本！　売り歩きの分、差をつめることができてるよ！　でも、向こうは向こうでさっきよりも来るお客さんが増えてるみたい！　特に家族連れの人ひと達たちが！」

「家族連れが!?　いや、なんでそんなに……」

「屋台の一部を開放して、『体験串カツ揚げ』ってのをやってるみたいだよ！　予あらかじめ機材を多めに準備して、ツバキの出場種目が、全部終わったタイミングで始めたんだよ！　ひまわりとサンちゃんが、教えてあげてるみたい！」

　くそっ！　最後の最後で、ツバキが仕掛けてきやがった！

　ひまわりとサンちゃん……、うちの学年でも特に人気があって、子供とのコミュニケーションが得意な二人なら、子供だけじゃなくてその両親にもウケがいい。

　それも狙って、あの二人に串カツ作りを伝授したってわけか！

　ただでさえある集客力の差を、余計に広げてくるとは……向こうも本気ってことか。

「くそっ！　やってくれるじゃねぇか……」

「大丈夫なのだ、ジョーロ！　ツバキはツバキ！　ヒイラギはヒイラギ！　我は、我の方法でツバキに勝ってみせるのだ！」

「あ、……ああ！　そうだな！」

　まさか、ヒイラギに励まされることになるなんてな。

　……そうだよな。てめぇがここまで頑張ってるんだ。

　俺おれ達たちは俺おれ達たちができる方法で、このまま、一気に逆転してやろうじゃねぇか！





※






　午後四時三十分。

　体育祭は終わりを告げ、オレンジ色に染まる校庭に全校生徒が立ち並び、壇上に立つ一人の生徒……穴あな江えに注目していた。

「皆さん、お疲れさまでした！　優勝は……我々白組がさせていただきましたが、赤組の皆さんも非常に強く、お互い、この日のために練習を重ねてきた成果が発揮できたと思います！　応援に来てくださった皆さん、ありがとうございます！　これをもちまして、閉会の挨拶を終わらせていただきます！　穴あな江え遊ゆう馬ま！　……にひっとな！」

　同時に巻き起こる、拍手。

　体育祭は終わった。そして……、勝ったのは俺おれ達たち赤組ではなく、白組。

　最後の最後、同点で迎えた決勝のクラス対抗リレー。

　そこで、白組のとあるクラスが一位をとり、逆転したのだ。

　どれだけ最初が劣勢でも、諦めなければ案外どうにかなるもんだ。

　よく聞く言葉だが、こうして現実に起きると、より実感する。

　そして、閉会式が終わった後、校舎へと戻っていく生徒達たちを横目に俺や他の一部のメンバーは校舎ではなく、実行委員のテントの横の……屋台へと戻っていった。

「……ツバキ」

「……ヒイラギ」

　屋台の正面で、真まっ直すぐにお互いを見つめ合うツバキとヒイラギ。

　そう、体育祭が終わったということは、ツバキとヒイラギの聖戦も終わったということ。

　最終的な販売本数は、『ヨーキな串カツ屋』が千七百七十本。

　そして、『ゲンキな焼鳥屋』は…………千七百八十五本。つまり……、

「……ボクの負けかな」

「か、か、勝ったのぉぉぉ!!　ツバキに、ツバキに勝ったのぉぉぉぉ!!　あぁぁぁぁん!!」

　両目から大粒の涙を流しながら叫ぶヒイラギ。どこか諦観した様子で言葉を漏らすツバキ。

　そう。ヒイラギが、ツバキに勝ったのだ。

　最後の最後まで、どうなるか分からないデッドヒートだった。

　通常の屋台運営に加えて、パンジーとサザンカが売り歩きをする俺おれ達たち。

　体験串カツ揚げを設けて、集客力をあげたツバキ達たち。

　さすがに、可愛かわいいメイドさん……そして、花か舞ぶ展てんの美女という効果もあって、こっちの売上の方が好調ではあったが、最後の最後……あと五本で追いつけるというタイミングで、お互いの店に異変が起きた。なんと、どちらの屋台も、お客さんがパッタリと来なくなったのだ。

　理由は至ってシンプル。盛り上がりに盛り上がった体育祭の決着を見届けようと、見学者達たちは全員、屋台ではなく体育祭自体に興味を示したからだ。

　だが、そんな状況で、たった一人だけいたのだ。体育祭よりも、ツバキとヒイラギの勝負に興味を示していて、ヒイラギに勝ってほしいと願う人物が。

　その人が、体育祭終盤に息をきらせながら、『ゲンキな焼鳥屋』に現れ、焼鳥を二十本買っていった。それが、そのまま販売本数の差となり、俺おれ達たちは勝った。

　では、それが誰かという話だが、

「まさか、金かね本もとさんがヒイラギの味方になるとは思わなかったかな」

　そう。ツバキの店でずっと働いてきて、二人の関係をよく知る男……金かね本もとさんだ。

「ま、俺に協力してくれるって言ってたからな。……んで、その金かね本もとさんから伝言だが、『僕は二人の味方だよ！　また仲良くしてね！』だってよ」

「はぁ……。まったく、金かね本もとさんは……」

　溜ため息いきを吐きながらも、どこか嬉うれしそうに微ほほ笑えむツバキ。

　その笑顔のまま、ヒイラギを見つめると、

「聖戦に敗れし者は、勝者のどんな命令にも従う……。ボクが負けちゃったし、キミの命令をなんでも聞くかな。……ヒイラギ」

「ひゃっ！　あ、えと……」

　ツバキに真まっ直すぐそう言われたことに緊張したのか、ヒイラギが不安げな目で俺をじっと見つめる。だから、俺は静かに頷うなずいてヒイラギに『大丈夫だ』という意思を伝えた。

「……っ！　あ、あの……、ツバキ……」

　いよいよその時が来たのに緊張したのか、ヒイラギはどこか落ち着きがない様子で、ツバキの表情をチラチラと確認している。

「え、えっとね……、私……、まだ色々ダメなの……。いっぱいいっぱい迷惑かけちゃうかもなの。でも……、でも……」

　ふんぞり返った口調ではなく、本来の素直な口調でヒイラギが話す。

　余程緊張しているのだろう。さっきから手をギュッと握り締めて、震えているのが分かる。

　だが、それでも言うと決意した強い瞳で、真まっ直すぐにツバキを見つめると、

「私と、またお友とも達だちになってほしいの!!」

　ハッキリとそう言った。

「ん。分かったかな。……ボクとヒイラギは、また友とも達だちだよ」

　今までヒイラギに向けていた厳しい視線ではなく、本来の優しい笑顔になったツバキが、そう言う。逆らえないとは言え、まるで逆らうつもりのない、むしろ歓迎するような笑顔だ。

「や、やったのぉぉぉぉ！　ツバキ！　ツバキィィィィ!!」

「んわ。……ヒ、ヒイラギ……苦しいかな……」

　感無量となったヒイラギが、ツバキに思い切り抱きついた。

　良かったじゃねぇか、ヒイラギ。やっと……、本当にやっと願いが叶かなったな……。

「ツバキと私はまたお友とも達だちなの！　とってもとっても仲良しなの！」

「……よく頑張ったね、ヒイラギ。キミがすごく成長してて、ビックリしたかな」

「ち、違うの！」

　ブンブンと首を横に振るヒイラギ。いや、十分頑張っただろ。

　最後まで逃げ出さずに、焼鳥を作ったわけだし……

「私じゃないの！　みんな！　みんなが私を助けてくれたから、ツバキに勝てたの！　本当にありがとうなの！　ジョーロ、パンジーちゃん、サザンカちゃん、チェリーちゃん、フーちゃん、つきみちゃん、リリスちゃん……」

　傍に立つ俺おれ達たちを見回して、お礼を言っていくヒイラギ。

　ところで、一応最初は敵チームだったが、最終的には手伝ってくれた奴やつもいるのだが……

「あと、変なアホの子もありがとなの！」

　あ、忘れてなかったのね。名前までは覚えられなかったみたいだけど。

「んもぉ～う！　元もと木き先輩はうっかりさんですねぇ～！　私を忘れて、如月きさらぎ先輩を二回呼んでいますよ！　むふ！」

　さすがだな、変なアホの子。

「あ！　それと……」

　何かを思い出したかのようにツバキから離れると、ヒイラギは一人の少女の前に移動した。

「う？　どーしたの、ヒイラギちゃん？」

　突然、ヒイラギが目の前にやってきたことに首を傾かしげるのは、俺の幼おさな馴な染じみのひまわり。

　ヒイラギの奴やつ、ひまわりに何が言いたいんだ？

「その……、前はいきなり逃げちゃって……ごめんなさいなの……」

　そういえば、そうだったな。転校二日目、一緒に学校に行こうと誘ったひまわりから、ヒイラギは大声を出しながら逃げていった。ちゃんとそのことを反省してたんだ。

「んーん！　だいじょぶだよ！　わたし、おこってないよ！」

「ありがとなの！　えっと、これからよろしくお願いしますなの！　私、ヒイラギなの！」

「うん！　よろしくね、ヒイラギちゃん！」

「はぁぁぁぁ！　よかったのぉ～!!」

　自分の中でやるべきことが終わったのだろう。ヒイラギは、満足気に息を吐くといつものお気に入りの膝を抱きかかえるポーズで、その場に座り込んだ。

「ヒイラギ、まだ片づけが終わってないかな」

　優しく語り掛けるツバキ。

　本当は、ツバキもずっとヒイラギと友とも達だちに戻りたかったんだろうな。

　こんな嬉うれしそうな声、初めて聞いたよ。本当に良かったな、ツバキ、ヒイラ──

「大丈夫なの！　後は、ツバキが甘やかしてくれるから、何とかしてもらえるの！」

　……あのー、ヒイラギさん？　君はどうして、そこまで的確に空気が読めないのかな？

　今までの成長はいったい……

「ど、どういう、こと、かな？」

　あ、ツバキのこめかみがヒクヒクいってる。あれ、怒ってるやつじゃね？

「私、今日までいっぱいいっぱい頑張ったの！　もう、一生分頑張ったの！　だから、これからはツバキにたーっぷり甘やかしてもらって、余生を過ごすの！」

　ハチミツに砂糖をぶちまけてグッチョグチョにしたぐらい、自分に甘いな、おい！

　なんで、人生のターニングポイントを迎えてんだよ、てめぇは！

「はぁぁぁ～！　本当に、この学校に転校してよかったの！　いっぱいいっぱいお友とも達だちができて、ツバキともお友とも達だちに戻れて、あとの人生は楽勝なの！」

　ヒイラギ、気づけ。

　てめぇの人生が、イージーモードからインフェルノモードになりかけてるぞ。

「ヒイラギ・エクスタシー・ダイナミック・フューチャーなのぉ～！」

　なるほど。ヒイラギＥＤＦか……。まるで防衛する価値が見み出いだせないな。

　っていうか、こんななめくさった台詞せりふをはいちまうと……

「ボク、キミの友とも達だちをやめるかな」

　やっぱり、そうなったか……。

「うえぇぇぇぇ！　な、なんでなの!?　私、聖戦に勝ったの！　勝者の言うことに敗者は絶対服従なの！　だから、ツバキは私の友とも達だちなの！」

「ん。だから、友とも達だちになったあと、友とも達だちをやめるかな」

「ひどいの！　ずるっこなの！　ヒイラギインクレディブルなの！」

　大丈夫だ。てめぇのほうが、はるかに信じられない。

「じゃ、ボクは行くかな。……じゃあね、ヒイラギ」

「ま、待つの！　私をおいてっちゃ……ひきゃっ！　いたいのぉ～……」

　ツバキを追いかけようとしてずっこけるヒイラギ。

　思い切り顔面からいったが、案外頑丈なようで、鼻の頭を赤くするだけで済んでいる。

「うぇぇぇ！　どうしてなのぉ？　私、何もかも完かん璧ぺきだったのぉ！　うぐ。うぐ……」

　そうだね、何もかも完かん璧ぺきに失敗したね。

「ヒイラギ、あんた……最後の最後で……」

「自じ業ごう自じ得とくっしょ……、ヒイラギっち」

「自らの甘さをどこまでも探求するか。……見習うべき点もあるな」

「ヘンな子」

『やってみる、ではない。やるか、やらないか。……いい心がけ』

　サザンカ、それに唐とう菖しよう蒲ぶから来てくれた助すけっ人とからのなんとも言えないコメントを聞いていると、俺もヒイラギに色々と言ってやりたくはなってくるが、

「あー、みんな、わりぃ。ちょっと俺は用があるから……その、ヒイラギのことは任せた」

　その前に、まだやることが残ってるんだよな。

「一応聞くけど、どこに行くのかしら？」

「ツバキに勝ってほしいって、誰よりも早く俺に頼んできた奴やつんとこに、ちょっとな」

「そう……。分かったわ」

　そんじゃ、パンジーも納得してくれたしさっさと向かうとするか。





※






　屋台を出発した俺が向かう先は、体育館裏。

　なぜなら、そこで一人の人物と待ち合わせをしているからだ。

　やや足早に向かうと、すでにその人物は到着していたようで、体育館裏の『ナリツキ』のそばに立ち、俺の存在に気がつくと、パタパタと手を振ってくれた。

　では、それが誰かという話だが……

「待たせたな。…………ツバキ」

　ま、こいつ以外有り得ないよな。

「ジョーロ。色々、ありがとね」

　ニコニコと笑顔で俺を迎え、お礼を言うツバキ。ま、それもそうだろう。

　なんせ俺は最初から、…………ツバキに頼まれてヒイラギ側についていたのだから。

「ちゃんと気づいてくれて助かったかな。分かりにくい言い方でごめんね」

「そういう言い回しには慣れてるから、大丈夫だ」

　ツバキが俺に、ヒイラギ側へつくように依頼したのは、最初の図書室。

　二人が聖戦の内容を決めるために話し合いをしていた時だ。

　あの時にツバキは、こう言った。

『ん。もちろん、最後に相応ふさわしい最高の舞台で、最高の聖戦を繰り広げる予定かな。普通の聖戦だと、ボクが勝っちゃうからね。キミが勝てる最低条件を満たしたものにするつもりかな』

　ここの『ヒイラギが勝てる最低条件』。それこそが、俺……如月きさらぎ雨あま露つゆの参入だ。

　なんせ、その一つ前の聖戦でヒイラギは、『ジョーロさえいれば、ツバキに勝てる』と言っていたのだから。その要望に応える形で、俺がツバキに頼まれてヒイラギ側についたのだ。

　全ては……、ヒイラギの人見知りを治すため……、そして、今までずっと世話になってきたツバキへの俺なりの恩返しのために。

「やっぱりジョーロはすごいかな。ボクがずっと治そうとして治せなかった、ヒイラギの人見知りを治しちゃうんだもん。君に任せて大正解だったかな」

「いや、アレを治ったと言い切るのは、ちょっと難しい気もするが……」

「そんなことないかな。ボク、ヒイラギにあんな沢山友とも達だちがいるところ、初めて見たもん。ありがとね、ジョーロ。やっぱり君は、みんなをまとめるのが上手な、一本の串みたいな人だね。全部、君のおかげかな」

「全部ってのは言いすぎだよ。他のみんながいたからこそ、だ」

　ヒイラギ自身が頑張ったところが多々あるし、俺以外の連中もヒイラギを支えてくれたからこそ、あいつの人見知りを多少なりとも改善することができたんだ。

　そもそも、俺も俺でリハーサルでは大失敗をやらかしてるしな。

「てか、ツバキ。マジに本気で来てただろ？　ヒイラギをぶっ潰す勢いで。俺はてっきり少しぐらいは手を抜いてもらえるかと……」

「そんなことするわけないじゃん。ヒイラギは自分を甘やかしてくれる気配に敏感だからね、ほんの少しでも手を抜いたら、すぐに気づかれちゃうかな」

　だから、一切手を抜かなかったってわけか。

「……それに、勝ちたいって気持ちがあったのも本当だしね」

　その言葉を聞いて、俺は妙にしっくりきてしまった。

　なんっつーか、今回のツバキは、まるで二人いるみたいだったんだよ。

　圧倒的な敵としてヒイラギの前に立ち塞がるツバキと、言動は辛辣だがヒイラギのことを想おもって行動するツバキ。それは……、どっちも本物だったんだ。

「なぁ、ツバキ。一つ聞きたいんだけどよ、中学の時ヒイラギに『もう友とも達だちじゃない』って言ったのは、本心だったのか？　それとも、その時からあいつの人見知りを治そうと……」

「違うよ。本心でそう伝えたかな。ただ……、情けないけど……八つ当たりだったかな」

「八つ……当たり？」

　ツバキが？　このしっかり者の化身がそんなことをするなんて……。

「ん。ボクね、子供の頃よく言われたんだ。『ヒイラギができるんだから、アナタもがんばりなさい』ってさ。……でさ、ボク、怒られたり嫌われたりするのが嫌だったから、すごく頑張ったんだ。ヒイラギにできることは、どんなことでも自分もできるようにならないとって」

「……え？」

　どこか達観したツバキの笑み。そして、その発言が俺の中で確信を生み出した。

　なんやかんやで、ツバキとヒイラギは似た者同士だったんだ。

　二人とも嫌われるのを怖がる女の子。ただ、その時の対処法が違っただけだ。

　嫌われないために、ツバキは『しっかり者』になって、ヒイラギは『臆病者』になったんだ。

「ボクはヒイラギができることを何でもできるように頑張ってるのに、ヒイラギはボクが特別だからって途中で諦めてやらなくなってさ。それがすっごく不公平に感じて、つい言っちゃったんだ。本当は、すぐにでも謝って仲直りしようとした。けど、ヒイラギを見てたら……」

「人見知りを治したくなったってことか？」

「ん。その通りかな。……少し距離を置いたことで分かったんだ。ボクはボク、ヒイラギはヒイラギ。だから、お互いに同じことができなくてもいい。ボクもヒイラギよりすごいところがあるけど、ヒイラギにもボクよりすごいところがある。……それが、ライバルでしょ？」

「……かもな」

　だからツバキは、ヒイラギに自信をつけさせるために、何度も聖戦なんかを繰り返していたのか。大切な友とも達だちのヒイラギに、強くなってもらいたくて……納得だよ。

「なるほどな。……分かったよ、色々教えてくれてありがとな」

「ん。お礼を言うのはボクの方かな。だから、ジョーロに借り一つ。もし、何か困ったことがあったら、なんでも言ってよ」

「別に礼なんていらねぇよ」

「本当に？」

「ああ。今までツバキには世話になってたからな、その恩を返しただけだ」

「そっか、じゃあ、お礼はしないでおくかな」

　というかね、別にする必要がないんだよ。




　だってさ……………………、ついに！　ハーレムが完成するんだもぉぉぉぉぉぉん!!




　待っていたぜぇ、この瞬間をよぉ！　真面目にやるのはここでおしまいだ！

　さぁて、ジェントルメン＆ジェントルメン！　皆さん、もっちろん覚えていますよね!?

　ヒイラギがツバキに勝つ！　それつまり、聖戦の特典が大発動する!!

　なんと俺は、コスモス、ひまわり、あすなろ、ツバキにどぉんな命令でもできちゃうってわけさぁ！　どんな命令をしよっかなぁ～……なんて、もはや答えは決まっている！

　そう！　ズゥバリィ！　ファァァァァリャムゥゥゥゥ！

　おっと間違えた、ハーレムな、ハーレム。いかんいかん、ほとばしりすぎた。

　いやはや、途中からシリアスモードに突入したのが、功を奏したな！

　いつもなら調子こいて失敗するはずが、今日はなんっも調子こかなかったおかげで、ほれ、この通り！　無事に、王者の青春ジュブナイル編に突入だぜ！

「んじゃ、ツバキ。そろそろ、俺からも聖戦の特典を──」

「あ、そういえばさ、ジョーロ。君のお店にたんぽぽが手伝いにいったでしょ？」

　む？　命令を繰り出そうとしたら、別の話をされてしまったぞ。

「あ、ああ。アレは助かったよ、正直人手不足だったからさ」

「ん。どういたしまして。でさ、たんぽぽに『屋台に所属してるからって、もう一つの屋台を手伝ってはいけないなんてルールはないから平気かな』って伝えたんだけど、聞いた？」

「ああ。聞いたよ。俺もそんなルールはないから、問題ないと思うぜ」

「ちなみにだけど、その場合の聖戦の特典はどうなるのかな？　ヒイラギチームを手伝った、たんぽぽも命令できちゃうのかな？　……たとえば、ボクのチームのサンちゃんとかに」

　たんぽぽがサンちゃんに命令だぁ!?　そんなこと、天が許しても俺が許さん！

　サンちゃんに何か迷惑をかけることは、なんとしてでも避けなくては！

「いや、手伝ったとしても、敵は敵だろ。……つまり、相手チームに所属していた奴やつが敵チームを手伝っても、そいつに聖戦の特典はなしだ」

「それが聞けて、満足したかな」

　ふぅ……。ツバキのおかげで、サンちゃんを未み曾ぞ有うの危機から救えたな。

　やっぱり、こいつは頼りになるよな。……と、それはさておき！　今度こそ命令を──

「ねぇ、ジョーロ」

「ん、なんだよ？」

　いい加減引っ張りすぎじゃない？　そろそろ命令させてよ。

「とりあえず、この紙を見てもらえるかな？」

　やれやれ、仕方のない奴やつだ。俺はなるはやでツバキを全裸にしてやりたいというのに、まだ恥ずかしいのか、二枚の紙を差し出してきおって。

　まぁ、いい。俺は優しく心の広い誠実なハーレム王だ。特別に見てやろうではないか！

「……あれ？　これって、コスモス会長が最初に渡してきた模擬店の……」

「ん。申込用紙かな」

　ふっ。思い出すな……。最初にアホがツバキの手の平の上で転がされて、一番上が折りたたまれて店舗名が見えない状態に気づかず、ガリガリと野球部の面々の名前をツバキの店の紙に書かれたことを。ま、今となっては笑い話さ！

　そういや、『ゲンキな焼鳥屋』の申込用紙をちゃんと見るのって、これが初めてだな。

　俺はメンバー勧誘やらに忙しくて、そっちは任せっきりだったし。

　へぇ～、わざわざ最後に来たつきみとリリスの名前まで書いて……おや？

　おやおやおやおやぁ？　はて？　おかしいな？　一人足りないぞ？

　俺は今、『ゲンキな焼鳥屋』の申込用紙を見ているわけだが、メンバー欄に一人だけ名前が記入されていない奴やつがいる。しかも、超重要メンバーでだ。

　そして、二枚目の申込用紙を確認すると……

「ヨ、ヨ、『ヨーキな串カツ屋』……如月きさらぎ雨あま露つゆだとぉぉぉぉぉぉ!?」

　なんじゃこりゃぁぁぁぁぁ!!　なんで！　俺が！　ツバキの店の所属になってるんだよ!?

　最初から最後まで、俺はずっとヒイラギの店の手伝いをしてただろが！

「はぁ!?　なに？　つまり、俺は勝ったと思ったら負けてたわけ!?」

「そういうことになるかな」

　いったい、誰がこんなことをしやがった!?

　大体、ヒイラギの屋台の申込用紙については、『ゲンキな焼鳥屋』の事務所でちゃんと……

『……あ、そうだ。パンジー。申込用紙だけどよ、一応チェリーさんとフーちゃんの名前も書いといてくれ。名前の書いてないメンバーは参加不可って言われても困るしよ』
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『ええ、分かったわ。ちゃんと、メンバー全員の名前を書いて、私が責任を持ってコスモス先輩に提出しておくから安心してちょうだい』

　あいつだぁぁぁぁぁ!!　なんか、やけに含みのある言い方だと思ったら、そういうことか！

　なんで責任を持って、俺を陥おとしいれてんだよ！　何も安心できねぇじゃねぇか！

「はぁ……、本気になったパンジーが、あんなすごいとは思わなかったかな。次は、負けないように頑張らないと」

　どうりで、今回のパンジーはおかしいと思ったよ！

　いつもに比べて、メチャクチャやる気があるんだもん！

　最初から、俺に何でも一つ言うことを聞かせるために、全力を出したってことかい！

　そりゃ、真の姿をさらして『どんなことをしても勝ちたい』とか、かっこいい台詞せりふも飛び出してくるもんだよ！　何もかも合が点てんがいったわ！

「それに、コスモスさんとひまわりとあすなろも、屋台については全力でやってくれたけど、ジョーロのやる気がなくならないように、わざわざ聖戦の特典をにおわせて発破をかけてたからね。まったく、敵なんだか、味方なんだか……、よく分からなかったかな」

　紛まがうことなく敵だよ！　主に俺の！

　コスモスのやけに恐ろしい提案、最初から全部仕込みだったのかよ！

　いや！　嘆くのは後だ！　それよりも、全力で保身に走らなくては……

「ツ、ツバキ！　俺は最初からヒイラギの店の手伝いをしていたし、所属チームは……」

「さっき『相手チームに所属してた奴やつが敵チームを手伝っても、そいつに聖戦の特典はなし』って、ジョーロが言ってたかな」

「な、なら、先程できた借りをお一つ使っていただいて、俺を助け──」

「さっきいらないって、ジョーロが言ってたかな。ふふふっ」

　てめぇもグルかぁぁぁぁぁ!!

　は？　つまり、俺の今回の頑張りは全部無駄だったってこと!?

　裏で頑張ってるぜ感出したら、さらにその裏がスタンバってたってことなの!?

「じゃ、ボクは戻るから、ジョーロも早く屋台に戻りなよ」

「あ！　ツバキ、ちょっと待……って、はえぇよ！　逃げてんじゃねぇ！」

　気づいたら、あっという間に姿をくらませやがった！

　くそ！　こうなったら、俺も逃亡を──

「ジョーロ君、あまりにも遅いから迎えにきたわ」

　まるでタイミングを計ったかのように現れた女。やけにトーンの高い声。

　誰が現れたかなんて、言うまでもない。……俺をハメた女……三色院菫子パンジーだ。

　いつの間にか、ちゃっかりと着替えを済ませて、三つ編み眼鏡モードへと戻っている。

「て、てめぇ……、最初から、そのつもりで……」

「はぁ……。ジョーロ君にエッチな命令をされてみたかったのに、勝ってしまったわ……」

「ざっけんな！　てめぇ、俺がどれだけの思いで今回のことを……っ！」

「まぁ、そんなに私に命令したかったのね。……貴方あなたの思い、しかと受け取ったわ」

「受け取った結果、何をするつもりだよ！」

「そうね……」

　言葉を止めて、パンジーが上機嫌に俺を見つめる。

　これまでの付き合いで、俺にはよく分かっている。この顔をしている時のパンジーは、

「絶対に逆らえない、とても素敵な命令をしてあ・げ・る」

　ロクでもねぇことしか言わねぇんだわ……。
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「よう、ジョーロ！　体育祭、色々とおつかれだぜ！」

「ああ、サンちゃんもおつかれ」

　屋台の片づけを全て終えた後、教室で俺が体操着から制服へと着替えを終わらせたところで声をかけてきたのは、我が親友のサンちゃん。

　その表情はいつも通りの熱血溢あふれる笑顔だが、どこか悔しさがにじみ出ている。

　恐らく原因は、体育祭の最後の種目……クラス対抗リレーだろう。

「いやぁー！　まさか最後の最後で抜かれるとは思わなかったぜ！　部活の短距離走じゃ、負けたことがなかったんだけどなぁ！」

　体育祭、赤組と白組の勝負の明暗を分けたクラス対抗リレー。

　うちのクラスは、アンカーまで一位をキープ。

　その状態で、アンカーであるサンちゃんにバトンが渡ったのだから、俺おれ達たちは勝利を確信した。

　だが、そこで予想外の事態が起きた。

　なんと、パンジーのクラスのアンカー……、野球部のキャッチャー芝しばが、猛烈な勢いで追い上げて、サンちゃんをぶっこ抜いたのだ。

「多分、俺は気持ちで負けたんだろうな……。だから、リレーでも同じ結果になった」

「気持ちで？」

「男が頑張る、単純な理由ってやつだ！　やっぱ男は、かっこつけたい相手がいると普段よりもやる気を出すだろ？　今日の体育祭、芝しばの妹が観みに来きてたんだよ！　あいつ、妹がいると普段の五倍増しで張り切るからさ！　そこで、俺は芝しばに負けた！　俺が頑張る単純な理由は、ちょっとばかし複雑だったからさ……」

「そ、そっか……」

　最後に僅かな哀愁を感じさせて、どこか達観した笑みで語るサンちゃん。

　それを聞くと、勝敗に納得しちまうな。

　よく似てるもんな。……俺が、ヒイラギの屋台を頑張ろうと思った理由とさ。

「そういや、ジョーロ。屋台のほうだけどさ、……驚いたぜ！　まさか、お前と俺が同じチームだったなんてな！」

　うっ！　嫌なことを思い出させてくれるなよ……、サンちゃん。

「ああ、本当に最悪だよ。まさか、パンジーの奴やつがあんな仕込みをしてやがるなんて……」

「ははっ！　残念だったな！　けど、パンジーも大変だったみたいだぞ！　わざわざ、ひまわり達たちに事情を説明して、ジョーロをツバキのチームにしたみたいだからさ！」

　知ってる。あいつら、最初からグルだった。

「でよ、勝負の特典は、結局どうなったんだ？　ヒイラギは、ツバキに使ってたけどよ、他の連中の分は別で残ってるだろ？」

「フーちゃんとチェリーとリリス、それにサザンカは『今回はあくまでも手伝いだから、そんな特典はいらない』って断ってくれたんだけどよ、パンジーからは何かあるみてぇだ……」

「ってことは、まだ何も言われてないわけか！　はははっ！　こりゃ、厄介そうだ！」

　サンちゃん、そんな能天気に笑わないでくれ。

　こっちとしては、死活問題なんだ。

「ま、これからもジョーロは、パンジーに色々と苦労をかけさせられそうだな！」

「そんなん、とっくに分かりきってるよ……」

「いや、お前は分かってないよ」

　ん？　なんか、サンちゃんの声がいつもの熱血漢な声じゃなくて、やけに冷静な……もう一人のサンちゃんのものになってないか？　なんで、突然……

「なぁ、ジョーロ。……お前は、今までおかしいと思ったことはなかったのか？」

「おかしいって……、どういうことだ？」

「パンジーだよ。あいつは、去年の地区大会の決勝戦……、つまり去年の七月からずっとお前が好きだった。なのに、そこから今年の四月まで何もしなかったんだぜ？」

　そう言われると、確かにその通りだ……。

「今年の四月に、あいつはお前に気持ちを伝えた。それまで一切音沙汰がなかったのに、四月になって突然、あいつはお前に気持ちを伝えたんだ。……なんでだと思う？」

「いや、分からねぇ……。その……、サンちゃんは知ってるのか？」

「ああ、知ってるよ」

　淡々と冷静な声で、サンちゃんがそう言った。

「夏休みの終わりに、とある女の子から手紙でパンジーに伝言を頼まれてさ、それを伝えたら教えてもらえたよ。……お前には、内緒にしてくれって言われたけどな」

　なんだよ。思わせぶりに言って、肝心なところは分からねぇなんてモヤモヤするだけじゃねぇか。……って文句を言いたいが、サンちゃんの表情を見ているととてもじゃないができねぇ。

　きっと、それでも俺にこの話をした理由があるのだろう。

「ただ、一つだけ伝えておくとさ……」

　そう言って、サンちゃんが俺の肩に優しく手をのせた。その手には、まるで『ここからはお前の番だ』という気持ちが強くこもっているようにすら思える。

「パンジーを、パンジーに成ならせてやれ」

　多分、これがサンちゃんからの精一杯のヒントなんだろう。

　パンジーをパンジーになんて……、マジで意味が分からないことだけが難点だが……。

「よっしゃ！　んじゃ、俺は体育祭の打ち上げに、野球部でイタリア料理を食べにいくから、もう行くな！　ちょっと、たんぽぽの説得に時間がかかりそうだから、急いでてよ！」

「あ、ああ。分かった！　その……サンキューな！」

「気にするな！　俺とお前は親友だ！　だから、いざって時は絶対力になるからな！」

　最後にそう言うと、サンちゃんはいつもの熱血溢あふれる様子で、教室を去っていった。

　さてと、それじゃあ俺も行くかな。

　今日はこの後、みんなでヒイラギの店に行って、打ち上げだ。

　最後に気になることはあったが、今は一度忘れて、今日の勝利を祝おうじゃねぇか！





※






　それから、校門の前で屋台のメンバーと合流した俺は、そのままみんなと一緒に『ゲンキな焼鳥屋』へ。そして、そこに少し遅れて野球部のメンバーを除いた『ヨーキな串カツ屋』に参加していたメンバーも合流。

　人数が人数なので、今まで屋台の打ち合わせをしていた事務所ではなく、店内の大きめのテーブル席をいくつか借りて、みんなで焼鳥を食べている。

　そして、その一つのテーブルにはツバキとヒイラギがいて、

「ツバキ！　ツバキは私のお友とも達だちなの！　だから、もっと甘やかすの！」

「あのね、ヒイラギ。ボクとキミは、今は友とも達だちじゃないかな。ちゃんと自分で頑張るべきかな」

　なんとか寄生しようと目もく論ろむヒイラギだが、当然のように失敗している。

「信じられないの！　ずるっこなの！」

　プンスカと怒りながら、焼鳥をモシャモシャと頰張るヒイラギ。

　本人はまるで気がついていないが、他にも沢山のお客さんがいる中で、普通にこうして会話をできるようになったのは、大きな進歩だと思う。

　恐らく、注目さえ浴びなければ、人が沢山いるところにいても大丈夫になったのだろう。

「まぁまぁ、ヒイラギっち。そんなに怒らなくても大丈夫っしょ！　ツバキっちにも、ちゃんと話せば、また友とも達だちになってくれるっしょ！」

「ほんと！　じゃあ、私、ツバキに甘えて余生過ごせるの!?」

「い、いやぁ～、さすがにそこまでは……」

　チェリーが返事に困ってるな。頑張れ、多分何とかなる。

「焼鳥、おいしい」

　ふと、耳に響いた小さな声。

　それは、俺の隣でチミチミと焼鳥を頰張るつきみから発せられた声だ。

　そういや、こうやってつきみとゆっくり話せる機会って、実は初めてじゃね？

　……何を話せばいいだろう？

「つきみ、今日はサンキューな。来てくれて、本当に助かったよ」

「だいじょぶ。ワタシもいいことあった」

「お、そ、そっか……」

「うん。そう」

　まるで、会話が弾まねぇ……。いや、いいんだけどね。

　つきみは普段から無口だし、そこまで会話が好きじゃない奴やつなのかもしれないし。

　ただ、なんというか……、自分が楽しませられてないという、謎の罪悪感を覚えるな。

　もっと、つきみが興味を持ちそうな話題でもあればいいのだが……、生あい憎にくと俺とつきみの共通の話題で思いつくことと言えば、『あの男』のみ。それだけは、絶対に嫌だ。

「ジョーロ君、少しいいかしら？　そろそろ、あの話を貴方あなたとしたいのだけど」

　……まずい。背後から、俺にとって不都合極まりない発言をする女の声が聞こえてきた。

「あ、あー……パンジー、それはまた後でも……って、あれ？」

　なんで、パンジーだけじゃなくて、他の奴やつらも一緒にいるんだ？

　コスモス、ひまわり、あすなろ、サザンカ。四人ともやけに真剣な顔をして……

「とても大事な話だから、別の場所で話したいの。だから、一緒に来てもらってもいい？」

　パンジーだけじゃなくて、他にも四人。いったい、俺に何を言うつもりだ？

　できれば今すぐにでも逃げ出したいが、ここまで来たらそうもいかねぇよな。

　こうなりゃ、覚悟を決めるしかねぇか……。

「分かった。……一緒に行くよ」




　現在地は、『ゲンキな焼鳥屋』の近くにあるひと気の少ない駐車場。

　俺の正面にはパンジー、コスモス、ひまわり、あすなろ、サザンカの五人が並んで、それぞれ真剣な表情で、俺を見つめている。

　すでに日は落ち、薄暗くなった駐車場ってのは、それだけでなんかちょっと怖い。

「ねぇ、ジョーロ君。こうしていると少しだけ思い出さない？」

「思い出すって……、何をだよ？」

「今年の地区大会の決勝戦で、貴方あなたが葉は月づき君に勝った後のことよ」

「うっ！」

　その通りだ。あの時も、俺とホースの勝負が終わった後、他の奴やつらはみんな立ち去っていったが、この五人だけは残って、俺の答えを待っていた。

「あの時、貴方あなたは全員に対して気持ちを伝えた。だけど、それではやっぱり納得できないの」

「まさか……、てめぇの俺への命令ってのは……」

「ええ。今度こそ、ちゃんと一人だけ……、ジョーロ君が一番大事な人にだけ、貴方あなたの気持ちを伝えてほしいわ」

　そうきたか……。けど、その通りっちゃその通りだ……。

　あの時、今年の地区大会の決勝戦で、俺は、『まだみんなで仲良くしていたい』という気持ちから、こいつらの気持ちを無視して、メチャクチャな手段を使って、答えを有う耶や無む耶やにした。

　おかげで、その場は収めることができたが、あくまでもその場しのぎ。

　明確な答えは、いつか必ず伝えなくちゃならねぇんだ……。

「だからね……、ジョーロ君」

「な、なんだよ？」

　今、ここで言うのか？　全員揃そろっているこの場所で、俺の気持ちを……

「一人だけに、貴方あなたの答えを聞かせてちょうだい」

「お、俺は……」

　だよな。ここまできて、それ以外の命令が出てくるなんて有り得ねぇ。

　まさか、こんな突然この時が来るとは思わなかったよ……。

　けど、言うしか──

「二学期のおしまいにね」

「……は？　い、今じゃなくて……、二学期のおしまい？」

「ええ、そうよ」

　淡々とそう答えるパンジーだが、よく見ると手が僅かに震えている。

　他の四人も、その表情は真剣ではあるのだが、どこか恐怖しているようにも見える。

「情けないのだけどね……、私わたし達たちも怖いの」

「怖い？」

「でき上がった関係に変化を加えるのは、……とても勇気がいるわ」

「…………っ！」

　そう、だよな……。

　俺はビビリだから、自分だけだと思っていたが、そんなはずがあるわけない。

　今まで、色々と苦労をしながらでき上がった今の俺おれ達たちの関係。

　そいつを失っちまう可能性があることが、パンジー達たちも怖かったんだ……。

「でも、私わたし達たちはいつまでも高校生ではいられない。いつか、必ず変わってしまう。その時に、答えが知れないのは嫌なの。……だから、二学期のおしまい。今でもなく、三学期でもなく、二学期のおしまいに、貴方あなたの気持ちを教えてちょうだい。これは、絶対よ」

　後ろに立つコスモス、ひまわり、あすなろ、サザンカが、パンジーの言葉に呼応するかのように小さく頷うなずいた。

　この命令に、意味はない。

　なんせパンジーは、俺が分かっていると分かった上で伝えているのだ。

　それでも伝えたのは、しっかりと俺に考えてほしかったから。

　俺が、誰かに気を遣うことなく、本当の気持ちを必ず言うように伝えたんだ。

　だったら、俺は……

「分かった。二学期のおしまい……、そこでちゃんと伝えるよ」

　もう、逃げることはしない。

　二学期のおしまい……、そこでずっと隠し続けていた俺の気持ちを包み隠さず伝えよう。

　俺が、一番大切だと思う……誰よりも一緒にい続けたいと思っている人物に。

「ええ。楽しみにしてるわね。……ジョーロ君」

　俺の答えに満足したのか、パンジー……そして、他の四人が穏やかな笑顔を見せる。

　薄暗い駐車場で、雰囲気も何もあったもんじゃないんだが……、不思議なもんだな。

　みんなの笑顔が、とびっきりに綺き麗れいなんだよ。

　だけど、この笑顔は今だけが許してくれた仮かり初そめのもの。

　全員が笑顔になれる、ハッピーエンドの存在しない未来。

　俺おれ達たちは、そこに向かって進まなくちゃならねぇんだ。

　二学期のおしまいに、確実に俺おれ達たちの関係に新たな変化が訪れる。

　それが、今の関係のおしまいへと繫つながる可能性は、十分に有り得るのだから……。







あとがき




　登場人物が増えすぎて、しんどい!!

　どうも。最近、友人とミュージカル映画について語った後、「実はサウンド・オブ・ミュージック、観たことがないんだ、てへ☆」と言ったら、「死んだ方がいい」と言われた駱らく駝だです。

　命まで否定することないじゃない。

　今回の９巻は、８巻が大分シリアスだったのが原因か、私のはっちゃけたいメーターとパンジーの出番増やしたいメーターが増幅し、比較的ギャグ多め＆パンジーの出番多めでいかせていただきました。

　とまぁ、９巻の話はここまでにして、今回のあとがきでは、前々から何度か質問を頂いていたとある件について、お話させていただきたいと思います。

　それは、略称です。

　本書は、『俺を好きなのはお前だけかよ』というタイトルでして、『これってどう略すの？』という質問をたまに受けたりします。

　私は『俺なのは』という略称にして、『スターライトブレイカー』とか叫びたいなとか目論んだり、とある担当編集さんは『をきなは』という略称にしたいと言ったり、他にもいくつかあったのですが……、そんな我々の思い虚むなしく、電撃文庫様の作品紹介ページにいつの間にか、『俺好き』と思い切り書いてありました。

　なので、『俺好き』だと思います。

　もし他の略称で呼びたい方がいらっしゃいましたら、遠慮せずに別の略称でお呼び下さい。

　では、最後に謝辞を。

　９巻をご購入していただいた読者の皆様、いつも誠にありがとうございます。一度、時が巻き戻りつつも再び始まった二学期編。この後どうなっていくのか……、私にも分かりません。

　ブリキ様。今回も素敵なイラストをありがとうございます。８巻は偶数巻だったのですが、内容の都合上、恒例の『アレ』が出来ませんでした……。ですが、次の10巻ではどんなことをしてでも、『アレ』を捻じ込もうと目論んでいるので、よろしくお願いいたします。

　担当編集の皆様。今回も多くのアドバイスをありがとうございます。

　いったいどうやったら、ツバキチームにヒイラギチームが勝つことができるかの方法を２時間ぐらい様々な案を出しては、誰かがボツにしていくという無限ループはいい思い出です。

　また、次巻でも色々とお世話になります。


駱らく駝だ
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駱らく駝だ

りんかい線に乗るたびに、こんな名前のヒロインはいそうだなと思う。

天王洲アイル
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イラスト／ブリキ

２０１８年もがんばります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「駱駝先生」係

「ブリキ先生」係











本書は書き下ろしです。
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俺おれを好すきなのはお前まえだけかよ⑨








駱らく駝だ
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※2018年7月10日発行の電撃文庫『俺を好きなのはお前だけかよ⑨』初版に基づき制作
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